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竪穴住居020 遺構に投棄されだ滑石製玉類製作工程破片

遺跡の現状 北西方向の赤城山を望む

北より見だ北西側隣接地右の丘は八寸権現山左奥のハウスが原之城居館



古墳時代食器保管竪穴041 遺

構の出土遺物

手前左の須恵器は原之城居館

からのもの

縄文時代集石149遺構出土の縄文土器

古
墳
時
代
の
小
形
甑
と
小
形
甕
内
部
に

残
る
食
料
調
理
の
跡
水
気
の
少
な
い
弱

火
に
よ
る
も
の
か

上
左

038 遺構の612 遺物

026遺構の383 遺物

右
左

008 遺構の073 遺物

048 遺構の762 遺物



序

赤城南麓は毛野国の中心地の一つで、南流する小

河川は山麓を切り開き、豊かな沃野を形成し、先人

の生活の場となりましだ。その後連綿だる生活が続

きその跡は地下に埋もれています。発掘調査によっ

て自然災害に耐えながらしだだかに生きだ先人の姿

が鮮やかに蘇りましだ。

本遺跡は国道17号のバイパス建設に伴う埋蔵文化

財の発掘調査として昭和57年度に実施され、 63年度

の整理事業によって多大の成果を得ることができま

しだ。

事業実施1こ御尽力頂きましだ関係各位に感謝する

とともに本報告書が有効に活用されることを願いま

して序と致します。

平成元年4月 1 日

（財）群馬隈埋蔵文化財調査事業団

理事長 清水一郎
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北
東
方
向
か
ら
見
だ
古
墳
時
代
の
景
観

手
前
が
本
遺
跡
の
村
。
狭
い
尼
が
池
谷
の
対
岸
が
原
之
城
居
館
。
そ
の
奥
に
権

現
山
丘
稜
か
ら
連
な
る
古
墳
群
。
左
遠
景
は
、
滑
石
原
産
地
の
三
波
川
帯
山
塊



はじめに

遺跡名

所在地

掲載資料

八寸大道上（はちすああみちうえ）遺跡（事業名 八寸A)

群馬県佐波郡東（あづま）村大字東小保方（ひかしおはかた）八寸組字大道上

及び大字西小保方（にしおばかた）字久保内林（くは‘うちはやし）

① 本書は、発掘調査で判明した遺跡の理解を第一にし、調査後消滅した遺構は原則と

して全ての写真記録を掲載した。

② 群馬県埋蔵文化財調査センターに保管してある遺物の掲載は最低限にとどめた。

③ 遺構・遺物はすべて通し番号をつけてある。

④ 遺構図の方位は座標北である。遺物図は、使用痕を重視した。

発掘調査

調査原因

調査委託

担当機関

調査実施機関

調査期間

調査面積

調査担当者

資料整理

整理委託

担当機関

整理実施機関

整理期間

整理統括

整理編集

執筆

遺物写真

遺物保存処理

整理補助

イラスト

国道17号線バイパス（上武道路）の建設工事

建設省関東地方建設局

群馬県教育委員会

帥群馬県埋蔵文化財調壺事業団

昭和57(1982)年 4 月 1 日～ 58 (1 983)年 2 月 28 日

16,070m' 

石塚久則大木紳一郎坂井隆

建設省関東地方建設局

群馬県教育委員会

帥群馬県埋蔵文化財調査事業団

昭和63 (1 988)年 4 月 1 日～平成元 (1989)年 3 月 31 日

桜場一痔

坂井隆

坂井隆（縄文以外） 原雅信（縄文関係）

佐藤元彦

関邦ー北爪健二小材浩一

青木静江浅井良子

大川明子大友美代子尾田正子小渕トモ子笠井初子金子吉江

串渕すみ江関口貴子高橋初美田中暁美田村紀子土田三代子

中沢久子新平美津子萩原由美子長谷川春美蜂巣綾子馬場信子

藤井輝子増田政子

平野進一

4
 



中心部全景
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南東を望む

集石集中部

尼が池谷から南東方向

南東側低地から

北西を望む

中央部竪穴集中部

南東から
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南東側低地に
沿つだ部分
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南
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調
査
地
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南東部低地と台地

台地では低地の走向に

平行な 3条の溝が検出
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基本土層
中心部の台地は、洒抜76m 強--’―J一ー・一
が池谷とは3m、南東部低地とは2mの ¥ ¥ 

差がある。ローム暦が厚く堆積。 \ l‘汀）4
1A 黒褐色砂質土浅問WB軽石含む

1B 黒褐色砂質土

1C 黒褐色粘質土 鉄分マンガン含む

1D 黒色粘質土浅閻山C軽石含む

2 明黄褐色粘質土 これより下はローム層

3 明掲色粘質土 浅間W板鼻黄色軽石YP含む I I t乃
4 明褐色粘質土浅問山板鼻褐色軽石BP含む

5 明褐色粘質土

5A 黒褐色粘質土

5B 褐色粘質土

6 褐色粘質土暗色帯

7 黄褐色粘質土粘土化しだ軽石含む

8 黄褐色粘質土 白色多量に軽石含む

9 黄褐色粘質土榛名山八崎軽石HP含お

10 褐色粘質土 ローム層最下層

11 黄掲色粘質土 円礫含む

12 掲色砂質土

13 褐色礫層

14 褐灰色砂層
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024遺構へ投げ込まれだ滑石チップ

特別報告飾iり玉の製作と使い方

情景イメージ 原之城居館の巫女に完成しだ玉を届ける玉作りの村人
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1 これらは埋土を5mm方眼のふるいで

振るって検出しだ。点数は数えること

が難しいが、参考としては同時に出土

しだ完成品の臼玉の量が020遺構では397

点（遺物 No.915) 、 024遺構では107点（同

No.939) となっている。

024遺構の埋土から出てきだ滑石チップ

ここからは総量14kgにも達するチップ

と未製吊が見られだ。特に微細なチップ

以外にも荒割工程片など各工程の大形石

片が多く見られ、まだ砥石 (947) もあっ

だだめ製作跡とも思われだが、出土状態

は全て竪穴が倒壊しだ後の投棄を示すも

のであつだ。そのだめすぐ南東に接する

製作竪穴の023遺構での製作廃物が投棄さ

れだものと考えられる。

024遺構へ投棄されだチップの中には大きな塊の粘土の中

に混在しだ状態のものもあつだ。上の写真の左側はその

ょうなチップを含む粘土である。

竪穴住居に投げ込まれだ滑石チップ

多くの竪穴住居から飾り玉の製作中にできだ失敗破片や未完成破片（チッ

プ）が、大量に出土しだ。材質は滑石が多く、まだ同じ系統の蛇紋岩も

含まれてあり、他に頁岩も少し見られる。

出土状態は、次のようになる。

古墳時代竪穴・土坑 古代竪穴

チップ出土遺構 竪穴 7

完成品出土遺構 竪穴15 土坑2 1 

古墳時代の竪穴では、チップのみの出土は021 と045の 2遺構だけで他

は完成品と共に出ている。古墳時代の竪穴は合計44軒発見されだが、そ

の内39％にあだる1·7軒から各種材質の石製飾り玉類とその製作破片が出

だことになる。

しかしこれらは全てが各竪穴の生活面から出だわけではなく、ほとん

と多くが竪穴での生活が終了し住居としての機能が停止しだ時点での竪

穴の埋土からの出土である。 1

特にチップは総量14.0kg出土しだ024遺構や10. 6kg出

だ020遺構に顕著に見られるように、砥石なとも含めて

(26頁に続く）

020遺構の埋土の状態。上から二番目の層に大量にチップが含まれて

いるが、その下の層には見られない。まだこのチップを含む層はこ

の竪穴の中央ではかなり床の近くまで下がつている。



廃棄されだ滑石製品製作チップ

938 023遺構（竪穴住居）出土のチップ総量0. 5kgの一部

ほとんど全て滑石だが、少し滑石質結晶片岩や蛇紋岩を含んでいる。他の各

工程破片を含めると言to. 9kgになる。

後述のようにこの遺構は唯一の製作場所跡（玉作工房址）と考えられるが、

その根拠になつだことは、これらのチップが他の遺構とは異なつて床下の床

構築土（掘り方）からという出土状態である。ただ内容は、他のチップとは

ほとんど同じである。

まだ大量の投棄チップである周辺の020 • 022 • 024の各遺構の場合よりも出

土量が少ない。これは製作湯所であることの証明の一つである。

948 024遺構（竪穴住居）出土のチップおよびチップを含む白色粘工 総置12.1kg 

の一部

基本的に大部分が滑石で、滑石質結晶片岩と蛇紋岩を少し混じえている。

ここのものは、最大の量であり他の各工程破片を含めると言t14. 0kg（粘土含

まず）に達する。

ここでの特徴は少なくない部分が白色粘土に含まれていだことである。（写

頁下右）粘土はそれほと粘性が強くなく土も混在していだ。粘土中の破片と

それ以外のものに大きな形態・質の差はない。だだそれほど大きな破片は含

んでいない。

チップはまずこの粘土中に捨てられだ後に、粘土ごと024遺構に投棄されだ

ということになる。

906 001遺構（竪穴住居）出土のチッ

プ総置194 g全てが滑石製で、色は

やや暗色のものも含んでいる。この

遺構からは他に各製作工程破片を含

めて言to. 5kg出土。

925 020遺構（竪穴住居）出土のチッ

プ総量9. 3kgの一部

ほとんど全てが滑石だが一部に蛇紋

岩も含んでいる。この遺構からも他

に各製作工程破片を含めて言t10.6kg 

出土。

931 022遺構（竪穴住居）出土のチッ

プ総量1.3kgの一部

全て滑石製。この遺構からも他に各

製作工程破片を含めて計1.6kgが出土。



石製品完成品

臼玉以外の製品
ベンダント類
7点見られる。このうち材質では908が蛇紋岩で916

が頁岩質、その他は滑石製である。

972 ほほ完存剣形 102遺構（土坑）出土

966 両面剥離多い 短冊形 053遺構流入

902 各端部割れる形状不明 001 遺構（竪穴）出土

9408 下端のみ割れる 半円形 024遺構（竪穴）出土

940A右側部割れる勾玉形ガ同上遺構出土

916 両面剥離する 剣形か 020遺構（竪穴）投棄

908 ..t面自然剥離段差 剣形 005遺構（竪穴）出土
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管玉類
4点ある。 956と973は凝灰岩製で970

は珪質頁岩と思われ、950は頁岩と推定。

956 ほぼ完存軟質 040遺構（竪穴）

出土

973 下端も割れる軟質

（土坑）出土

970 いわゆる碧玉に近い 被焼痕あり

056遺構（竪穴）出土

950 ほぼ完存硬質 031 遺構（竪穴）

出土

紡錘車形石製品

3点ありいずれも蛇紋岩製。

953 ..t下面に線刻あるが全体に

被焼痕多い 034遺構（竪

・穴）出土

960 全面に線刻 かなり光沢あ

り 041 遺構（竪穴）出土

975 径小さく高い 光沢と被焼

痕あり遺構外出土
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臼玉
基本的に滑石製が大部分だが、稀 1こ蛇紋

岩製 (907A~E, 949AB) と頁岩製 (951A~

C) がある。

全体に厚さや径に比べての孔の大きさな

どかなり差がみられる。しかしこれは意識

的に区別して作られだと言うより、もとも

とおおまかに作られだと言う万が妥当であろう。また剥離しやすいも
のが多く、それぞれ淳さは、当初のものガは断定できない。

そのため397点及び107点と大量に見られる020遺構 (915) と024遺構

(939) のものも必ずしも完全でないものもあるが、完成品と考えた。

901 001遺構出土 911 010遺構出土 913 遺構外出土

914 016遺構出土 907 005遺構出土 951 032遺構投棄

915 020遺構投棄 954 遺構外出土 955 039遺構出土

959 041 遺構出土 926 022遺構投棄 939 024遺構投棄

971 102遺構（土坑）出土 965 053遺構流入
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割り工程石片(1)
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943A~I CDFGIお骨石質結晶片若也

943 は滑石 Bは円盤状のものの形割り他

は荒割り 024遺構投棄
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923屯 臼
923A~K 全て滑石 ABが形割り百也

は荒割り 020遺構投棄

材質は、滑石が中心で蛇紋岩と頁岩が混じる。凝灰岩は

ない。

大きく見れば原石を割つて目的とする器形のものをつく

る最初の工程としてこの割り工程があるが、ここでは目的

の器形に向かう途中のものを形割りとし、それを生み出す

過程で生じた剥片を荒割りとする。

ここで顕著に見られるのは、大小の縦長の荒割り剥片と

長方形や円形などに近い形割り剥片である。

前者は極めて量が多く、特に大量に投棄されだ02隕"’(923)

と024遺構 (942,943) の資料に多く含まれている。

大きいものは一次の割り段階でまだ小さいものは二次の割

り段階で生じだものだろう。

後者は、あまり多くない。 001遺構の方形のもの (905F) 、

024遺構の円形のもの (9438) 、 022遺構の円形のもの (930

A,E) などがある。 930Eは、頁岩製である。いづれも剣形

などのベンダントを作る過程のものだろう。

まだ蛇紋岩での特徴的なものには、 024遺構に投棄されだ

紡錘車形のもの (944G) がある。ここでの他の剥片もこの

紡錘車形石製品を作るだめに生まれたものと思われる。

21 



割り工程石片(2)

©]言ロロロ
ロフ三三ご゜石C022A;;9：投0: ロ
937ACEFG ACは滑石質結晶片岩他は滑石 FGが荒割

りで他は形割り 023遺構出土

964AB 滑石荒割り 045遺構出土

969 滑石形割り 053遺構流入
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922ABC 滑石 BCは形割り 020遺構投棄

942A~1 全て滑石荒割り 024遺構投棄

944A~H 全て蛇紋岩 Gは紡錘車形の形割りでAはその田岩か

Fは形割りで他は荒割り 024遺構投棄
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研磨工程石片（臼玉以外）
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942J~V  Qは蛇紋岩他

は滑石Qは剣形とも思

えるが厚い UVは多角

柱状JKUな側緑部も研

磨他は偏平で各種ベン

ダント形024遺構投棄
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904A~D 全て滑石 Aは上面のみ他

は全面を少しづづ研磨 Cの左側面は

割れ 001 遺構出土

929D~1 全て滑石 いづれも上面の

みの研磨 022遺構出土

963ABC* 全て滑石 Bは上下面研磨

ACは上面のみ ABIこ切断擦痕 045 
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も
＾｝

ク
タ

` 叶

,
r
i

9

0

[

 

6
 
3
 ，
は

0
2
0鯰
冒
い
こ

9
2
9

菖
t
[
暉
上
一

雹
部
諏
畔
暉
パ
鳳
己

全
A
l慨
ュ

9

ロ

.. 
巴
饂
構

＇
／
言
[
*
暉
＿

f
釦
下
磨
守
ふ
み
：
：

9
2
9

内
／

'
箪
L
J
／
三

D
>
。
曰
ご

□
齋
＿

I
l
l

-

9

C
 

5
・

1

0

]

:

 

□
ニ9

3
6

〇
□]
口

[
O

：
ロ9

3
6

904 

材質は、滑石が主体で蛇紋岩と頁岩が少璽混じる。

滑石のものは、割り段階のものの一部のみを研磨しだものと、各種

ベンダントの薄く板状に研磨したもの、そして円柱を生み出すだめ

に多角柱状に研磨したものがある。

最初のものは904Aや937Hのように目的とするものが分からない。

ベンダントを目指すものは、ほぼ形が整えられだもの (942J)から

割れだ小片 (929G) まで多様である。

多角柱状のものは、典型的な942Vに見られるように輌切りにして

円盤にするだめのものだろう。臼玉を作る一つの方法である。

蛇紋岩のものの目的とする器形は、分からない。特に945と946の

緑色系のものは、他に全く破片がない。僅かに管玉の完成品に同系

統の石質が見られるのみである。

ヽ

927 ＊頁岩上面のみ研磨被焼痕 022遺構投棄

9371J *蛇紋岩 lはほぼ全面Jは上面と側面の一部研磨 023遺構出土

945 ＊責蛇紋岩濃緑色碧玉に近い上面一部のみ研磨 024遺構投棄

946 *蛇紋岩浅緑色上面多面に研磨 024遺構投棄

937H *滑石側縁部の一部のみ研磨 023遺構出土

＊は次頁1こ図掲載

23 
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947 砂岩製上下面と右側面

15~20mmの溝状の切り合い研

磨痕 024遺構投棄 261 砂岩製 上面に筋状の擦痕部分がニヶ

所 その下と下面に10~20mmの溝状切り合い研磨痕 020遺構投棄

穿孔工程石片

口

（臼玉以外）
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大きく研磨の無いものとあるものに分かれる。

無研磨 ベンダント状の形割り片1こ穿孔したもの。全て滑石。これらは、

穿孔の失敗で廃棄されだようだ。大形の976と 962の穿孔は、興味深い。

920CN 滑石 020遺構投棄 928L 滑石 022遺構投棄

9410P 滑石 024遺構投棄 919B 滑石 020遺構投棄

976 滑石遺構外出土 962 滑石 045遺構出土

有研磨 全体にそれほど丁寧な研磨ではない。一次的な研磨を形割り片

に施してからの、穿孔の失敗で廃棄となった。本来はこの穿孔の次に仕

上げ研磨がなされると思われる。蛇紋岩のもの (924) には、極めて細い

穿孔がなされている。

920CKM 滑石 020遺構投棄 922NM 滑石 020遺構投棄

935A 滑石 023遺構出土 919ABC 滑石 020遺構投棄

928EFN 頁岩 022遺構投棄 924 蛇紋岩 浅緑色 020遺構投棄

これらを見ると穿孔と研磨 1こ決まった順序はないようだ。
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研磨工程石片（臼玉）
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上下両面を研磨しだ板状の石片を径 1 cm弱ほどの多

角形に削つだもの。

側縁部は上下両方向から削り取るだめ、中央が最も

飛び出ている。この形態のものは、厚さがほぽ一定し

ている。多角柱状のもの (942Vなど）の輪切りから作

られだのではないだろう。

921CD 滑石 020遺構投棄

903G 滑石 001遺構出土

929ABC 滑石 022遺構投棄

936D 滑石 023遺構出土

904EF 滑石 001遺構出土

942W~Z 滑石 024遺構投棄CJ942 

穿孔工程石片（臼玉）
基本的には研磨しだ後に穿孔しているが、無研磨で穿孔のあるものが僅

か見られる。まだ上のような定形的な円盤1こ穿孔しだものもあるが、そ

れだけでなくまだかなり形の不揃いな状態、特に研磨が片面のみの段階

で同回も穿孔を試みたものもある。

材質は、ほとんど滑石だが、蛇紋岩と頁岩も一部に見られる。

これらの執拗な穿孔の試みが、臼玉製作の本質のようだ。
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2 他にチップでは濃緑色の貴蛇紋岩

(945)及び淡緑色蛇紋岩(946)の研磨片、

そして淡緑色の微小穿孔片(924) が、各

1 点づつ見られだ。製品では、管玉1こ凝

灰岩製(956,973)碧玉に近い珪質頁岩製

(970)淡緑色(950) がある。

これらの内、淡緑色蛇紋岩の小管玉は

製作していだ可能性が強く、濃緑色貴蛇

紋岩と珪質頁岩は類似しているだめこ

の管玉も可能性は残る。だだし製作して

いだとしても置的には極めて少ない。凝

灰岩の管玉は製作していない。

3 紡錘車形石製品は、なぜガ実用品と

混同されているが、製作地である本遺跡

で発見された点数は、竪穴の数に比べ極

めて少ない。実用品か模造品かは臼玉と

同じ関係にあるだろう。

023遺構の方形施設。壁に沿つて土堤状に床よりやや高く掘り残し、

中央はくぽんで周溝に至る。この周辺で多くのチップが見られだ。

(18頁より）

投げ込まれだ状態がはつきりしている。出土状態から、竪穴の使用時点

でチップが大量に存在しだのは、 023遺構だけである。

飾り玉の製作と使用
023遺構には、南壁に沿って中央がくほみ周囲が土堤状に掘り残されだ

他にはない方形の施設が見られだ。その周辺の床には大量のチップが散っ

ていだ。ここが玉類の製作場所であつだと思われる。

他の竪穴に投棄されだものも含めだ製品と原材料は、次のようになる。2

臼玉 滑石（一部蛇紋岩・頁岩）

紡錘車形石製品 蛇紋岩

ペンダント（円盤形・方形盤形・剣形） 滑石・蛇紋岩・頁岩

この内、蛇紋岩製臼玉の製品は全く出土していなく、蛇紋岩・頁岩製

のペンダントの完成品も極めて少ない。それらの製品は後述のように他

ヘ搬出されだと考えられる。紡錘車形石製品3は、 3点の完成品が出土し

ている。

ここで作られここで消費されだものは、滑石製臼玉である。

臼玉の製作は特定の製作工程のもとに定形的な規格品を作ると

いうこととはほと遠く、だだ孔のあいだものを作るということ

が中心になつている。

完成品の出土状態を見ると、古墳時代の12軒の竪穴と 1 基の

土坑から出ているが、それらの竪穴の中で確実に居住終了時に

遺棄されだ状態で臼玉が検出されだのは、 005遺構のみである。

ここで伴出しだ装身具類は、頁岩製臼玉24点(907)の他に同ペ

005遺構の頁岩製臼玉出土状態。すぐ近くで頁岩製ベンダント

も見られだ。唯一の竪穴住居生活面に残されだ例。
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錘形土玉 3 点 (909 \~吟）゜0.::.9
ABC) である。ペン

ダントと臼玉は、ほ 戸＼，

とんと同じ位置での

出土であり、本来あ

なじ紐に通されだも

のだろう。 005遺構は、一辺3m程度の小形の

穴であり、出土位置は鼈の左側床上である。
ゞ

この005遺構の玉が竪穴での居住との関係を示 '‘ ¥¥.  

す唯一の例と言うことは、本来的に玉の最終の \ 

使用状態が土器などの一般生活具と共に遺棄さ \` 

れるものでないことを示している。

●土製玉類なと（土玉）

■ 石製玉類（石玉）

• 日常土器（日土）
• 小形粗製土器（粗土）
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飾り玉の投棄
上の函に現しだのは、竪穴に投棄されだ玉類

及び同じ性格を持つと思れる粗製土師器の出土状態である。古墳時代

の竪穴44軒の中で43％にあだる19軒で玉類か粗製土器が投棄されてい

る。まだ日常土器の投棄もそれに重なっている例が多い。

石製の飾り玉類が明らかに投棄されだ竪穴は11例あり、概して20平

米以上の大形になると他のものもいっしょに投棄している。火災との

因果関係は、明瞭でない。

まだ石製玉類と粗製土器を同時に投棄しだ例はなく、基本形は、こ

れらの玉類あるいは粗製土器を日常土器と共に投棄することと言える。

020遺構や024遺構でのチップの大量投棄は、 023遺構から百m以上離

れだ001遺構へのチップ投棄に見られるように、単なる廃棄物の処理で

はない。竪穴住居の廃絶に関する意図的な投棄行為の一種であり、

0はチップ検出竪穴

\ D: ／一三：：：ロロ
八

ぷ□：゜

<
竪穴への投棄物

数字はチップ総重量（kg)及び遺構番号



竪穴住居から出だ ¥ 
●投棄遺存玉類（成品）

■ 同上 同上（未成品）

●同上 その他（成品）

▲同上 同上（未成

〇流入 玉類（成品

口同上 同上（未成

●豪族居館

●その他の重要遺跡
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渡良瀬川

群馬県

0 佐波郡東村八寸大道上

1 前橋市青柳引切塚

2 前橋市青柳宿上

3 高崎市阿久津田端

4 前橋市荒子柳久保

5 佐波郡境IIIJ三ッ木堂前

6 群罵郡群馬IIIJ保渡田

7 伊勢崎市八幡IIIJB

8 前橋市小坂子芳賀東部団地

9 伊勢崎市日乃出IIIJ流通団地

10 富岡市田篠際田篠

11 邑楽郡大泉IIIJ吉田本郷

12 佐波郡境IIIJ十三宝塚

13 群馬郡群馬IIIJ井出村東

14 前橋市勝沢九料

15 藤岡市上戸塚株木

16 前橋市元総社国分寺中間地域

17 高崎市大八木熊野堂

18 新田郡尾島IIIJ世良田歌舞伎

19 高崎市木郎寺東

20 前橋市小神明湯気

21 高崎市上大類薬師

22 前橋市元総社明神

23 群馬郡群鳥IIIJ三ッ寺 III

24 佐波郡東村三室流通団地

25 前橋市冨田宮下

26 利根郡月夜野町師後田

27 前橋市元総社屋敷

28 藤岡市岡之郷温井

29 藤岡市西平井竹沼

30 前橋市西大室梱木

31 高崎市八幡中原

32 勢多郡粕川村膳新宿

33 北群罵郡吉岡村大久保A

34 甘楽郡甘楽町小川笹

35 高崎市下佐野長者屋敷

36 佐波郡赤堀ll!J下触牛伏

37 佐波郡境ll!J下淵名采女小校庭

38 太田市吉沢反丸

39 高崎市寺尾鶴辺

40 前橋市鳥羽

41 高崎市綿貫

42 前橋市荒□鶴谷

43 勢多郡赤城村勝保沢寺内

44 佐波郡境ll!J下淵名

45 藤岡市本郷山根

長野県

46 I」 1諸市耳取宮ノ北

47 小諸市五賀五ヶ城

48 佐久市長土呂北近津

49 佐久市上桜井上桜井北

50 佐久市三塚市道

51 佐久市跡部町田

52 佐久市三塚

53 南佐久郡臼田町三分

54 佐久市小宮山後沢

55 佐久市安原宿上屋敷

埼玉県

56 児玉郡児玉町浅見雷電下

57 児玉郡児玉町金屋ミカド

58 児玉郡児玉町金屋倉林後

59 本庄市四万田後張

60 本庄市ヨの出薬師堂

61 本庄市頃富田本郷

62 本庄市因冨田新田

63 本庄市栗崎東谷

64 本庄市東五十子城跡

65 本庄市東富田下田

66 大里郡岡部町榛沢六反田

67 大里郡岡部町榛沢大寄B

68 深谷市上敷免

69 大里郡妻沼町飯塚飯塚南

70 児玉郡神川村新里中道西北原

棒グラフは、出土竪穴住居軒数

¥ i 
71 児玉郡美里町白石宇佐久保

豪族居館

A 富岡市＿宮本宿郷土

B 群罵郡群馬町三ッ寺 l

C 前橋市泉沢丸山

D 前橋市荒子

E 前橋市西大室梱木

F 伊勢崎市豊城原之城

G 新田郡尾島町世良田水久保

H 太田市成塚住宅団地

その他の主要遺跡

I 北佐久郡軽井沢llfJ入山峠

J 多野郡吉井町神保羽田倉

k 渋川市行幸田中筋

L 北群馬郡子持村北牧黒井経

M 熊谷市西別府

参考文献

各市町村教育委員会・当事業団

発掘謁査報告書

各市町村誌

小野真一「祭祀遺跡地名総覧」

ニュー・サイエンス社 1982

r祭祀関係遺物出土地地名表J

「国立歴史民俗博物館研究

報告」 7 1985 



だまだま製作場所に近かつだだめ量が多くなつだと考えられる。

石製飾り玉の機能は、執拗な穿孔努力に見られるように、あくまで

紐を通して身に付けだり木の枝なとの特定のものに下げることが第一

義的なものだろう。しかし、最終的には祈りをこめて捨てられること

も重要な役割であり、チップはそれのみを担つだのだろう。

玉製品の生産流通産業と豪族権力
滑石と蛇紋岩の原産地は、群馬瞑南東部と埼玉県北西部の神流川流

域を中心とする三波川帯である。この地域での石製玉を出土しだ竪穴

住居の分布は、左図のようにいくつかのグループを形成している。

住居総数未製品チップ出土地豪族居館

鏑川流域 90以上 10遺跡 本宿郷土

榛名山麓 67 4遺跡 三ツ寺 I

赤城山麓 31 1 遺跡 丸山・荒子・梱木

粕川下流域 26 1 遺跡 原之城・水久保

本庄・櫛挽台地 36 2遺跡

干曲川上流域 17 10遺跡

利根川上流域 25 1 遺跡

渡良瀬川中流域 1 1 遺跡

利根川中流域 1 1 遺跡

A~D と H は豪族居館と未製品チップ出土地がセットになつてあり、

その周辺に集落遺跡が固まると言う形になつている。そして三波川帯

に近いほど未製品チップ出土遺跡が多い。まだこれらの外側のFから H

のグループでは未製品チップが出ていない。

このような分布から考えられるのは、次のようなことである。

原料を掌握しているAが主体的な生産を行うが、 BからEにも原料を

供給している。このいわば第二生産地ではそれぞれグループ内への製

品の供給と共にGHIなどの地域へも製品を供結している。そしてこれら

の生産と流通を管理しているのが、各グループの豪族である。

このような構造では、 Aから外側へ行くに連れて力関係が弱くなるは

すだが、古墳や居館の規模はそのような順になつていない。そのだめ

これらの各グループ問の関係は商品流通の取引関係とするのが、考え

やすい。原料や製品の見返りに例えば食料のような代価を払うという

ょうな交易構造を想定すれば、逆に玉類の意味はそのような代価を買

える価値を持つていだことになる。

入山峠で未製品の出る意昧は、 Fへ向けだBから Eのような第二生産

地とするのが理解しやすい。 Fへ供給する拠点が峠の群馬側の麓に存在

していだと思われる。

本遺跡の玉類の生産は、域内と東方地域へ向けだ生産流通の拠点と

しての姿であり、それは原之城居館豪族の権力基盤の一面であつだと

推定される。

A
 
B
 
c
 D
 
E
 
F
 
G
 
H
 

成塚

入山峠出土の滑石製品未製品

神坂峠でも未製品は出土してお

り、問題はまだ残っている。

軽井沢II!)教育委員会『入山峠』 1983による
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原之城居館手捏土器集積部祭祀出土の玉類

大部分が頁岩製（「粘板岩Jと表記）

伊勢崎市教育委員会『原之城遺跡』 1988/こよる
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土製玉類
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CD 

J Kl6.I号住居

全体としては、還元焼成で研磨しだ精製品と酸化焼成の無研磨の粗製

品に分かれる。だだし土錘形の玉 (909,539) は、酸化ながら研磨されて

いる。管玉の958はかなり粗製で孔が大きければ土錘でもおかしくない。

丸小玉

917A~E CDは研磨精製品で還元焼成 他は酸化焼成 Cは臼玉状

020遺構投棄

933 研磨精製品 還元焼成 023遺構出土

952 無研磨還元焼成 032遺構投棄

961 無研磨還元焼成上端少し割れる 041 遺構出土

丸玉

912AB 研磨精製品 酸化焼成 010遺構投棄

910 研磨精製品 酸化焼成 007遺構投棄

957 無研磨還元焼成 040遺構出土

412 無研磨下端ヘラ当て無調整酸化焼成 027遺構投棄

土錘形玉
909A~C いづれも中央の膨れだ部分を研磨 酸化焼成 005遺構出土

539 やや研磨ぎみ 酸化焼成 034遺構投棄

紡錘車形土製品

576 砂粒多酸化後還元焼成上面やや摩耗 スス付着 035遺構出土

管玉

576 

0

0

 

0

0
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.933 -

• ,52 

917. 961 ゜•• 910 957 

小形粗製土器なと

ヽf f,。,"390

•一—958 
石製及び土製玉類の参考として基本的に非日常具である小形粗製土器などを一括して

渇霰する。（各遺構・遺構外遺物襴に再掲）

椀形 066 007遺構出土 164 014遺構出土

582 036遺構投棄 854,860 遺構外出土

極小形 409 027遺構出土

410,411 027遺構投棄

壺甕形 407 024遺構出土 473 031 遺構出土 090 口縁ベンガラ付着 008遺構投棄

小形精製土器 壺形 621 038遺構出土 505 033遺構投棄

椀形 008 002遺構投棄

土錘 221 018遺構投棄

その他 260 fil盤状把手の可能性あり スス付着 020遺構出土

293 三角盤状 自然物の可能性あり 022遺構投棄

これらは全てが玉類と同じ性格のものとは考えられず、一般的な状態から見れば、

椀形・極小形・壺甕形の三者にしほつだ方が良いかもしれない。

なお、原之城居館の手捏土器集積部祭祀1こ玉類と共に集中していだのは、下図のよ

うなもので壺甕形は報告されていない。ここでは玉類と小形粗製土器が共伴している。

Jok16ｷi 

958 無研磨還元焼成かな

り雑な器形 040遺構出土

222 研磨精製品還元焼成

018遺構出エ

参考資料ガラス小玉

JK16.1 コパルトプル一色

書上下吉祥寺遺跡 1 住出土
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小形粗製土器なと

左遺存出土右投棄

~2 

｀辻り｀書
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原之城居館祭祀遺構出土

の手捏土器
0 10cm 
I I 

伊勢崎市教委 r原之城遺跡発堀調査報告書』 1988による
□ ~2 ~3 宣：こ5



廃絶後の竪穴 (031 遺構）に投棄されだ大量の土器

成果編 1 堅ザデ~1主居KD生咲舌

、ー·--/--~―-—~‘ご‘\-
------、

情景イメージ 火事で焼けだ竪穴へまかれる玉と土器
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竪可住居の廃棄と構造

｀彎
＿・＄ー

写真上の038遺構の埋土第 2層の完存に近い土師器甕(609)や写真

石の035遺構の第3·4層中の土師器群は、その竪穴での生活時のもの

とは考えられない。038遺構では第 3·4暦が初期埋没土である。

この竪穴は完全な火災廃棄であり、第3層は炭化層の上の屋根土

崩落土である。

竪穴の生活に伴う遺物

床からの高さと平面位置で

区分しだ。初期埋没の起きだ

以後の床面中央部のものと周

辺でも高さの高いもの、そし

て接合破片が離れた場所に四

散しているものは、基本的に

投棄遺物として生活資料とは

別けだ。

特に従来単純に生活資料の

要素としてきだ床面直上の場

合も中央部では初期埋没以後

であることもあり、それだけ

で判断するのは危険である。

良好な状態で炭化材の残る

014遺構

この炭化材の上にローム粒

塊含有の屋根土崩落土が堆積

していだ。

炭化材の残存状態は、一様

ではない。構造・材質・火災

の状態などの原因によるもの

か。

32 

竪穴の調査では、さまざまな遺物が埋土の中から出てくることが多い。

しかし、それらの埋土の中から出てくる遺物は、基本的にその竪穴での生

活に使われだものでないことを注意する必要がある。それは、遺物の残存

状態や量とは関係ない。生活時と投棄の遺物の区分をするだめに重要なこ

とが、竪穴の廃棄の状態であり、それに伴う初期埋没である。

竪穴の床近くから構造物の炭化材が検出できだのは、古墳時代後期44軒

の中で8軒ある。しかし火災廃棄はそれだけではない。通常火にかけること

が考えにくい杯形態の土器に製作時でも廃棄後でもない被焼痕の炭化状態

が見られることが少なくない。明り皿として使つだ場合を除けば、これも

火災の可能性を示しているだろう。このような例は44軒中の23軒になり、

全体では 7割ほとが火災廃絶と推定できる。つまりそれが普通ということ

である。



竪穴式住居跡の火山災害による崩壊過程
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渋川市中筋遺跡での状態により推定される火山災害に

よる竪穴住居の埋没過程（左模式図）この遺跡の湯合は、本

遺跡の中心的な時期より半世紀ほど古い6世紀初頭頃の榛名山ニッ
岳爆発により埋まつている。最終埋没段階⑮の地表には、本遺跡と

近い時期の北群馬郡子持村の黒井輯遺跡の村が形成されている。

竪穴住居021 遺構の復元過程（写真）上は柱組みの状態
下は茅での屋根詈 しかし中筋遺跡や黒井輯遺跡での様子より、同

じ持代の柱組みはもっと当時の地表より低いものであり、勾配の低
い屋根の茅の上にはエが載せられていだことが分かつている。この

復元は今日ではかなり実際とは異なつだものとしなければならない。

みゆきた

近年渋川市行幸田の中筋遺跡などで火山災害に伴う竪穴の廃絶状態が
明らかになりつつある。そこでは倒壊しだ屋根材の下に火山灰が、上に

屋根土・周堤崩壊土と軽石などの流入物の堆積が見られだ。

一般の火災の場合、床近くに炭化しだ柱屋根材と屋根土・周堤崩壊土

が、ます堆積する。これが初期埋没である。炭化材は必ずしも全て良好

には残存はしてないが屋根土・周堤土と考えられるローム塊混入土は、

多くの竪穴の埋没土下麿に見られる。この初期埋没土をもって生活時と

それ以後を区分できる。

周堤台地上の一般の遺跡

の湯合、周堤が検出される

ことは極めて稀れである。

中筋や黒井蜂での想像以上

に巨大な周堤は、竪穴掘削

土の処理を考えれば普遍的

なものであってもあかしく

ない。ローム台地での竪穴

であれば周堤土の中には大

量のローム塊が入る。

中筋遺跡で想定されだ左図のよ

うな竪穴住居の状況は、これまで

の本遺跡での復元のような長野県

塩尻市平出遺跡の調査以来の竪穴

住居観に大きな訂正を迫るものだっ

だ。「土蜘蛛.Jとの形容がびったり

する景観である。本遺跡の竪穴も

このようなものであつだろう。
第 7 | 9 | 
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（この頁の図は渋川市教育委員会『中筋遺跡第 2次発堀調査概要報告書』 1988による）



古墳時代後期の竪穴住居出土の土器の大半は、

食生活に関する煮炊具（甕．甑）、貯蔵具（壺）、

供膳具（杯）である。

作り付け鼈を火処とする煮炊具の使用痕を見

ると、甑では大形が弱い火で水気が多い状態、

小形は強い火で水気が少ない状態で蒸しだこと

が伺われる。

甕は、大形のものは最も鼈での使用頻度が高

く、水の沸騰利用が多いようだ。小形のものは、

煮炊具の場合の用途は食物を煮ることが多かつ

だと思われる。

次に食器の 1 軒の竪穴当りの単純な所有状況

を見ると、大形甕1. 1 大形甑0.4小形甑0.2小形甕

0.7壺0.5杯3.2となる。つまり大形甕．杯が最も

普遍的な食器で、これに次くのが小形甕になる。

037遺構の醒周辺（左）

と008遺構の鼈（下）

共に中形の特別竪穴であ

る。 037では竃左と前に大形

甕4酋小形甕 2個右に小形

甕2固そして写真左1こ離れ

て大形餌があつだ。

008の鼈内にあつだのは大

形甕 1 個小形甕2砲で、小

形甕 1 固は竃のもに、甑大

小各 1 固は左 1こ、大 1 危 Iょ

床中央にあつだ。

煮スス儒色）．

有機物（白黄色斑点状）そして

炭化有機物（淡黒色斑点状）の

三種類が少なくとも見られる。

水気の多い状態での調理痕と思

われる有機物は、小形甑の内面

全体に濃厚に付着していること

が多い。大形甑では、内面下位

にのみ付いている。

有機物の付着は甕では甑に比

ベはるかに少ない。特に大形甕

の内面には他の痕跡が多いにも

かかわらず有機物の付着は希少

である。小形甕は大形甕と逆の

状態である。

大形竪穴039遺構鼈での出土状

態

この鼈内には 2伺の大形甕が

並んで据えてあり、杯も2個出

土している。鼈右協では、小形

甑と 2陸の小形甕が甑を上に積

まれていだ。大形甑は貯蔵穴側

で見られだ。



古墳時代後期の竪穴住居群
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上右函のようになる。

竪穴の規模の違いは、大形と中

形では杯・小形甕と石の量の差、 ＼十←＼戸J鰺デ気 . 
中形と小形は大形甕の有無、まだ

特別と一般の違いは特に甑と壺の 、姿、 ＼：：心
所有状況に顕著に現れている。 、

これらは、今回調査しだ範囲で ‘‘‘" ‘ 
は、函のように大きく 4グループ

に分かれている。全容に近い部分が判明しだAB両グループで ＼く I ' 

見ると、若干の重複を考慮に入れれば、大中小各4,5軒がいっ

しょになって構成されている。そして食器の特別に多い竪穴

が1, 2軒含まれるのが原則のようである。

このような各グループは、それぞれ血縁的な生活共同体を

示すのではないか。甑・壺の共有に見られるその関係は、蒸

す料理を共に会食し、食料を共同で保管するもので、大家族に近いものと言える。·や

Aは食器保管竪穴と鼈のない集会所とも思える竪穴が多く、この村の有力家族の

地と推定される。Bは玉類製作地でこの村の性格を決定する主要産業地域であり、

方形に巡る溝072遺構もその性格と関係あるだろう。なお時期不明の倉庫状の掘立

建物の065遺構はAlこ、 063遺構はBに属するものかも知れない。

] 
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' 裕湘
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：小杯

床面積で21 111'以上を大形、

11~20 111'を中形、 10 111'以下

を小形とし、 1 m'当り食器保
有率が平均の倍の0.8涸以上

を特別とする。その他は祭

祀土器など。

口
◇

小形

小形

特別

一般

鼈なし

鼈方向が東以外
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半波の41号住居

長い入口が特徴。火処

は炉である。竪穴は他

にも数種見られ、平地

住居もある。（新石器時

代）

A
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Aの稲作地帯は、いわゆる照葉

樹林文化圏である。韓半島か

ら日本列島の本来の稲作地帯

はA1 で、 A2まで拡大は部分的

な現象ではないか。

Bの竪穴住居地帯は、西はチ

ベット、北は黒竜江流域まで

広がる。

日本の状態は問題あるが、

静岡県の稲作集落の登呂遺跡

は、竪穴でないことに注意を

要する。

A
 

Ai
 

竪穴住居は、東日本で縄文時代より少なくとも近世初め

まで続いている。そこでの食生活の中心は中世では麦だが、

弥生時代から古代までは、税の対象が米であることから混

同されて、主食まで米食であつだかのような誤解がある。

稲作の原産地のインド・アッサム地方 (6) や中国雲南

省 (7) まだ東アジア最古の栽培稲が発見されだ浙江省河姻

渡遺跡 (4) では、いづれも住居は高床構造である。

それに対し陳西省半披遺跡 (1) や遼寧省双陀子遺跡 (2)

なとで発見されだ竪穴住居の集落の主食はアワである。

ここで高床・稲と竪穴・アワという文化の差が見られる。

だだ韓国では扶余松菊里遺跡（3）などで竪穴住居から米が

発見されており、この二大文化圏の概念は韓半島から日本

列島でややねじれている。

本遺跡の甑付着有機物がとんな食物であるかは、特定で

きていない。だだ前橋市荒口の鶴谷遺跡 (5) の竪穴住居よ

り米と共にアワが大量に出土しだことは、重要である。

ヽ

2 

A-/厖炉 ｀：三三
石松菊里55-1号住居

fil形で火処は炉。（青

銅器時代） 米の北限

B-へ―B' は平壌の南京遺跡。
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竪穴住居041遺構での須恵器子持器台 (674) の出土状態

成果編 2 原之城居館との関係

情景イメージ 衰弱しだ原之城居館からの祭儀用器の強奪
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674 

675 

` 694 

6世紀中頃の豪族居館である原之城居館は、尼が池から

の幅約150mの谷をはさんだ西にある。この谷に水田はない。

原之城居館と本遺跡集落の特殊な関係を示す材料には、飾

り玉の製作に並んで、 041遺構出土須恵器がある。 041遺構

は小形に近い中形竪穴で、本遺跡集落Aグループでも最も居

館よりにある。ここには、食器だけで19涸体の土師器が収

蔵されていだ。

しかし他の保管竪穴と異なり、須恵器子持器台・高杯が

そこに加わっていだ。さらに興味深いことは、子持器台は

上面杯部が全て取られ上下逆に壁近くで出土している。何

か木材をのせて竪穴内への昇降用の台として使われていだ

感じである。

原之城居館では重要な祭祀に関係する中溝から、 2点の

須恵器子持器台と高杯が出土している。 13の子持器台を除

いて、極めて041遺構出土のものに類似している。

これらの須恵器は、一般竪穴からの出土は通常考えにく

く、居館の祭祀場所や古墳への副葬品として使われる。そ

れがこのような状態で使われだことは、非日常的な事件の

結果だろう。以下それを推定する。

これらは、当然居館での祭祀に使われだ王者の宝器だっ

だ。しかし豪族の権力あるいは宗教的権威が衰えだだめ、

豪族への反抗としてあ膝元の村の有力者がこれを盗んで、

特に子持器台を用途が正反対の踏台にして使つだのではな

いか。

いづれにしてもこの須恵器の存在は、居館権力の衰弱を

左 041遺構出土の須恵器 子持器台は、上面と脚部末端をき

れいに欠いている。この竪穴も火災で廃棄されているだめ、そ

の時のススが付着している。下 同出土状態の高杯675は完存

で保管。
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尼が池谷の本遺跡集落 (A) の対岸に原之城居館 (D) があり、枝谷

との合流点の台地には書上下吉祥寺遺跡の集落 (B)、居館の北側にも

同じ時代の集落（C) がある。写真は本遺跡南東からの景観。 t 

意味している。かつてこの村は、原之城居館豪族の権

カの源泉の有力な要素である飾り玉の生産加工を行う

忠実な産業センターであつだ。この役割は、周辺の他

の村では見られない。

しかしどのような理由からか、居館豪族に対し反発

するようになつだ。

原之城豪族の盛時を玉類のチップが投棄されだ020遺

構の時期とし、その衰弱期をこの041遺構の時期と見だ

場合、両者にそれほと極端な土器型式の変化は考えら

れす、その期間は半世紀以内の幅に収まるだろう。

｀ー：

原之城遺跡中溝出土

の須恵器

13以外はかなり041遺

構のものに類似して

いる。
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（前掲『原之城遺跡発掘調査報告書Jより）



古代の集落
9 J ll9 

この時代には、 8世紀後半頃から約 1 世紀弱ほとの期間の村の一部が見られる。しかし

古墳時代の村と比べれば、悟性を持つだ村とは言い難い。この時代の周辺の村の中心は、

尼が池谷の対岸で北側の書上上原之城遺跡や書上下吉祥寺遺跡に移つている。全体では、
¥t ¥ ¥ ¥ ¥ 

図のような 3グループになるが、これは時期差の意昧が大きいだろう。

A 時期の遅れる小形竪穴044は醒があつて床がなく、平地住居とも考えられる。時期不明

\／→、 の溝073と倉暉状掘立065 ・庇付き掘立062が含められる可能性がある。 042から転用硯、 043

\ から不明墨書杯がでている。
B 掘立061 は重複しているが、新しい建物は小鍛冶施設が内部

にあり、まだ瓦詈屋根の可能性が高い。時期不明の掘立064は、

ここに含めて考えられる。

C 他のグループより時期が全体に新しい。中心をなすのは掘

立059で、当初庇のあるものが改築されて南に倉庫状の掘立060

が加わっている。中形竪穴012からは、勺う字墨書杯が出土。

直線状の溝067は掘立群と走向が合う。この走向は、その後この

穴
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地域の地割に大きな影響を残し、時期不明の道路071 と溝069 は、

\ この走向と平行して、最近の地割に続いている。
•Vo \ 古墳時代に比べ竪穴は小さくなっ
，こ三 ているが、掘立の規模はかつての大

形竪穴より大きい。この竪穴と掘立
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「下」字墨書の須恵器杯 (148)

竪穴住居012遺構からの出土。

しれない。
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令

この時代の竪穴は、平均床面積11.7 111'と 3.8 111'ほど古墳時代のもの

より小さくなるが、食器の保有率は平米当り 0.4祠と変わりない。 1

軒当りの平均保有個数は、大形甕0. 71」 1形甕0.1壺 0.4杯3. 5鉄製品0.9 

で、古墳時代と比べて大形甕が減り杯がやや増えている。まだ土器

の甑は見られず、鉄製品の普及がある。

/ 
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149遺構の焼石の出土状態

成果編 3 縄文集石遺構群

情景イメージ石蒸し料理の風景
41 



縄文時代の本遺跡
今回の調査で得られだ縄文時代の遺構、遺物類については、資料編に示すとありであるが、質・量とも多

数にわだるものであり、良好な資料といえよう。

出土土器から本遺跡の時期をみると、縄文時代早期から後期にわだるもので、時期岳の遺物量の多少、型

式的な断絶期などを含みつつ、比較的長期に営まれだ遺跡といえよう。

遺構、遺物の分布状況をみると、古墳時代居住域と重複する部分が多く、年代的格差、時代背景は全く異

なるものの、居住地とすれば適しだ所に存在しだものといえよう。

土器、石器などの遺物類も、当時の日常生活用具を主とするものであり、この点からみても居住域として

の性格が看取される。

だだ、遺構についての内容をみると、ます第 1 に生活の拠点となるべき住居の存在が確認されていないこ

とが注意されよう。このことは、調査区域近接地に住居の存在を想定しなければならす、立地からみて、あ

そらく調査区東側に遺跡としての広がりをもち、その部分に住居が占地するものとみられる。

縄文時代の遺構としては、集石遺構と土坑がある。土坑については、形態的にも不定形なものを含み、又、

時期についても出土土器の有無により判断しているものの、いすれも埋土中からの出土であり、その状況か

らみれば、積極的に肯定し得ない点もある。そのだめ、土坑については、縄文時代の遺物が出土しだ土坑と

して記録、報告するにとどめ、次に計14基確認されだ集石遺構に関して見るものとしよう。

集石遺構とは
集石遺構については、焼礫が集積されだ特徴的な形態を示すことから、比較的古くから注目されると共にオ

セアニア・アフリカ等をはじめとする各地の民族例についても比較検討資料として積極的に援用されている。

群馬隈内にあいても調査例が増加しており、縄文時代早•前・中期の各期にわだり類例が検出されている。

まだ、全国的にも同じように調査例が増加・蓄積してあり、特に量的には東日本を主として確認され、西

日本には希薄な傾向であつだが、最近では奈良隈桐山和田遺跡でおよそ20基の集石遺構が集中的に検出され

注目されている。

すなわち、これらのことは縄文時代の遺構としては、一般的な存在として集石遺構が利用されだというこ

とを示すものといえよう。

時期的にみると、最近の集成的研究によれば、早期から中期にわだるが、中でも早期と中期に多い傾向が

あり、特に遺跡数自体が多い中期に量的ピーワが認められる。

形態的には、焼礫の集積状態、土坑の有無などのもとにいくつかの種類が認められている。票内例からみ

ると、ます集石下に土坑をもつものと、もだないものの相違があり、土坑をもつ場合、その土坑自体の形態

差もあるが、焼礫が土坑上部に集積されるもの、中層に集積するもの、下部に集積されるもの、土坑全体に

集積されるものが存在する。まだ、土坑がないものについては、焼礫が小範囲に集中するものと、やや分散

的に広がりをもつものがみられる。このような形態の相違は、当然用途の相違に起因するものも含まれると

みられるが、構築→使用→廃棄という一連の使用経過の時問的相違に基づく差も存在するものといえよう。

ここでは、焼礫の集積されだ状態である集石遺構については一定の目的、用途上基づくものと考えてあこう。
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発見されだ集石遺構
本遺跡では、集石遺構は台地縁辺付近に集中して検出されている。縄文時代住居1こついては、先にふれだ

ように存在しないだめ、調査区域内は集石遺構を使用しだ区域にあだり、住居区域とは場所を異にしていだ

と考えられる。だだ、遺物類については、日常生活用具を大量に出土していることから、この区域が生活域

として利用されだものとみられることから、近接して住居が営まれだであろう。すなわち、本来この遺跡は、

今回調査されだ集石遺構に加えて、各時期に伴う住居が存在することにより居住域が形成されるものといえ

ょう。

各集石遺構は、調査所見では土坑の有無は確認されていないが、焼礫の出土状況から判断すると浅い堀り

込み内に礫が集積されだものと考えられる。さらに、これらの礫は浅い堀り込み底面に集積されてあり、こ

れは今回検出例に共通する特徴である。

集石遺構の検出されだ最下面は、ローム層を削り込んだ面で確認されているが、調査所見ではこの周辺の

ローム層について火熱を受けだ痕跡や炭化物の存在は確認されていない。

集積されている礫は、すでに触れているようにいすれについても火熱を受け赤化もしくは破砕している。

この破砕礫については、接合関係からみると、それぞれの集石遺構内で破砕しだものと判断され、このこと

から、その場所で礫が加熱されだものといえる。

集落単位の共食の場
このような検出状況および礫の被熱状態からみれば、堀り込み内に礫が投入され、その上で燃料材なとを

利用し火熱し、さらに礫を投入、焼礫として使用しだように観察される。こうしだ使用状態を考えだ場合、

本集石遺構については、調理施設として利用されだ可能性が高いといえよう。

すなわち、この場合は集石遺構＝アース・オープンとして理解するものであり、いわゆる‘'石蒸し料理’’

施設と考えるものである。だだ、そこで行われる料理の性格については、日常的な炊飯として利用されだか

否かについては問題が生じるであろう。

日常的な生活は、食事行為を含め、通常住居を基本として行われだものと考えられ、集石遺構を使用する

料理行為はそのような日常的食事とは異なつだものと考えられる。

集石遺構を調理施設と考えだ場合、その必要とされる理由は、①土器などの調理用具が欠除している場合、

②大量の料理を必要とする場合が考えられる。 1日石器時代であれば、①の理由は成り立つものの、縄文時代

の場合、土器類は豊富に存在し、時代的特徴を示す代表的存在であることから、①は考えられす、②につい

ての可能性がうかびあがつてくる。大量の料理とは、すなわち人数に関わるもので、多人数を示すことにな

る。通常の食事行為は、住居囲こ炉と土器をもつて行うことを前提とすれば、その住居単位の食事行為を超

える食事行為について、集石遺構という施設を必要としだことになろう。その意味についてはここではおか

ざるを得ないが、集石遺構については、このように集落単位における共食の場と理解しておきだい。
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縄文時代の土器類、石器類の分布状況について概観し、さらに集石との関係についてみてみよう。

縄文土器の分布
出土しだ土器を概観すると、早期撚糸文系土器（第 I 群工器）、田戸下層式土器（第 II群土器）、鵜ヶ島台

式土器（第 III群土器）、前期黒浜式一有尾系土器（第N群 1 類）、諸磯 C 式土器（第 N群 2 類）、中期五領ケ台

式土器（第 V群 1 類）、加曽利 E4式土器（第 V群 2 類）、後期加曽利 82式土器（第 VI群土器）となるが、

ここでは出土量の多い撚糸文系土器、鵜ケ島台式一条痕文系土器、五領ケ台式土器、加曽利 E 式土器につい

てその分布を表示しておこう。

基本的に台地縁辺付近に集中する傾向は、各期とも共通してあり、分布範囲あよび濃淡1こついてはそのま

ま出土量に応じだものとなつている。

撚糸文系土器 遺跡北側にあだる台地縁辺部に分布する。台地中央部にかけては、極めて希薄ながら散

布が認められる。

条痕文系土器 台地縁辺部からやや中央部にかけて分布する。

五領ケ台式土器一台地縁辺部に分布する。

加曽利 E 式土器ー出土土器中、最も多量に出土しているだめ、台地縁辺部から中央部にかけ濃密な分布を

みせる。各期土器の分布域を全て包括する範囲となつている。

石器の分布
石器についても、豊富な量が得られてあり総点約2,000点（石器類400点、剥片・砕片類1,600点）にあよん

でいる。資料編には、各器種にわだり図化・報告しているので参照してもらいだい。分布については、代表
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石鏃 打製石斧 削器
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罷 15コ以上

的な 4器種について表示してある。いすれの器種についても、量に差はあるものの、台地縁辺から中央部に

かけて散布する傾向がみられる。基本的に分布域を共有しているものといえ、器種問における分布差は認め

られない。石器類にみられる分布傾向は、土器類における分布傾向と一致するもので、これらの範囲は少な

くとも縄文時代各期の居住域として認識できるものといえる。

集石遺構の時期
このような土器類、石器類の分布する範囲内に、集石遺構も存在していることになる。このように、遺物

類、遺構類とも分布域を共有しているだめ、集石遺構の時期について特定しきれない状況である。つまり、

早期から後期まで可能性があるとともに、ある特定時期の同時存在基数も確定できないことになる。さらに

つけ加えるならば、集石遺構自体、アース・オープンとして利用される限り基本的に土器は必要とせす、こ

のことも時期の特定を困難にしている。計14基認められだ集石が同時存在しだのか、時期差をもっていだの

かについても、決して積極的に考える材料はないものの、遺跡の構造が各期を通じて大きな差が認められな

い点を考えると、各集石は時期差をもつて存在しだ可能性が高いと思われる。その場合、かなり近接して存

在することから、礫の再利用、廃棄などもあつだと考えられ、調査過程で認められだ礫の散乱状態はそのだ

めによるものとみられよう。
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調査地南東部より r大道」方向を望む 還景石手の家並が東小保

方の八寸（新田八寸）の集落で、「大道」はその手前を左に走る。

近世の幹線道

明治10年代の地図に残っている状

態で、 r大道」と言う小字は、伊勢崎

から桐生へ向かう道である (C) の両

側にも見られる。近世の幹線道に対

する普通名詞であろう。

本遺跡 (F) の北には中世の幹線

道の rあづま道J (D) が走り、足利

街道(B)の南には古代の幹線道のr牛

堀道」 (E) が見える。

八寸大道上
'1-9-諭-J

本遺跡の位置する小字は、 1日東小保方（ひがしあほかだ）村八寸組の

大道上（ああみちうえ）である。

この小字は、本遺跡の南側を東西に走る道（下図A) より付いだもので、

道の南側が大道下（ああみちしだ）になつている。この道は、伊勢崎市

街地より 1日新田郡大根（ああね）村（現新田町）に至るもので、さらに

南に走る足利街道 (B) のバイパスのような路線になつている。

この道の北で原之城居館の南西には中世居館も見つかつてあり、中世

に遡る可能性はある。だだ「おおみち」と言う名のみで、古代の東山道

とするような考えには根拠がない。



資 料 編

利用の手引

1 逍構の取扱いについて

逍構として認定したものは、全て通し番号を付けて時代けIJ.秤賄別に掲載した。

2 遺物の取扱いについて次の順序と手続きで掲載した。

① 取り上けた遺物の全てから、 A希少価値のあるもの、 B残存状態の良いもの、 C逍構に伴う可能竹

の大きいものの碁準で選択。

② ①全体の竪穴仕居に関係するものの中で、明らかに廃絶後のものを投棄遺物として、次の接合破

片の出土位渭の払ttで生活時の遺物（「出土逍物」とする）から分けた。

イ 床面からの高さ 20cm以上のものを 50％以上含む

ロ 床面からの高さ 10cm以上のものを80％以上含む

ハ 床面からの高さ 5cm以上のものを90％以上含む

二 床面からの高さ 50cm以上のものを含む

ホ 表面採集のものを含む

ヘ 平面位置の修正として、壁近くで30cm以上、中央部で5cm以上の接合破片を含む

③ ②の中から実測図掲載を次の基準て選択。

イ 竪穴住居出土逍物は、似た種穎・器形のものは代表 l 点

ロ 竪穴住居投棄逍物と逍構外出土遺物は、希少価値のあるもの

ハ その他の遺構出土逍物は、全点

④ ③で実訓図を掲載しないものも写真は全て掲載。また出土位置は全て表示し、遺構出土遺物は枠

で番号を囲む。

⑤ 以上の操作の結果竪穴住居での生活時の器物は、出士遺物としたものの中に含まれる。

⑥ 石製・土製の王頷は上記基準に関わらす、ここでは掲載せず特別報告にのみ掲載した。

⑦ 実il{Ij図は使用痕の表現に重点を置いた。
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1 古代 006遺構（竪穴住居）
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049 

、99

位置 D4 と D5の境界

重複 北側て溝067に切られる

埋土 1~3溝067坪土 4焦褐色

上 人為的な埋没 5 4層にロー

ム粒（lL 入 6 ローム塊貼リ床
048 

床面積 8m以土

柱穴やや不揃いな位置て15~

20cmほどの深さのものか 3 ヶ

所で見られる

竃東舷南より

遺物 蔽内より倒立して土師器仇 (044) と酸化焼成の頃恵器杯

0 10cm 
9,  

(048) I木近くて須恵器大仇 (049) 044は内面に有機物外而

にススと炭化有機物 048は内外面にスス

破片総数土師器哀222 杯53 須恵器成1 杯14 蓋2

遺構写真 A 南北土層 B 東西土．層 C 遺物出土状態 D 掘り上かり

E 禰 F 掘り方



1 古代 0 1 1 遺構（竪穴住居）
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D5 / 
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2m 

位置 D5南側

重複なし北西側水

路で攪乱

埋土 1 llfi褐色砂質上

2 1 層にロームがi.ilも

入 3 2層にローム塊

多く含む

床面積 22m' 

柱穴 30⑳ほどの深さ

のものか南峡側で 9 ヶ

所で見られる 瑚前

のは掘＇）方検出で70

('Ill の深さ

竃東限南よ＇）

遺物 瑚内から散乱し

て土師器梨（ 104) 南梱際て土製瑚材（ 357) 須忠器鉢(122) 同

llJL (1 21) と墨書瑣恵器杯酸化 (109) ・遠尤(1 17) 鉄釘 (981,982)

瑚右側で土師器杯 (108) ;f l 恵器益（ 119) 中央で土師器杯(107)

南西角で須恵器壺(124) 108は内外面に炭化有機物 119は外面

..,,,.,.. 104 

121 

（二二こ）

109 
<I

357 

ヽ゜
10cm 

124 

108 

107 

にスス

破片総数 土師器梨

1,665 杯488 須恵器

哀10 杯234 蓋33 椀

4 鉄滓 l

119 

357 

117 

ー 49 

122 981 i 982 
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0 1 1 遺構

遺構写真

A 東西土層

BF 術

CG 沿物出十

状態

D 掘り方

EH 掘＇）上かり

012遺構
:--



ー 古代 ー゚2遺構 （竪穴住居）
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甲／
150 

園
---—□7 

1が

I知

lゃ:/

147 

,ノ--
144 

こ

-48  

\ 

ロ
14 I 

て三~I ＿也
130 

`g• 

□-
＼□二|-m
心'-· 0]0cm  

984'’ 
5
 

-

8

 

(

09 

位置

重複

埋土

なし

1 暗灰褐色砂質土

ノ区
•g 

2m 

D4D5境界

北西側に竪穴013逍構か近接

2 1層に枯土粒混入

3 2層にローム塊・炭化粒含む 4 黄褐色

土 ローム塊多い

床面積

柱穴

17m' 

不揃いな位固てやや大きいピノトかいくつかある 鼈前には粘土の入ったもの その南西には鉄沖か｀

つまった 20叩ほどの深さのものかあり

のの一部は柱穴状に深い 砲前にも掘り方検出で70cmの深さのものかある

鼈 東岐やや南よリ

遺物

南東と南西の角には 10cmほどの浅くて広いものかある 南東のも

南東側ピノト付近て上師器杯(130) 墨書須恵器杯(147) 蔽左で

須恵器杯(141) と紡錘車形鉄製品 (986) 西壁近くで墨書頃恵器杯

148 
(1 48) 鉄鎌（ 984) 釘状鉄製品 (985) 南西側ピソト付近で須恵器杯

144 

141 

ー , 8 5 984 

- 7  

130 

(1 33) 同蓋（ 144) また鉄滓か散乱している

物付着

破片総数

備考

鉄滓かかなり見られることに特徴かある。小鍛冶

の可能性も考えられる。

本遺跡の墨書の中では字形か判明する数少ない例

である。
133 

遺構写真

A 南北土層

土師器訊1,090 杯151

灰釉陶器4

この遺構は、鉄製品の出土量か多い。

B 東西土層

130は内外面に炭化有機

須恵器裂14 杯 112

しかも

また「下」字の墨書も、

c 遺物出土状態
986 

E 鉄滓出土状態 F 鼈 G 掘リ方

D 掘＇）上かり

51 
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0 10cm 
l l 

位置

重複

埋土

D5南側

南東側に賢穴013迅構か近接中央部は水路の攪乱て大きく破壊される

1 黒褐色土 2 賠褐色土 3 2層にローム粒含む 4 II着貨褐色土

なし

ローム塊主体

床面積

柱穴 咆右には 25cmはどの深さのものかあり

竃東競南よリ

遺物 南西角付近て須恵器壺（ 159) 北西角近くで鉄製刀子 (987)

破片総数 土師器仇166 杯51 頃恵器杯16 蓋4

遺構写真 A 東西土層 BO 159 出土状態

17m' 

西tし免際のものは 5cmはどで戊い

C 158出土状態 E 逍物出土状態 F 掘リ上かり
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9
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ー 古代 ー゚5遺構 （竪穴住居）
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遁
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172 

位置

重複

す

埋土

床面積

柱穴

D4西側

溝068逍構に切られる

南で竪穴058遺構が近接

1 暗褐色砂質土

北側で竪穴004遺構

~88 

2 1層にローム粒含む

南側で竪穴005逍構を壊

3 黄褐色土

18m' 

20~30cmはどの深さのものか不揃いな位置で 7 1固西偲側て見られる

北西角の落込みは浅い 竃東壁南よリ

遺物 鼈内で土師器製(170,171) 右袖で方形加工石（457) 砲左前で土

師器甕（ 172) 釘状鉄製品 (988) 窟右て士師器杯(173,174) 須恵器蓋

(177) 西壁際て須恵器杯（ 176) 170,171,173,177,457にはスス付着

173は内外面に油煙状に付く

破片総数 土師器甕463 杯29

ローム粒主体

須恵器杯3

f 

遺構写真

A 鼈掘り上がり

C 南北土層

E 掘り上がり

B 鼈遺物出土状態

D 東西土層



1 古代 025遺構（竪穴住居）
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位置 C6束側

重複なし

埋土 1 黒褐

色砂質士

2 I扇褐色砂

質七 3 焦

褐色枯質土

4 黒褐色

砂質土 5 浅間B軽右純｝箇 6 筑褐色粘質土

\ ¥
 

\ 、

6

¥
)
¥
D
 

。

゜

7 黒褐色帖質七 8 黙褐色枯質上 9 ．褐

色帖質土 ローム粒含む

床面積 16m 

柱穴なと 南限中央のものか30cmはどの深さ

で他のピノトは皆浅い 南舷西よりに間ロ

60cm 男行き 20cm 高さ 40cmはどの横穴かあ

2m 

曼·
353 

戸コ尽聾苓 355

二

こ65

~4 

更
367 

0 10cm 
I I 

る

冦東陸中央燃焼部両側か棚状に Iムかる

遺物 寵内で方形土製品（ 371)土師器杯 (368)

北束角で土帥器杯 (366,369) 滝右前で

土師器杯（ 353) 須恵器杯 (364)

南壁ピソト内で土帥器杯(367)

横穴で頃忠器杯（ 355) 西壁

近くで土帥器杯（ 365) 土帥
353 

365 

368 

369 

54 

器杯と須恵器杯の364はいつれ

も油煙か付着 371は片面のみ

二次焼成

破片総数土師器甕655 杯111

頃恵器恨58 杯44

備考 遺物は油煙のついた杯か

多い。明り用としての使用方

法を示すにしては数か多いの

で、火災状況の現れと思える

か、同様の油煙付着上師器杯

は他の遺構ても見られる。横

穴は貯蔵穴か。壁は傾斜かあ

る。

367 355 

366 364 



こ二|

Q寵掘り方

R 掘り方

A 束西上層

B 南北土層

k 掘り上かり

L 横穴

M 滝闊）上かリ

NO 砲内371 出土状態

PS 奄内炭化材

C 浅間B軽石層

D 逍物出土状態

E~J南壁側逍物出土状態

` 
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1 古代 042遺構（竪穴住居）
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→ぷ

呈 m
位置 B7西側

重複なし

埋土 1 黒色砂質土 2 戊間B軽石純層 3 暗褐色砂質

土 4 訊褐色枯質土 ローム粒含む 5 明黄褐色枯質土 炭化粒含む 6 ローム粒貼り床

。
L=  7700m 

床面積 6111' 床面は不均一

柱穴なと 南東角収中に 20直はどの深さのもの 北附際の土坑状の落込みの中に小さな40cmの深さのものか

ある 南西角には間口 60cm 奥行き 50cm 高さ 40口はどの描‘ノ，（かある

鼈 束収やや南側 燃焼部両側か広かって床から 30cm以上の段差の棚のようになっている

遺物 咆内て土帥器杯（ 711) 恣前で枠状碑（709) と俎恵器杯底転用硯 (704) 北舷際て土師器杯 (701)

土師器杯はいづれも油煙か付着 704は内側に摩耗痕とスス 709は向端に摩耗股

破片総数土帥器仇64 杯 123 瑣恵器杯7

備考 横 ‘Iヽ（の位置と形、恣両側の棚状部分なと、血柏は秋いか全体の構造は腎穴住居025逍構に似ている。時

期も坪土中のB軽石の位謹などからかなリ近いたろう。たた床の状態は、このままて居住していたとは思え

なし‘。

711 
·rヽ

ヽ `` 
‘`9心六 ·い｀'· . ゃ

A 南北土層

B 東西土層

D 竃
] 704 

F 掘り上がり

G 掘り方



1 古代 043遺構（竪穴住居）
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0 10cm 
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725 

724 , 
720 • 

721 

725 

位置 B7西側

重複なし

埋土 1 黒色砂質土 2 浅間B軽石純層 3 

昭褐色砂酋土 4 黄褐色枯質土 ローム

杜含む 5 明黄褐色枯質土 炭化粒含む

6 ローム粒貼り床

床面積 6而 床面は不均ーで中央は溝状に

10cmほど深し、

柱穴など 瑚右のピットは 10cmほどの深さ

他には隕蒋なピットは見られない

冦東堕やや南側

遺物 磁内で土師器杯させ書（ 714) 同杯 (719) 平瓦（ 725) 瑚前で土師器杯（ 720) 左にやや散乱して同杯 (721,724)

中央部西側で土師器杯坐書（715) 719 と 724はいづれも油煙か付箔 墨書は判読できない

破片総数 土師器痰142 杯 111 須恵器杯10

備考 埋土状態と大きさ形は、翌穴住居042辿構に似ている。 042で硯か、ここでさ閏書かあることは、同時期

で相互補完的役割かあったのだろう。床状態は、やはりこのままで居住していたとは思えない。

遺構写真 A 南北土層 B 逍物出土状態 C 瑚 D 東西土層 E 掘リ上かり F 掘り方



ー 古代 044遺構 （竪穴住居）
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L=  7630III 
゜ 2m 

J '993  

1ご 735 ゞ

733 

736 

729 

床面積

柱穴など

約6m'

不明

730 

位置

重複

埋土

土

硬い

B7西側

なし

1 黒色枯質

炭化物含み

2 明黄褐

ロー

血スス内面炭化有機物か付箔

破片総数

備考

遺物

同成（ 736)

器杯（ 734)

士帥器甕76 杯35

色粘質土

ム粒含む

確認面か床面と思われ範囲は明確でない

竃 東側

瑚内で；il忠器杯（ 728) 同Jlll(737) 土帥器杯 (729,730,733)

瑚右前で不明鉄製品 (992)

散乱して土師器台付仇（ 735)

で鉄小片 (993) も出ている

調壺では確認時にすでに床か出ていたのか、分からなかった。

やや中央で須恵

その他位置不明

728,733,735,736はいづれも外

736の外面は炭化有機物もある

須恵器杯2

この場合、はた

して掘り込みか存在した竪穴であったかは、不明である。一応斜而でその可能性か

否定できないため竪穴住居にしたか、平地住居

とも考えられる。

遺構写真 A 奄内炭化物

C 南北土層

B 恣前逍物出土状態

D 東西土層 E 窟逍物出土状態



1 古代 053遺構（竪穴住居）
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位置 C6北東側

重複溝075逍構を北

側で切る

埋土 1 黒色砂質士

炭化物含む 2 賠

褐色砂質＿士． 3 暗

褐色枯質土 僅

かに滑石チソプ含

む 4 黒褐色枯質

土 5 昭褐色枯質土 ローム粒含む 6 II省

褐色枯質土 FP軽石混じる 7 褐色枯質土

ローム粒混0 8 昭褐色粘質上 ローム

粒此府 9 黄褐色粘質土 同前

床面積 5m' 柱穴なと 竪穴内には深さ 5cm

ほどの浅い溝かあるのみ 外側に深さ 25~

786 30cmの単独ピ／卜かあり隈外柱穴とも考え

られる 鼈北側東より 遺物鼈内て土師器仇（ 786) 鼈前で士

2m 

一

] 
0 10cm 
1,  

787 

師器仇（ 785) 同杯（ 787) 786は外面にスス内面に炭化有機物付沼

785は内面にスス付着 ただしいすれも廃菓後の可能性もある 埋土中

に滑石玉類未製品かあリ投梨逍物に瓦か多い

破片総数 土師器哀417 杯43 須恵器杯19

備考 投巣遺物に瓦か多いことは、南の竪穴025遺構も同様である。この

瓦は、掘立061逍構のものと思われる。この 3 逍構の同時存在か考えら

れ、煮炊具の多いのか本逍構の

特徴である。

遺構写真 A 075 との重複面土層

B 東西土層 C 遺物出土状態

DE 恋遺物出土状態

F 掘＇）方 G 掘り上かり



1 古代 058遺構（竪穴住居）
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位置 D4南側

重複溝068遺構に中心を

埃される 北側て竪穴

住居005遺構を切る

埋土 1 黄褐色粘質土

2 黒褐色砂質土 ロー

ム塊含む 3 暗褐色枯

質土 ローム塊多い

4 3層よリローム塊多昴 5 3層に枯土塊含む

6 4層にさらにローム塊多い 7 黄褐色帖

。
,
1

、
―

ー

22 

A • -A' 

L=75.9011, 
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801 

/~ 800 

霞三0cm

I
I
n
u
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0994 

.,,,,,,_, 804 

質土 ローム粒晶在 8 砂層

床面積約10m' 柱穴など南東側に深さ20cm

ほどの貯蔵穴状のピノトかある 南壁から

西堕に沿って 3 個の10cm以下の深さの小ピ‘ノ

I、かある

竃東側南より

遺物 貯蔵穴状ピ／卜内で須恵器杯 (801)

西壁際で須忠器疵(804) と釘状鉄製品 (994)

北峡側で須恵器瓶（800) 同杯（ 802)

801は外面にスス内面に炭化有機物付着 802 

は内外面にスス付着

破片総数 土師器甕290 杯67 須恵器杯7 枷 1

甕 l 粘土塊8

備考 重複か大きいため調在時に
801 

`8021,94  

当初新旧か把握しにくかった。

北側に形状は異なるか走向の似

た腎穴住居015遺構か近接する。

時期はやや本遺構か古いたろう。

遺構写真 A 東西土層

B 遺物出土状態

c 鼈付近遺物出土状態

D 貯蔵穴逍物出土状態

E 掘り上かり

F 鼈土層 G 掘り方



1 古代 059遺構A （掘立柱建物）
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位置 D5中央

重複 同一の建物059遺構Bより古い

埋土 1 暗褐色枯質上 ローム粒塊混在 2 黄褐色

枯質上 ローム塊多い 3 黒褐色枯質土 ローム

粒僅か混じる

□ I 427 床面積 A34m' 846m' 

柱穴柱間 A南北 3 間束西 2 間 東側に庇 B南北
0 ~、← 恥

濶~ 512 - 3 間東西 2 間。 995

~I~ 柱間距離 A南北2.2~2.3m 東西2.4m B南北
81 I 

東西2.8~3.0m
10cm 

2.7m 

゜
61 



1 古代 059遺構B （掘立柱建物）

¥
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遺物 どちらの逍物

になるかは判然と

しないか図にホ

した各柱穴内から

,V• 

C • 

Do- -OD 

言
E • -OE' 

芍

杜痕の残る割石 (427) 須恵器杯（512) 士師器杯 (8ll)

鉄製品小片 (995) か見られた 811 は内外面にスス付着

破片総数不明だが微小と思われる

備考 当初このような重複か明確に捉えられす調査かやや

混乱した。 ABは規模・走向かやや異なるか、基本的には

同一の施設の建て替えと考えられる。 Bは南側の掘立060

遺構と走向が同一。周辺にはまだピットかあり、この他

にも建物があった可能性は残る。

F • • F 
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2m 

` 
512 995 

62 

遺構写真 A 059遺構B B 059遺構A 共に北方向ガら



古代 060遺構（掘立柱建物）
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位置 D5中央重複同一の建物059逍構B よ＇）古い

埋土 1 暗褐色粘質土 ローム粒塊混在 2 黄褐色粘質土 ローム塊多い

床面積 43m' 柱穴柱間南北 2 間東西 3 間総柱柱間距離南北2.4~2.6m

東西は東側と西側の大きな差かあり 東側2.2m 西側 3.9~4.1 m 

遺物 北辺の西から二番目の柱穴から須恵器杯墨書（332)酸化の同杯墨書（ 337)

須恵器椀 (809) 北辺の東から二番目の柱穴から土師器梨 (810) 332の墨

書は「天」か 337の墨書は「下」 809は外面にスス付着 破片総数不明だか微小と思われる

備考 3 点の遺物の出上した柱穴は、中央辺と南辺との関係からはおかしな位置だか、北辺たけを見ると中

央の柱穴を除いて 3 間の並びは整然として見える。どのような関係

かは、不明。「下」墨書は、竪穴住居012逍構でも見られる。北側の

059逍構B と走向か同じ。

遺構写真西方向から

•r 
63 

艦．．
809 • 810 



1 古代 061 遺構（掘立柱建物）
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位置 C6北東重複 七坑095直構か杜穴を壊す北て溝075遺構東で腎穴仕店025,053逍構 南西で

掘立064遺構か近接 埋土 1 暗褐色枯質土 榛名 FP軽石含む 2 1 層よりしまり弱くローム粒晶

右 3 1 層に焼土粒含む 4 掲色枯質土 5 暗褐色枯質土 ローム塊含む 6 2屑よリローム塊さら

に多い 7 黒褐色枯質土 8 暗掲色粘質土 焼土・ローム粒含む

床面積 A32m B30m 柱穴杜間 A南北 4 間東西 2 間 B南北 4 間東西 2 間 杜間比離 A南北

2. I~2.2m 東西側1.9~2.0m B南北2.7 m 東西1.8~1. 9 m 

遺物 Aの内部南側の深さ 40国はどの長方形の掘り込みから上製軸羽口 (828) 鉄痒 (996) と流入の須

恵器高杯 (827) ABに共通する中央の杜穴から上帥器杯 (829) と土製鞘叫 11 (830) 829は内面

にスス付着 破片総数七帥器成26 杯 12 瑣恵器仇3 鉄絆 l

備考 AB11l,j者ははは同一規位てAが新しい。調森時には828の出I した掘り込みは中独の土坑としたか、

830の出上などからA内部の小鍛冶施設との可能Iゾ「か大きい。

また東側腎穴ては、廃棄後几か投硬されており、この遺構か瓦茸であった可能性か考えられる。 2 車tの

竪穴か居仕施設て、この掘立は鉄製品牛廂施設と思われる。南東側掘立064逍桃も走向か似ている。

827 

819 

818 

A 南方向からB部分

BC 重複杜穴土層

D 南方向からA部分

E 小鍛冶掘り込み土層

• 
996 

8 3 0 

FGH 同逍物出土状態

IJ K 同掘り上かり



067~071·076~078遺構（溝）
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溝067遺構（古代）位置 C5南側～E4北側重複竪穴住居006遺構を壊

す

走向 東西方向直線状 掘立059B, 060 ・溝069,077 ・道路071の各逍構と平行

断面形 V字形埋土 1 黒褐色砂質土 2 黒褐色砂質土 ローム塊多く含む

3 焦褐色枯質土 4 黒褐色粘質土 ローム塊多く含む

遺物 埋土中より須恵器壺 (893,894) 同甑（ 895) 同杯 (896) 同椀 (897) 土

師器杯（ 898)

破片総数不明 遺構写真 A 西方向より B 東方向より C~F 各土層断面

溝068遺構（古代）位置 D4~E4西側重複竪穴住居004,005,015,058

遺構を壊す 溝069,070遺構と里複するか関係不明

走向 地形に沿うか北側で低地方向に向かう 溝076,077遺構と平行

断面形 U字形埋土 1 暗褐色砂質土浅間

B軽石含む 2黄褐色砂質土 1層にローム粒

多く含む

ど。cm`899
037 

"""'416  

ヽ
、

899 

900 

GH 屈曲部周辺土層断面

67 



遺物 坪土中よリ酸化須忠器杯(416) 土師器梨（ 899,900)

囮杯 (037) 899,900の外面と 037の両面スス付着

破片総数 土師器痰223 杯44 瑣恵器杯12

溝 069遺構（時期不明） 位置 D4中央重複溝

068,070逍構と菫複するか関係不明 走向 東西方向直線状 道路071 と同一線上で溝067,077 と平行断面

A 068,069遺構交点

B~H 076,077遺構走向と土層

形 不均ーに底に穴か多〈あいている

備考地境植生痕と思われる。

溝070遺構（時期不明） 位置 D4 

東側重複溝068,069遺構土坑092遺

構と里複するか関係不明走向 地形

に沿ってやや蛇行 断面形 U字形

道路 0 71 遺構（時期不明） 位置 D4西側

重複なし走向東西方向直線状溝069逍構

と同一線上で溝067,077逍構と平行

断面形 1 m の路面幅をはさんで平行する 2 本

の幅40cmほどの側溝か走る

備考 調査時には 2 本の溝として認識。路面は

確認せず。土地改良前の地境と一致。

溝076遺構（時期不明）位置 D3D4 重複竪穴住居057 を壊

す溝077 とは同ーか 走向地形に沿う 断面形 V字形埋土

1 暗褐色砂質土 2 1層にローム塊含む

溝077遺構（時期不明）位置 D4E4 重複溝067,069 と重複

するか関係不明 走向 地形に沿って走るか溝076 と接して直角

に低地に向かう 断面形 V字形 2 条以上の掘り込みかある 埋

土 1 暗褐色砂質土 2 1 層に炭化物含む 3 2層にローム粒含む

4 2層にローム塊多い 5 暗褐色粘質土 6 5層にローム塊含む

溝078遺構（時期不明） 位置 E5 重複不明走向地形

に沿うか 断面形 U字形埋土 1 耕作土 2 暗褐色砂質土
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061逍構か近接

走向 東西6m 南北4m 以上の方形状に巡リ囲む 周辺の掘立・竪穴と東西
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竪穴住居053遺構に南東側を壊される 南西側で掘立

方向の走向か平行に近い

埋土 1 耕作土 2 黒色砂質土 B軽石Ilいしる 3 黒褐色砂質土 B軽石混じる 4 暗褐色枯質土 FP軽石混

じる 5 4層より暗色 6 暗褐色枯質土 ローム粒混在

断面形 U字形

備考 平面的には底の一部を確認したに過ぎない。そのためこの遺構の大きな特徴てある方形の走向内の面

積は、図に示したものより狭くなる。当然内部空間

を区切るための溝だか、大部分か調壺範囲外になる

ため、その性格は不明である。ただ近接しているか、

掘立061遺構など周辺の遺構と走向か近いことは、注

意する必要かある。時期は古代の可能性かある。

遺構写真

A 南方向からの掘り上かり 手前

側の部分は掘りすぎ

B 土層堆梢状態
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067 

• A' 
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゜. ゚ 8
 080遺構（古代）

溝067か近接

軽石含む

粘質土

3 2層よリ黒色

6 5層にローム粒混じる

ム暫移層

含む

平面形

遺物

1 遺構

埋土

位置

1 黒色粘質土

8 黄褐色枯質土

10 暗黄褐色粘質土

円形 断面形

D4北東

（井戸）

重複

砂含む

4 2層にローム粒を多く含む

遺物含む

YP軒石含む

暗色帯

朝顔状に上面か開く

なし 竪穴住居008 と

2 黒褐色枯質土

5 黙色

7 暗褐色粘質土

9 黄褐色枯質土

\ 
__ し

6層中から須恵器梨（$18) 盈（ 814) 椀 (815) 杯（ 816)

FP 

ロー

砂粒

1 層

から 4層中て須恵器甕（822) 瓶 (821) 椀（ 825) 杯（ 823) 土師器

墨書杯（824)

破片総数

備考

土師器梨4 杯9 須恵器甕l

湧水層は断面の形状より 10層の下と思われる。位置的に近い

竪穴住居008遺構とは時期か異なる。

2m 

D5 □ ===-(/\---- / 
ーロ？三ここ 1三 822

こ二言＼三＝クこゴ三
感翠 825 ／：ど蒻ぶ~16 尋麟815

□? 10cm 
I I 

“引4.,...,.825
ー一ぐ＾＼

A

B

 

掘り上かり

上層断面
~11 、12~-ぐ—·

815 

0 81 遺構（時期不明）

こ + 
669.5.l 

位置

埋土

D3東側 重複 なし 竪穴住居057 遺構か近接

記録漏れのため不明

ー
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平面形

備考

惰円形

遺構写真

断面形

c 掘り上かり

筒状

この遺構を井戸と断定するのはやや根拠か少ないが、筒状の

断面の土坑は他にないため、一応井戸と想定する。竪穴住居057遺

構は位置的に近すぎるので

時期か異なるだろう。

L=75_80111 
゜ 2m 

70 



古墳時代 ゜゚ 1 遺構 （竪穴住居）
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三： し＝7580111

か近接

色粘質上

床面積

埋土

FP軽石含む

こ
三2
O 10cm 
I I 

D4南側

6 m2  

乗っていた

柱穴など

1 暗褐色粘質土

暉
” なし

ローム粒混じる

3 暗黄褐色枯質土

鼈右前に炭化粒か散り

土坑083遺構

2 黒褐

ローム粒主体

竃

その上にローム塊が

東壁南より

南東角に深さ 50cmのピットかあるか 位置的には

2m 
貯蔵穴と思われる 揺り方調査で中央に深さ 25cmのピットか

見られた 柱穴の可能性かある 遺物 南西側の図示した範囲で 滑石玉頴（901,904,905) がある 貯蔵

穴内より上師器杯 (001) 南西側床近くで同杯 (002, 003) 出土

破片総数

遺構写真

H 掘り方

土師器甕34 杯46 須恵器杯 7 蓋 l

A 南北土層 B 東西土層 C 寵土層 DE 遺物検出状態 F 鼈掘り上かり G 掘り上がり

003 



2 古墳時代 002退り溝（竪穴住居）
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0 10cm 
I I 

滑面がある

破片総数土師器甕69 杯 5

遺構写真 A 東西土層 B 南北土層 C~N 遺物検出状態 〇貯蔵穴

揺 掘り土かり P 掘り方 Q~T 鼈炭化材出土状態とす屈り上かり

u 掘り上がり（十字形は上の床面の一部）

位置 D4南東側

重複なし溝070,077迫構とt坑085迫構が近

接

埋土 1 暗褐色砂質土 B軽石混じる 2 暗褐

色粘質土 FP!ii石含む 3 2層より暗色 4 暗

2m 褐色粘質土 荼褐色土塊混在 5 褐色粘質上

上面は平坦で新しい時期の貼り床層

床面積 12m' 床面は5層の上で 2 面ある

竃束壁南よリ

柱穴など ほほ等間隔に近い位置でドの床面より 30cmの深

さのものが見られるが 新しい床面の時には埋められて

いる 瑚右には深さ 50cmの貯蔵穴がある

遺物 窟内から南西に散って土師器甕 (007) 北東柱穴側

で同甕 (004) 南東柱穴ドで同小形甑 (006) と円筒形

自然石 (015) 南壁際から円筒形自然石 (013,014)

また西壁側でも円筒形自然石 (010) が出土 004は内外

面ススと炭化有機物付着 006は外面ススと炭化有機物

内面に炭化有機物付着 010 と 015には凶示した位置に平

015 

007 
010 

013 

, ｷ,!-

014 
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03遺構 （竪穴住居）
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文
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質土

床面積

布

ローム粒含む

位置

重複

田南東側

東側で竪

穴住居055遺構に

壊される

埋土

砂質土

含む

1 暗褐色

FPli歪石

2 1 層に

ローム粒多く含

む 3 黄褐色粘

竃
2m 

置になる

7 m2  

4 3層よリローム粒多い

床面は3,4層の上面 中央東側で粘土散

粘土か鼈の痕蹄と思われる東壁南よりの位

柱穴など 中央の床面より 25cmの深さ

のもの力屯主穴であろう 南西角には張り出して深さ30cm

の貯蔵穴がある 北側のピットは15cmの深さ

遺物 貯蔵穴から土師器甕 (020) 同大形甑 (024)

中央柱穴側で同甕 (022) が出土020

は内外面炭化有機物と外面スス付着

022は内外面ススと外面炭化有機物付

着

破片総数

遺構写真

検出状態

土

土師器甕45 杯14

A 東西土層

C 南北土層

M 掘り上がり

BDEI 迫物

FGHKL瑚枯

N 掘り方

冒麟
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2 古墳時代 004遺構（竪穴住居）
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三

038 
0 10cm 
I l 

~’'1 /19999＾憾い

[,父,“
029 

佑 1I|

034 
033 

027 

030 

壺 (038)

位置 D4南側

重複 東側で溝068遺構に南側で竪

穴住居015逍構に壊される

埋土 1 暗娼色砂質七 FP軽石含

む 2 1 層にローム粒と黒色土

塊多く含む 3 賠黄褐色枯質土

ローム塊七体 4 黒色粘質土

炭化粒合む 5 暗黄褐色粘質

土 ローム粒主体 6 黄色粘質

土 ローム塊主体

床面積 14吋均ーな状態で重複

遺構も掘り方か浅いため検出は

良好

竃東堕南より

柱穴など ほほ等間隔の位置で10cm

の深さのものが 4 個並ぶ 中央

』しよりのものは深さ 25cm と浅い

南東角の貯蔵穴は深さ 30cm

遺物 寵の袖の芯として土師器甕

(027,030) 同壺 (028) か使わ

れる 磁右から貯蔵穴側で同甕

(029) 同杯 (032,033,034) が

出土 南壁際からやや散って同

北東角で内面にベンガラが残る同小
031 

形精製壺 (031) が出土 廃棄後に焼けた038以

外全てに炭化有機物が付着

破片総数土師器甕131 杯 172 須恵器甕 4 杯 2

灰釉陶器 5

遺構写真 A 東西土層 B 南北上層 C~F 遺物検出状態 G 掘り

上がり H 掘り方
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L=76.20111 
2m 

ミ王己

ご
041 

` 2  

床面積

鼈 東壁南より

柱穴なと

れない

遺物

着

状態

9 m' 均ーな状態で重複迫構も掘り方が浅いため検出は良好

不明

05遺構

`
g
f
 

中央南よりと南西角近くに10cmの深さの小ピットかあるが柱穴とは考えら

南東角に深さ 55cmの貯蔵穴がある

瑚の左と右で滑石玉類 (907,908,909)

（竪穴住居）

。

。

O

x

/

 

ち
9
.

>
03 

位置

重複

埋土

D4南側

東側で溝068迫構に北側で竪穴仕居015

遺構に南側で同058迫構に壊される

1 耕作上 2 黒褐色砂質土 隈各石含む

甕 (039)

遺構写真

中央で同杯 (042)

破片総数

A 南北土層

c 玉顆出土状態

が出十．

3 暗黄褐色粘質土

5 暗褐色粘質土

6 黄褐色粘質土

貯蔵穴付近で土師器杯 (040,041)

042は内面全面炭化

BEF 窟土層と追物検出

D 掘リ上かり G掘り方

4 3層にローム塊含む

ローム・焼土粒混じる

ローム塊混在

と同小形

039は内外面に炭化有機物か付

土師器甕27 杯97



2 古墳時代 007 漣i枡『（竪穴住居）

A • —-o A' 

` 
位置 D4D5 境界

重複なし 南側で溝067遺構に近

接

埋土 1 II音褐色粘質土 FP!i歪石含

む 2 暗黄褐色粘質土 ローム粒

多く含む 3 黄褐色粘質土 ロー

ム塊主体 4 黒色粘質土 有機物

痕 5 暗褐色粘質土 6 黄褐色粘

質土 ローム粒主体

g
f
 

ー
。

8 |
。

8
L=7660m 

床面積 9m' 竃東壁中央

柱穴など 20~50cmの深さの柱穴が 5 個検出北側及び南側中央のもの

は浅い 南東角に深さ 60cmの貯蔵穴がある

遺物 磁内に設置していたような状態で土師器甕（050) とその下に同

杯 (058) そしてそこに棚などから落ちた状態で同小形甕 (054)

貯蔵穴内とやや散って同壺 (052) と同杯 (057) 南壁中

央に固まって同甕 (053) 同杯 (059,061,066) 同小形粗製

士器 (066) またそこから散って同杯 (063) 南東側で同

大形甑（055) 西壁中央で同甕 (051) 北西角で須恵器壺

(056) 北壁中央で土師器杯 (062) 円筒形自然石 (069,070)

北束角で土師器杯 (064) と土製玉 (910) が出土 ほと

んど全ての内外面に炭化有機物とススが付着 055の内面下

位に有機物が残る

破片総数土師器甕86 杯86 須恵器甕 5 杯 9

遺構写真 A 南北土附 B 東西土陪 C~HJ K 遺物検出状

態 1 掘り上かり0 2m >
057]059

<
065

| 

c::==, 0 

備考 この竪穴は、遺物が極めて多

く検出されており、同一の器形が

複数あることや一般に少ない大形

甑を持つなど、特別の保管施設で

あったと思われる。

0 10cm 
I I 

78 

0 52 
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2 古墳時代 008漣H栂（竪穴住居）
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o口◎土
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L=  76.30111 

074 

□0 
0 92 078 

冒疇

三

位置 D4D5E4E5境界

重複なし井戸080遺構近接

埋土 1 黒褐色砂質土 F門f

石含む 2 茶褐色砂質土 ロー

ム炭化焼土粒多い 3 2層より

2m ローム塊多い 4 荼褐色枯質
ゴ

土 ローム粒含む 5 4層より

ローム粒多い 6 ローム粒主体 7 6層

よリローム多い

床面積 14 m2  7層が地山か埋土かは不

明 西側張リ出しは5cm高い

竃北咄中央

柱穴なと 内部のピットは10~25cmの

深さか大半で南壁東側のものだけか40cm

である 外側にも 10~30cmのピットか

人•小10個あるか全てが関係するかは不

明 図の位置で平行している

遺物 鼈設置の状態で土師器甕 (071)

そのドに同小形甕 (073,074) 杯

(080,085,087,088) 鼈左で同大形甑

(077) 小形甑（078) 杯 (079,084)

鼈右袖芯として同小形甕 (072) 中央

で同大形甑（076) 東壁際で同杯 (082)

南峡際で同壺 (075) 杯 (081) 西張り出

しで円筒形自然石 (092) が出土 ほと

んど令てに炭化有機物とスス付着 092 

には摩耗痕か図の位置にある

破片総数土師悩甕146 杯17 須恵器甕

1 

遺構写真 AB 東西土層 C 南北土層

区P 遥物検出状態 QS 掘り上かり

R 掘り方

80 
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009遺構（竪穴住居）

，一 \ 1 | 筐ニコ
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゜
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，
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‘‘ 

ヽ
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゜

098 ` 
位置 D5東側

重複 東で竪穴010遺構を壊す

埋土 1 黒褐色砂質土 FP軽石含む 2 暗黄褐色粘質

099 

し＝ 76.6011,

2m 

土 ローム粒多い 3 黄褐色枯質土 ローム塊七体

床面積 8而 鼈束南堕南より 柱穴など中央

のピットは20cmの深さ 南よりは掘り方で50cm

遺物 図の位置で土帥器杯（098,099) いづれも炭化

有機物付着 破片総数 010遺構と分けられず

遺構写真 A 南北土府 B 東西t層 C~E 掘り上か

り F 掘り方

| 008遺構遺物 I

074 

• -·疇·
• 

073 

．·戸←-
炭化材

030 

081 

088 

こ081 
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古墳時代 ー゚〇遺構 （竪穴住居）
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L= 7670111 

2m 

位置 D5東側 重複 南西で竪穴009追構に壊される 埋土 1 耕作土 2 暗褐色粘質土 3 2層にロー

ム塊多く含む

ム粒含む

4 3層に有機物合む

深さ 90cm

床面積

5 ローム塊主体

遺物

面炭化有機物付着

遺構写真

19m' 鼈 東壁南より

6 黒褪色粘質上

柱穴など

炭化粒合む

等間隔位置で 4 個

7 暗褐色粘質十一 ロー

南東の鼈前のは浅く 30cm 南東角の貯蔵穴も深さ90cm

北東と南西は上面が広く

磁から散って土師器甕 (095)

破片総数 009遺構との合計

A 砲掘リ卜がり B 土層

西呼際で同甕 (097)

土師器甕135 杯173 須忠器甕l 杯20

CD 遥物検出状態

掘り方でも 30~50cmのピットか 7 個見ら

貯蔵穴側で同杯(101) 出士

E 磁土層

枯土塊一括

F 掘り上かり

011 内

陶器

G 掘り方
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位置 D5東側重複南東側攪乱

埋土 1 黒褐色砂質土 浅間隈歪石

主体 2 黒褐色砂質土 FF'ili歪石焼

土粒を含む 3 暗褐色粘質土 ロー

ム粒多い 4 暗黄褐色粘質土 ロー

ム塊主体 5 暗褐色粘質土 炭化

粒含む 床面積 11吋 炭化

材と焼土が良く残っていた

竃東壁中央柱穴など惇間隔

位置で深さ 30~50cmの柱穴か 4 個

2m と中央やや南東側に 1 個 径は10~

ea-v 167 
0 10cm 
I l 

164 

166 

15cm と細いが炭化材の大きさに合う 掘り方でも 60~l?Ocmのピッ

ト 2 個と中央の土坑が見られた 遺物 鼈内に土師器小形甕

(1 68) 杯(1 62) 小形粗製土器(164) 南東側で同大形甑(167)

杯(166) 鼈右前に同甕（161) 出土 166内面は全面炭化 他

も多く内外面炭化有機物付着 破片総数土師器甕50 杯134

須恵器甕1 杯14 粘土塊一括 遺構写真 A 東西土層 B 南

北土層 CD 炭化材検出状態 EH 遺物検出状態 F 掘り上が

り GI 鼈 JKL 掘り方

161 

168 

84 
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2 古墳時代 016漣i札［（竪穴住居）
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0 2m 

` 三(]184 
0 10cm 
I l 

位置 C5東側

重複なし

埋土 1 黙褐色砂質土 FP軽石含む 2 暗褐色砂質

土 3 暗褐色粘質上 ローム粒多い 4 暗褐色粘質

土 ローム粒含む 5 褐色粘質土 ローム粒混じる

床面積 9 m, 壁上は広がる 窟前硬い

竃東壁中央

柱穴など 中央は深さ 50cm 西壁際に細いが70cmの

ピットがある ピット 4 個あるか関係不明

遺物 寵内で円筒形自然石(184) 寵左角で土師器

甕(178,179) 大形甑(180) 杯(181) が出土 180 

は内面下位に有機物付着 他も外面にススと炭化有

機物 甕は内面に炭化有機物付着

破片総数土師器甕138 杯103

遺構写真 A 南北土層 B 東西土層 C~J追物検

出状態 K 掘り上がり（以上85頁） L 瑚 M 掘り

方

濤譴躙冒
181 

180 184 



2 古墳時代 017 漣i枡［（竪穴住居）
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L=7G.8011, 
2m 

□口
193 

¥ ¥: 

□三゚

189 

194 

192 

’ 194 
~Ocrn 

位置 C5北側

重複なし 西側に竪穴住居018迫構が近接

埋土 1 黒褐色砂質土 FP軽石含む 2 褐色粘質土 炭

化焼土粒混じる 3 暗褐色粘＇質土 炭化焼土ローム粒混

じる 4 黄褐色粘質土 ローム粒含む

床面積 14m' 寵前に粘土散る

竃東壁南より

柱穴など 中央は深さ20cm 他の大小 5 個のピットは10~

15cm と浅い 柱穴は中央のもののみだろう

遺物 瑚内で土師器甕（186) 杯(189) 円筒形自然石(194)

寵左前で同甕(185, 187) 杯（190,191) 北側で同小形

猥（188) 壺(192) 南北に散って同大形甑(193) が出

土 188 と 194にスス付着 194 には 1年耗痕が片側端にある

甕は内面に炭化有機物外面にススが共通 189は内外面炭

化有機物付着

破片総数土師器甕240 杯 127

遺構写真 A 東西土層 B 南北土層 C~H 遺物検出状

態 I JMN 寵 k 掘り上がり L 掘り方
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古墳時代 ー゚8遺構 （竪穴住居）
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口。 ーミ｛＼こ°IO
C5 

位置

重複

埋土

C5北側

なし 東側竪穴住居017遺構が近接

1 黒褐色砂質土

ーマーニ-―cでこここ亡ごこ＿＿＿
, --- ィこさ ' 

{ 攣ミー＇）ーニ――--(〖：ヽ;い-:]三
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、
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メ
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ー
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ょ

3

色砂質土

混在

み硬い

F門怪石含む

にローム塊含む

7 黄褐色粘土

9 8層と同質

FP軽石含む

3 褐色粘質土

ローム塊

床面積

材痕残る

柱穴など

5 褐色粘質土

2 暗褐

4 3層

8褐色粘質土ローム粒含

10 9層より軟質

12 暗褐色粘質土

15m2 

建替えの各床面

竃

の柱穴かそれぞれ検出された

の深さ 60~80cmを測る

6 5層に粘土

11 

ローム塊含む

8,9,12の各層の上面が 3 次の

第 3 次は拡大南東側に炭化

北壁東より

図示したように 3 次以上の建替え

最後の床から

最後には北と東方向

B o- • B' 

゜

L= 76,80111 

2 cm 

に拡大

遺物

東側壁外にも 50cmのピットかある

各時期のものが混在

(217,219) 

形自然石 (234)

鼈内で土師器杯

蔽左側で同杯 (207,209) 円筒

北西側で同杯 (204,205,218)

中央でやや散り同大形甑(197) 南壁際

0224 
口

0
2
3
1
 

202 

:
2
0
4

こ2
0
5
]
2
0
8

言
三
口
:
 

200 

掘り方と土層・遺物検出状態

□
2
3
4
 

こ

で同小形甕（200,202)杯 (208,210,214,218)

砥石 (226) 円筒形自然石 (224,228,230~

円筒形自然石は先端に摩耗233) が出土

痕 小形甕内面に有機物外面にスス

は内外面にスス付着

破片総数

遺構写真

上前頁）

鼈

A 東西土層

0 ピット土層

杯

土師器甕323 杯481 枯土塊

B 南北土層（以

C~M 遺物検出状態

R 掘り上がり

MPQ 

S~V 

89 

226 

0 10cm 
I l 
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古墳時代 ゜ 9遺構
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L= 7690999 
゜ 2m 
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3
 
2
 

~]239 

]
 0 10cm 
I l 

237 

0238、39
140 

（竪穴住居）

,~-J o 

\_ 

\ 

□
l
\
\
 

\ 

位置

埋土

2 暗褐色枯質土

ム塊含む

5 ローム塊含む貼り床

床面積

竃

C5中央

1 黙褐色粘質土

4 褐色枯質土

18m' 

東罹中央

柱穴など

遺物

x

や
5
J
 

重複

゜ー
、
一

なし

FP軽石含む

FPli予石合む 3 2層にロー

ローム塊含む

南西側堕際を除いて硬い

枯土と炭化物が散乱

等間隔の位置の 4 個の柱穴で

深さ 50~60cmを測る

詞じ深さ

南東角の貯蔵穴も

鼈から右にやや散っで焼成前に細

い孔があいた士師器小形甕（238) 甑 (237)

南壁東側で同甕（236) 杯（240)

西側で同大形甑 (235) 同杯 (239) が出

土 甕甑は内面に有機物と炭化有機物外

面にススと炭化有機物付着

にスス付着

破片総数

遺構写真

上前頁）

り方

北壁

杯は内外面

土師器甕78 杯31

A 東西土層

c 鼈

B 南北土層（以

D 掘り上がり EJ掘

F~1 遺物検出状態
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位置 C6南側

重複 なし 西側にピット群066遺構近接

埋土 1 黒褐色砂質土 B軽石含む 2 黒褐色粘質十． 3 

患褐色粘質土 FP軽石混じり南側に大址の滑石チップ

含む 4 暗褐色枯質t 大械の滑石チップ含む 5 褐

色枯質土 6 黄糾色粘質」-. ローム粒含む 7 暗褐色

粘質土 黒褐色士混在 8 7層にローム粒含む

床面積 29m， 鼈東壁南より 枯土が散乱

柱穴など等間隔の位置の 4 個の柱穴で深さ 50~70cm を

測る 南東角の貯蔵穴は80cmの深さ

遺物 南側から大星の滑石チップ（▲)が投棄されてい

る 鼈内で土師器杯（251,270) 貯蔵穴付近で同小形甑

(266) 小形甕 (267,268) 杯 (269,272) 中央で同大

形甑（265) 把手状土製品 (260) やや散って同椀（249)

東壁際で円盤形自然石 (262) が出土 多くが内外面に

炭化有機物付着 262は端に摩耗痕

破片総数土師器甕705 杯419 須恵器杯 4 蓋］不明土

製品 2

備考 この竪穴住居は面積が大きく迫物総景は多いが、

大半は滑石チップを含めた投棄遺物である。

遺構写真 A 東西土層 B 南北土陪 C~F チップ投棄

状態 G~L 遺物検出状態 MOP 寵 N 掘り上がり

QR 貯蔵穴
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袷

゜
位置

埋土

C6南東側 重複

1 黒褐色砂質十．

2 児褐色粘質十．

なし

B軽石含む

3 暗褐色粘質土 FP 

合む 5 黄褐色枯質土 ローム粒合む

l_ 』 =7690m 6 5層よリローム塊多い
2m 

硬化せず

軽石混じる

床面積

壁上部は広がる

m
 

2
 1

4
竃

4 褐色粘質t

東壁南より

ローム粒

6層上面か床だがあまり

地山掘り残

し

遺物

全体に 1火か散乱

柱穴など 等間隔の位置の 4 個の柱穴で深さ 50~60cm

際に20cmのピットがある

南屹

南東角の貯蔵穴は80cmの深さ

鼈右で土師器杯（271) 両側に散って同杯（275)

q8 
0 10cm 
l l 

疇1-]III

276 

南壁際で円筒形自然石 (276~278) 滑石チップは 1 点のみ

278 

鼈左の生活面で出土

は端にIt,耗痕

盗 l 灰釉陶器 l

杯は炭化有機物とスス付着

破片総数

CO 遺物検出状態

土師器甕67 杯33

遺構写真

E 貯蔵穴

A 南北土層

FH 掘り方

自然石に

須恵器杯 3

B 東西土層

G 掘リ卜がり
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（竪穴住居）

C6 

゜

位置

□゜6\

D6西側

未命名 L坑と盾複

重複 北東角で

埋土 1 黙

＼←ー．＼’

□言三□：ニー／一
4 

掲色粘質土

含む

多く合む

粘質1•^

FP軽石と滑石チノフ゜

2 褐色粘質L

3 黒褐色粘質上

チップとローム粒含む

ローム粒含む

滑石チップ

滑石

4 黄褐色

5 4附より

し＝ 76.90111
') 
-n1 

亨

6 黄褐色枯質土

7 黒褐色枯質土

280 

：言283 
~Ocm 

ローム塊多い

ローム粒合む

8 褐色粘質上 ローム粒合む

層よリローム粒多い

含む貼り床

緑に焼土散乱

10 ローム粒

床面積 25m' 

9 8 

聞

北西角に間仕切り溝かあ

□294 □ ~98 □゜° □

る

穴なと

竃

さ 60~80cm

遺物

東壁 中央炭化材残る 柱

咎間隔の位置の 4 個の柱穴で深

南東角の貯蔵穴は80cm

西側から滑石チップ（▲)が投乗

280,283) 

窟右から貯蔵穴にかけ士師器甕（279,

北西柱穴近くで円筒形自然石

(294~301) 鼈左で同 (302,303) が出

280 

疇:3

294 

299 

295 

ー

2
9
7、

―`彎→つ

土 甕は炭化有機物とスス付着

には端に摩耗痕

166 杯142

東西士層

能じ→ヽ E 掘り上かり

HJ K 鼈

破片総数

須恵器杯5

B 南北土層

遺構写真

CDl 遺物検出状

F 貯蔵穴

自然石

土師器甕

A
 

G 炭化材

LM 掘り方

303 

口
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古墳時代 2゚3遺構 （竪穴住居）
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L= 7700m 

6(J 

ロ：

D6 

゜ ゜

位置

重複

埋土

D6西側

なし

1 黒褐色砂質土

2 暗褐色枯質士

/ 

B軽石合む

FP軽石含む

3 暗黄褐色粘質土ローム粒多く含む

4 攪乱 5 3層より粘性．強し、 6 3層

A -- 0

ヒ

A
 

『

2m よリローム粒多い 7 明黄褐色枯質

□0 I 312 a□ 

床面積

竃

18m' 

東壁中央

柱穴など

土 ローム粒が主体で滑石チップ含

む 8 貼り床

南西角に間仕切り溝がある

灰か散る

1 個の柱穴で深さ 20~50cm

床は7層上面

等間隔の位置の 4 個そして北側中央掘り方で

南東角の貯蔵穴は50cm 南

壁北よりに中央かくほみ周囲が土堤上に少し高まった特

殊ピットがある

遺物 特殊ピットを中心に全体に滑石チップ（▲)が床

鼈前で土師器小形甕 (305)とその下から出土 特殊ピッ

ト周辺で須恵器杯 (310) 土製丸玉 (933) 円筒形自然石

(311) 中央で土師器壺（876)

南西で円筒形自然石 (312) が出土

物と外面スス

北西で同杯 (308)

壺甕は内面炭化有機

308内面炭化有機物付着 自然石には端に

摩耗痕

破片総数

備考 滑石チップの出土状態は他の遺構と異なっており、特殊

ピットの存在と併せて玉類製作竪穴と考えられる。

遺構写真

土師器甕184 杯141

A 南北土層

鼈（以上前頁）

須恵器甕 l

B 東西土層

P 特殊ピット

杯 3

C~N 遺物検出状態 ゜

Q掘リ上かり

305 

311 

312 
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342 

—— 

L=7700m 
')m 

位置 C6東側

重複なし

埋土 1 !!，し樹色砂質 -L Bi軽石含む

2 黒褐色粘質 ·I·. FP軽石合む

3 黒色粘質 I ．． ローム粒含む

4 褐色粘質」.. 5 黄褐色粘質＿一I••

ローム粒多く含む 6 褐色粘質t

火州の滑石チップ合む 7 青灰色

粘上 人:::1tの沿がチップ合む 8 貼

I) I木 床面積 l8m2 南東角に

濯の粘土流れ込む 東西各壁側は

二段の面で中央よリ 5cmほどドがる

竃北りを中央 灰と焼上が散る

柱穴など ＾51:ll隔の位置の 4 個は

深さ 40~50cm そして北側中央で

2 個南隈際で 1 個のピットは30~

40cmの深さ

344 

遺物 南西角）j向からを中心に全体に滑石チップ（▲)とそ

れを合む粘」：力埋上卜層 (4層以下）に見られる 磁内に土師

器高杯 (313) 瑚右に同高杯 (344) 杯（324,327) 東側で

やや散って同小形甕（342) 南東側の滑石粘上中から同小形

机製1：器（407) か出土 多くか内外 rfri炭化有機物付着

破片総数 」．．師悩甕540 杯582 須恵料杯44
備考 滑石チップの出上状態は埋土 l‘陪で州は最も多い。し

かし粘」などは床との間に間附があり、床下での出土は見ら

れないため、県い段階での投菓と思われる。
407 



DNOP 遺物検出状態

E~M 滑石チップ検出状態

Q掘り上かり

A 酎北土層 B 東西土層

C 滑石粘上断面

~ 
、一y、
頁：さごとこ～，4

RS 磁 T 掘り方
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389 
D 

L= 76.70111 
゜ 2m 

位置

重複

構と重複（関係不明）

埋土

にローム粒含む

粘性ある

5 褐色枯質土

質土

質土

褐色枯質土

含む

ム粒多い

ム粒多い

ローム多い

土

C6中央

北側で掘立柱建物064遺

1 暗褐色砂質土

南西

側で竪穴住居027迫構が近接

2 1層

3 2層よリ

4 暗椙色粘質土

6 黒褐色砂

ローム粒混じる 7
 

6層より明色 8 明黄褐色粘

ローム塊主体 9 黒

炭化粒含む

10 黄褐色粘質土 ローム粒

11 褐色粘質土

15 暗褐色枯質土

ロー

0 10cm 
l l 

ム粒含む

12 9層よリロー

13 暗褐色粘質土

14 明青灰色粘

16 褐色

炭化粒含む

ロー

枯質土

17 貼り床

（つづく）
100 



床面積 25m' 北側に炭化材 南東角付近には焼上残る 中央部

床面硬い

鼈東峡南より 地山掘り残し 炭化物と焼土か散る

柱穴なと 等間隔の位置の 4 個は深さ 50~60cm 南東角の貯蔵穴

は60cmの深さ

遺物 鼈内に土師器杯 (380) そこからやや散って同杯 (385)

貯蔵穴周辺で同甕 (375) 杯（378,379,977) 小形甕 (384) 須恵

器杯 (388) 瑚左で士師器壺（372) 小形甕（374) 小形甑 (383)

そこから散って同大形甑(376) 南壁際で円筒形自然石(382,389~

393) か出土 大形甑には内面に布機物小形甑にはさらに炭化有

機物付着 円筒形自然石を含め多くか内外面にススと炭化有機

物が見られる

破片総数士師器甕70 杯 153 須恵器杯 5

備考埋土は他の竪穴と異なって大きく乱れた感じである。特に

初期の下層の堆積後にかなり掘られた状態か見られる。あるい

は重複の掘立に起因することか。

遺構写真 A 東西士層 B 南北土層 C~F 遺物検出状態

（以後次頁） H~R 炭化材検出状態 S 炭化材 TU 福 W 

掘り上かリ VX 堀リ方

382 

~ — 390 

鴫，3
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2 古墳時代 027 逍i札［（竪穴住居）

/ ^a19 ー了1 冒＼
394 

4ゃ 403 亘
¥, 398 

3晃喫
481 : 。こ汀配 そ~9 405 

⑦ふ □゜マ1' `1 
宰 召・ 4‘` 匈 /`  408 

i j「

工 ェ 己• ̀. 4 09 
\。-t—\’

巴〇 し＝7670m
0 10cm 
9,  

2 rn 

位置 C6中央

C6 i 重複 北東側で竪穴住居026追構が 北西側にはサク 079迫構か近接

埋土 1 黒褐色砂質土 B軽石混じる 2 1 層より粘性あり 3層を斑状

00 ゜

゜ ゜゜

に合む 3 暗樹色粘質」．． ローム粒混じる 4 黒掲色粘質土 5 

暗掲色粘質-J·. ロームJ-鬼多く含む 6 貼り床 7 黄褐色粘質土

ローム粒含む

床面積 28m' 中央部床面硬い

竃束咄南より 灰と焼上が散る

柱穴など 等間 1；郎の位置の 4 個は深さ 60~70cm 南東角の貯蔵穴は60cmの深さ

遺物 瑚内に土帥器小形甕 (394) 磁右に同杯 (398) 瑚前に同杯 (402) 高杯 (408) 南壁で同椀

(406) 北西角付近で同杯 (405) 小形粗製土器}. (409) 南東側で散って同杯 (396) が出土 396 は

内面全体を炭化 他の多くも少しづつ炭化有機物か付着

破片総数 」：師器甕536 杯766

備考 竪穴住居026迫構との距離はあまリに近すぎるため、同じ時期の共存はありえない。ただ方向そし

て規校も似ているので、かなり接した時期の建て替えと思われる。

遺構写真 A 南北土屑 B 東西土層 C~HO 追物検出状態 I J K 掘り」．か') LM 蔽炭化材 Q瑚

PR 掘り方

103 
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古墳時代 2゚8遺構 （竪穴住居）
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0-0-C) 
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□ 0 
I 421 
0 10cm 
I I 

418 一L=7G.60m 

2m 

位置

重複

埋土 1 暗褐色粘質土

褐色枯質土

ム粒含む

醒

C6西側

掘立柱建物062遺構と重複（関係不明）

東壁南より

FP軽石混じる

北側には土坑140遺構が近接

2 1層にローム塊合む

角の貯蔵穴は60cmの深さ

石 (421)

杯119

5 褐色枯質土

8 褐色粘質上

焼土が散る

北東側柱穴側で土師器杯 (418) が出土

須恵器杯3

遺構写真

粘土塊一括

A 東西土層

ローム粒混じる

焼土含む

B 南北土層

6 暗褐色粘質土

9 貼り床

地山掘り残し

床面積

柱穴など

C~G 遺物検出状態

3 黒褐色粘質土

ローム粒混じる

13m' 西と南側に焼土散る

等間隔の位置の 4 個は深さ 50~60cm

その他に 10cmほどのピットが 4 個見られる 遺物

421 は端に摩耗痕かある

H 揺り上がり

ローム粒混じる

7 黄褐色粘質土

破片総数

次頁 l 鼈

4 黒

ロー

南東

貯蔵穴側で円筒形自然

土師器甕245

J K 堀り方

一



2 古墳時代 029漣t札［（竪穴住居）
位置 B6C6境界

重複 掘立柱建物062遺構と重複（関係不明） 東側と南側で未命名土坑と重複（関係不明）

430 -'ｷ  - ---—— 435 

432 

‘` 

429 

439 

431 437 

433 434 978 

422 441 428 

416 

—• ’:•9’: ヴ＇

425 
ヽヽ 442 414 
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2 古墳時代 029 迅tf.栂（竪穴住居）
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2 Ill 

｀口 0口
ロニロロ／こ

埋土 1 焦褐色砂質土 饒洛石混じる

2 1 層よリ明色 3 黄褐色枯 I.

4 暗褐色砂質土 5 黄褐色粘質士

ローム塊合む 6 暗褐色枯質土

7 褐色枯質土 ローム塊合む 8 7層

より暗色 9 黄褐色枯質上 ローム

粒多い 10 貼り床

床面積 16而北西角に枯士散る

中央部硬い

鼈東壁南より 灰と焼上が散る

杯を重ねて支脚とする

柱穴なと等間隔の位置の 4 個は深さ 30~60cm

南東角の貯蔵穴は60cmの深さ

遺物 瑚内で土師器甕（414) 柑製高杯 (428) 杯

(429,433,439) 瑚右で同杯 (431,434) 大形甑

(442) 鼈前で散って同小形甑（422) 大形甑 (425)

°’ 

貯蔵穴内で同杯 (435,436) 南壁際で同壺 (426)

杯（430,432,437,978) そして赤色研磨され下位

に穿孔のある小形壺（441) が出一十 小形甑内面に

h機物付着 大形甑の425 と甕内面そして423の外

面には炭化有機物が見られる 甕の外面はススか

付く

破片総数 t師器甕299 杯380 須恵

器杯4

遺構写真（次頁） A 南北土培 B 

東西土屈 C~J遺物検出状態 k 

掘り上かり L~Q鼈 RS 掘リ方

107 
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古墳時代 ゜3
 

〇遺構 （竪穴住居）

ー／ピ
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む
4
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.
t
-
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ー
、
一

。

O 

`, 三

-A' 
0 10cm 
I l 

L=77.00m 
゜ 2 m 

位置

埋土

C6C7境界

1 褐色粘質土

4 矯色粘質七

8 軟らかい貼リ床

重複 北西側で竪穴1iー．居 054追構

黒色上塊混じる

する

1 個

出土

ローム塊と焼上混在

柱穴など

床面積 21 m' 

2 1 陪にローム粒混じる

5 椙色粘質土

中央部硬い

西側で上坑097, 138退構と重複（関係小明）

等間隔の位置の 4 個は深さ 60cm

6 暗褐色砂質土

醒

3 黄褐色粘質土

東壁南より

ローム塊混じる

焼土が散る

ローム塊多く含む

7 硬い貼＇））＊

杯を頂ねて支脚と

南東角の貯蔵穴は60cmの深さ 遺物

壺は内外面に炭化有機物と外面にスス付着

さらに南北各辺の中央に深さ 10cmの柱穴などが各

鼈内で土師器壺（979) 杯 (449) 磁前で 1咀］杯 (451) が

449外面には炭化有機物か見られる

破片総数 土師器甕244 杯142

E 遺物検出状態 （以後次頁）

須恵器杯4

F 掘り上がり

遺構写真

G 掘り方

A 東西土層 B 南北上層 c 窟 D 炭化材

451 

編
冬 渥

. 
g
 ゜

ヽ

D
 

979 



2 古墳時代 031 述t札栂（竪穴住居）

遺構写真 A 東西土層 B 南北土層 C~F 投

菓遺物検出状態 G 掘り士がり H 掘り方

位置 C7南西側

重複 なし 西側で竪穴住居032遺構土坑098,101 

遺構と近接 埋土 1 暗褐色粘質土 2 褐

色粘質土 3 暗褐色砂質土 4 暗褐色砂質土

炭化物焼土粒含む 5 黒褐色粘質土 ロー

ム塊混在硬い 6 焼土

床面積 38m' 東側角に深さ 10cmはど幅30cmの

L字形に延びる溝かある

鼈 なし 中央南よりに浅い焼土ピットがある

柱穴などいづれも掘り方での検出 やや変

形だが等間隔の位置で北より 3 • 2 • 2 個の

柱穴などが並ぶ 両端は深さ 60cm 中央の 2

110 



2 古墳時代 031 逍H栂（竪穴住居）
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個は20cmである ま

た南端隙際のピット

は外向きで70cm

その他は浅い

遺物南側と北東側

を中心に大紐に土器

が投棄されている

確実な出七迫物は西

壁際で士師器小形粗

製十．器（473) 杯 (853)

南側で凝灰岩管屯

(950) 北壁際で士

師器暗文杯 (462) の

み 853は内外面にス

ス 473は外面に炭化

有機物スス付着

破片総数土師器裂

1,006 杯372 須恵器

杯2 粘土塊一括

備考最大規模の大

きさの竪穴であるが、

一般のものと界なリ

瑚かない。投乗遺物

も須恵器が比較的多

く他と差がある。躾

会場などと考えられ

る。

462 

111 
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古墳時代 ゜3
 
2遺構 （竪穴住居）

• 

々→A'
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゜
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L=7720m 

□4
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4
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D

3

0

4

9

6

 

B 7:=A  

ロx
C
 

兌
q

位置

よ') |H 

埋土

質土

I •. 

C1南西側 重複

ローム粒含む

炭化物ローム粒含む

| • • 

8 暗褐色粘質土

12 11 層にローム塊含む

い貼リ床

竃

柱穴など

石（783)

で杯 (491)

(477) 

9 黒褐色砂質＿L

13 褐色粘質土

15 軟らかい貼り床

東隙 (111)

炭化物主体

10 褐色粘質t

床面積

と西壁（新）西鼈で焼土と灰

等間隔位置の 4 個は深さ 70cm

角貯蔵穴は40cm 遺物

南呼際で擦痕のある円盤状自然石 (026)

機物と炭化有機物 有機物は483にも見られ

477,482,783にスス付着

t帥器甕329 杯415 須恵器杯 1

1 黒糾色砂質土

3 褐色粘質土

23m2 

粘土塊一括

2 II音褐色粘

4 暗樹色粘質

5 褐色枯質」：

6 焦閑色砂質

7 褐色粘質十．

11 闊色粘質t

炭化物ローム粒含む

中央部硬い

東寵で焼土が散る

南東角貯蔵穴は50cm

南東柱穴など内に十．師器甕 (482) 高杯（483,484)

北側でかなリ散って杯 (486,489,490) か出土

496 と 783は端に摩耗痕がある

備考

溝073迫構

t坑098遺構と関係不明

14 硬

南此

西瑚から散って土帥器小形甕 (481,495)

t師器杯（488) 円筒形自然

東鼈

北西側で円筒形自然石 (496) 北東側柱穴など付近で西

482内面に布

484 と 488に炭化布機物

破片総数

鼈は、本米他

と同じように東峡南よりに設置されていた。甕482は、旧瑚で使ってい

たものを柱の支えに転川したとしか考えられない。

0

0

2

6

 

-i-:
4
9
5

ロ
4
8

482 
0 10cm 
I I 



481 憑fjp 482 489 

・コ

483 
公

477 

495 

488 

491 484 496 鋤棟
左炭化種子

遺構写真 A 東西土層 B 南北土陪 CFGI 遺物検出状態 DE 貯蔵穴 I•• 層 H 掘り上かり（東から）

k 揺り上がり（西から） J西鼈 L 掘り方（西から）
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2 古墳時代 033遺構（竪穴住居）
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゜

よ羞
A• -A' 

戻＿6° L=7720m 2m 

` 
二二。~Ocm 

る．＾ 99 9 し‘‘

498 

位置 B7南東側

重複なし

埋土 1 暗褐色粘質土 ローム塊

混じる 2 褐色粘質土黒色土塊

混じる 3 1 層のローム塊なし

4 2層に黄色土塊混じる 5 褐色枯

質土 炭化物混じる 6 黒色枯質

十 炭化物含む 7 黄褐色粘質

上 ローム粒多い 8 ローム塊

9 硬い貼り床 10 軟らかい貼り床

床面積 19 而 中央部硬い

鼈東壁南より 焼士が散る

柱穴など 的間隔の位漑の 4 個は深さ 60~70cm 南東角貯蔵穴は50cm

遺物 磁内から土師器甕（499) 杯 (503) やや散って杯 (501) 高杯

(500) 南堕際で同杯 (504) 南西角で須恵器甕 (498) が出土 499 

内外面と 504外面に炭化有機物スス付着

破片総数土師器甕131 杯152 須恵器甕5 苦 l

遺構写真 A 南北土層 B 東西t層 CD 鼈 E 掘り上かり F 掘り

方

503 
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2 古墳時代 034迅t枡『（竪穴住居）
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B゚6 

位置 B6B7境界

重複東側で土坑108遺

構が近接

埋土 1 暗褐色砂質土

B軽石含む 2 黒褐色

粘質上 3 褐色枯質土

ローム粒含む 4 2層よ

り明色 5 黒褐色粘質

土 4層に似る 6 黄褐

色枯質上 ローム粒多

い 7 硬い貼り床

8 軟らかい貼り床

床面積 27而中央部

硬い 鼈東壁南よりに 2

基北側新しい 柱穴など

等間隔位置の 6 個は深さ 60cm

南東角の新旧 2 個の貯蔵穴い

づれも 60cm 新鼈前と対応す

る西側に旧柱穴など 2 個 中

央の掘り方土坑は深さ 60cm

遺物 北鼈内から散って土師器甕

(508) 小形壺 (510) 赤色研磨し

た小形壺（511) 北鼈右側で研磨

小形甕（562) 円筒形自然石（532)

南貯蔵穴付近で小形壺 (509) 杯

(521) 不明鉄製品 (991) 南壁

際で同杯 (522) 円筒形自然石

(530,532~534) 南西角で同杯

(516,524) 須恵器杯 (498) 同高

杯 (527) 中央で同恥恨 (537) 円

筒形自然石 (531) 西壁際で小形

粗製上器 (513) 北西角で紡錘車

形滑石製品 (953) 散って土師器

杯 (526) が出土 562内面に紐状

のススと 508外面510内面にススま

たその他に炭化有機物付着

破片総数 土師器甕760 杯516 須恵器杯34 遺構写真（次頁） A 東西上層 B 南北土層 C~J遺物検

'l, X 

,,0 

゜゜
゜

508 
510 

0
5
3
2
 

, 
0 10cm 
I I 

出状態 k 堀り上がり L 鼈 M 炭化材 N 掘り方

115 
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2 古墳時代 035 迅i枡『（竪穴住居）

4 ヘ
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夕
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ご
565 ~三三6
0 10cm 
I I 

位置 B6北側 重複なし 埋土 1 浅

間B軽石純層 2 黒褐色粘質土 q怪石含む

3 2層より明色 4 3層にローム粒含む 5 暗褐色粘質

• 

゜ 2cm 

g
r
 

::: 
•g 

土 ローム粒含む 6 暗褐色粘質士 ローム塊含む

硬い 床面積 9而中央部硬い 竃東壁南より

柱穴など鼈前に深さ 25cmのピット 1 個 南東角の貯

蔵穴60cm 遺物埋土3層以上に大量の土器投棄 瑚

左で土師器杯 (556) 北西側で須恵器腺（572) 中

央で紡錘車形土製品 (576) 土師器壺 (565) 北西側

で同杯 (548) 南西側で (547) が出土 547 と 548 に

ススと炭化有機物付着 破片総数土師器甕427 杯

131 須恵器杯3 遺構写真 A 東西土層 B 南北土層

CDFG 遺物検出状態 E 鼈 H 掘り方

565 
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6遺構
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L= 77.20m 

（竪穴住居）

゜

翌0
i
。
゜゜
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位置
ロニこ

北側で竪穴住居045遺構が近接B7南東側 重複 なし 埋土 1 暗掲色粘質土 2 1層にロー

ム塊含む 3 黒褐色砂質土 ローム塊含む 4 暗褐色枯質士 5 褐色粘質土 6 3層にローム塊少ない

7 暗褐色粘質土 8 ローム塊主体 9 黒色粘質土 焼土炭化物多い 10 褐色粘質土 粘土焼土含む

11 焼土

り粘土散乱

床面積 13m' 

柱穴など

60cm南東角の貯蔵穴40cm

中央部硬い 竃 東壁南よ

等間隔の位置の 4 個は深さ50~
ヽ

貯蔵穴で土師器杯（581)遺物

南壁際で円筒形自然石（585) が出土 585は両端に摩

耗痕

構写真

状態

破片総数

A 東西土層

F 掘り上がり

土師器甕157 杯81

B 南北土層

G 掘り方

施釉陶器6

c 鼈

遺

DE 迫物検出
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2 古墳時代 037 逍i札栂（竪穴住居）
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6080 : -0cm  

位置 B7南東側

重複土坑112遺構より旧 竪穴住居045遺構を南

西側で壊す

埋土 1 浅間閏歪石純層 2 黒色砂質土 3 黒褐色

砂質土 FP軽石含む下に炭化材 4 暗褐色粘質

土 FP軽石含む 5 褐色粘質士 FP!i歪石含む

6 黄褐色粘質土 炭化物焼土多く含む 7 焼土

床面積 15 而 炭化材多く残る 鼈右やや張り出

す 竃東壁南より

柱穴など 掘り方調査検出の等間隔の位置での 2

120 



個は深さ 30~40cm 南東角の貯蔵穴40cm

遺物 磁内で士師器杯 (598,599) そこから散って甕（591,592) 杯 (597) 瑚前で赤

色研磨小形壺 (590) 小形甕 (595) 鼈左で同甕（588,594) 小形甕 (593) 杯（600,602)

砥石 (607) 貯蔵穴周辺で同小形甕（586,587) 円筒形自然石 (604) 南壁際で同

杯 (596) 砥石 (605) 円筒形自然石 (608) 北東角側で土師器杯 (000紛失）

大形甑 (589) が出土 小形甕の内面には有機物が残り大形甑と甕592の内面下位に

も見られる 全体に多くのものに炭化有機物が外面に付着 604,608は端に摩耗痕

破片総数土師器甕134 杯46 須恵器杯10

備考 この竪穴は面積に比べ出士追物が極めて多く、保管用の特殊竪穴の典型である。

それは第 1こ煮炊器の異常な量を見れば、容易に理解できる。ただし保管だけではな

く、非日常的な甑や小形甕を使った調理も瑚の存在から伺われる。さらに砥石は、金

属利器の研磨がここでなされたことを想定させる。つまり特殊の意味は、居住が常に

はなされす、特別の調理や作業が行われ、普通はそれらの道具が保管されている竪穴

施設と思われる。

遺物写真右下は、炭化材。

遺構写真（119 頁） A 南北土層 B 東西土層 C~l 遺物検出状態 N 掘り上がり

M 掘り方

592 586 587 

591 

598 

588 594 589 600 

.,._し

590 

593 595 •• 604 

608 607 
605 

596 

597 

599 

602 

炭化材
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位置

重複

構か近接

埋土

む

る
竃

ー
、
一

C7西側

なし 南に竪穴住居052遺

1 黒色砂質土

2 暗褐色砂質土

粘質土

質土

床面積

4 炭化物

ローム粒含む

13m' 

中央硬い

東壁南より

柱穴など

遺物

破片総数

FP軽石含

3 黄褐色

5 黒褐色粘

中央に炭化粒散

焼土散る

揺り方調査検出の等

間隔の位置での 4 個は深さ 50~

60cm南東角の貯蔵穴70cm

鼈内で土師器小形甑（612)

鼈左で同甕(610,615) 小形甕 (611)

小形甑 (613) 小形精製土器 (621)

貯蔵穴周辺で同甕 (614) 杯 (620)

中央で同甕（618) 杯 (622)

北壁側で散って同大形甑 (617)

杯 (624) が出土 小形甑612 と

甕614の内面には有機物が残り

その他の甑と甕の内面には炭化

有機物が見られる 全体に多く

のものに炭化有機物とススが外

面に付着

土師器甕365 杯80

備考 この竪穴も面積に比べ出土遺物が極めて多い特殊竪穴である。遺物写真右上は、 炭化材。

遺構写真

り上がり

A 東西上層 B 南北土層 C 投棄遺物 D~G 遺物検出状態 HIK 鼈 J L 貯蔵穴 M 掘

122 



620 

622 

·
·
·
3

又
？
蒻

i

`
.
3
&
-
'
e

炭

%i.~ 

624 

613 



2
 
古墳時代 039遺構 （竪穴住居）
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位置

重複

埋土

B7B8境界

土坑ll8, 129, 052遥

構と重複

2 黒褐色砂質土

含む

4 暗褐色枯質土

とローム塊多く含む

床面積

鼈

1 浅間B軽石純層

る

柱穴なと

31 m' 

関係不明

東壁南より

深さ 50~70cm

貯蔵穴60cm

F門怪石

3 黄褐色枯質土

炭化物

鼈閣辺硬い

炭化粒散

掘り方調査検出

の等間隔位置での 4 個は

南東角の

A • • A' 
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遺物 磁内で並んて 2 個の十．帥器甕 (626,627) と杯 (6:n, 632,659) 棒状自然石 (65 1)

瑚右で同小形甑 (629) 小形甕 (630,661) か重なる 磁1,．：から前で円筒形自然石

(636,650) 貯祓穴周辺で同大形甑 (628) <字形自然石 (649) 小形甕 (653) 壺 (662)

小形甑 (654) そこからやや散って高杯 (656) 南野際で 1 り筒形自然石 (633,634,

637,638,640,642,644~648,652,663) 杯 (660) 小形甕 (655) 北西角で円筒形

自然イ'i (635) が出土 小形甕653甕627の内面には有機物が残り 杯631 は内外面炭

化 626,627,630,632,662の内面に炭化有機物付着 その他の令体に多くのものに炭

化有機物とススか外面に付く

破片総数 十師器甕125 杯19 須恵器杯21

備考 滑石玉頷 (955) が北西柱穴固辺に見られるか、柱穴にからんでいるため、投棄

として考えられる。磁での 2 個の甕は、明らかに同時に並んで据えられた状態であ

る。またその右にあった小形甑 (629) は、—•番ドの小形甕 (661) が置き台であり、

その上の小形甕 (630) と組み合わされて使われたと思われる。南峨側の円筒形自然

石の散乱もそれほど珍しくはないが、興味深い出十．状態である。

遺構写真（前頁） A 東西土層 B 南北土層 C~J遺物検出状態 KLM 鼈 0 掘

リ上がり NP t屈り方

039遺構（前頁より）

628 654 

．伍; ·-的9 、一⑬ 655 

656 紐 で一記59 9 C3 総 “ 臼9 , 
643 

a6“ fl紐 99I 約 965,即
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位置 C7南東側

重複なし

埋土 1 暗褐色粘質土焼上塊含む 2 黒褐

色粘質土 ローム塊含む 硬い 3 明オリー

ブ灰色枯土 褐色土混在 4 3層粘上純層

5 3層にローム含む

床面積 10m' 中央硬く炭化粒散る

鼈東壁南より 焼上散る

柱穴など 掘り方調貪検出の等間隔の位置で

: 10cm 
9,  

669 

の 4 個は深さ 20~40cm 南東角の貯蔵穴60cm

遺物 竃左で土帥器杯 (668) 貯蔵穴から散って伺高杯 (671) 杯 (669)

貯蔵穴側で土製丸玉 (957) 同管王 (958) 北西柱穴など側で凝灰岩管玉 (956)

が出上 高杯は内外面炭化有機物付着

破片総数 土師器甕69 杯103 須恵器杯3 施釉陶器5

備考 埋土上層は実測図記録紛失。写真記録では他と比べそれほど極端な変

化は見られない。

遺構写真 A 南北土層 B 東西土陪 CD 遺物検出状態 EG 鼈 F 貯蔵穴

土層 H 掘リ上がり
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位置 B7南西側

重複なし

埋土 1 浅間B軽石純層 2 黒褐色粘質土 3 2層

とほぼ同質 4 規色粘質土 5 4層より明色 6 

焼土 7 黄褐色粘質土 ローム塊含む 8 炭化

物主体 9 褐色粘質土

床面積 11 而 中央硬く 周辺に炭化材残る

竃東壁南より 土師器高杯脚部（紛失）を支脚と

~, 
、

E' 
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694 
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684 

681 
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` 
700 

680 

041 遺構 （前頁より）

する 柱穴なと掘り方調杏で中央の位置に深さ 35cmの柱穴など検出 南東角の貯

蔵穴50cm

遺物 鼈内に土師悩甕 (693) 鼈左で同大形甑 (679) 小形甑（684) 甕（678) 小形

甕 (682,683) 杯 (688,689,690,698) 壺 (696) 須恵器高杯 (694) 紡錘車形滑石製品

(960) 貯蔵穴周辺で土師器丸甕（681) 高杯 (685) 杯（687) 土製丸玉 (961) 南

峡際で土師器甕 (676,677) 壺 (700) 小形壺 (680) 杯 (691) 須恵器子持器台 (674)

高杯 (675) 蓋 (686) が出土 小形甑684甕678の内面に有機物付着 その他ほとんど

の内外面に炭化有機物とスス付着

破片総数土帥器甕44 杯46

備考 この竪穴も他の遺物を多数残した1呆管用と、非 □ 常の調理用の特別な竪穴の例

の一つである。ただ他のそのような竪穴と大きく巽なる点は、成果編で記したような

子持器台674 を中心とする一群の祭犠用の須恵器の存在である。

しかも最も興味深いのは、火災で靡棄されたままの出土状態の中で、子持器台は写

真に見られるように杯部をきれいに欠いて、倒立で南壁際にあったことである。

この状態から考えられる子持器台の用途は、竪穴への昇降用の木製梯子の支えの他

は想定できない。

遺構写真（前頁） A 炭化材 B 東西土層 C 南北土層 DEFHI 遺物検出状態 G 鼈

J掘り上がり K 掘り方

686 

687 

689 

688 

698 

691 

696 



2 古墳時代 045 退t札栂（竪穴住居）
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位置 B7南東側

重複 北側で竪穴住居037迫構＿卜坑 112迫構に壊される

南側で翌穴ii力：居036迫構か近接

埋土 1 ilt褐色粘質土 2 111}褐色枯質一!·. 3 I 附にローム

塊多く含む 4 3層よリローム塊少ない 5 褐色粘質 I•▲

黙色土塊混在 6 暗褐色粘質t ローム塊含む 7 焼!·.

8 炭化物と焼上 9 暗糾色粘質土 10 焼上と炭化物の混

士で硬い 11 炭化物 12 軟らかい貼リ床

床面積 8m2 中央部硬い 灰と焼土か仝体に散る

竃南西角

柱穴など 掘リ方調介ll年に東陪際中央近くに深さ 80cmの

ピット検出 北西角の貯蔵穴は40cmの深さで南側に3cmの

-I ー．堤がある

遺物 瑚内から散って：I-．師叫禾（742) 瑚右で同杯 (738,739)

貯蔵穴内で伺杯 (740,980) 中央

で同杯（741) 東呼際 (962) と

北岬際 (963,964) で滑石チップが

/1',ｷIｷ. 多くが炭化布機物とスス付

着

破片総数上師悩甕50 杯11

遺構写真 A 南北上層 B 東西·!·.

層 C~E 迫物検出状態

F 掘り十．がり G H'i蔵穴

H 掘り方



2 古墳時代 046述t札『（竪穴住居）
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位置 B6C6境界南側

重複なし

埋土 1 軟らかい貼床 2 暗褐色枯質土 ロー

ム塊含む 3 2層に褐色土塊を含む 4 黒褐色

粘質土 FP 軽石含む 5 暗褐色粘質土 6 灰

白色粘土

床面積 18而 全体に軟らかい 周辺に焼土か全

体に散り幅広く周溝状になる 鼈西峡南側

柱穴など 深さ 20~30cmのピットが南壁際中央と

9 床中央に 4 個見られるが位置は不規則 その他の

掘り込みは浅い検出

遺物 鼈内から土師器杯（750) 瑚左に同杯(745,746)

炭化材 北壁際で同小形甕（747) が出土 多くが炭化有機物と

スス付着

破片総数土師器甕497 杯254

備考 この竪穴は古墳時代のものでは、方向と鼈の位

置が例外的である。中央に散乱する追物は投棄と考え

た。

遺構写真 A 南北土層 B 東西土層 C~FH~ J追

物検出状態 G 鼈 k 掘り上がり L 掘り方

写真右上は炭化材片
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2 古墳時代 048遺構（竪穴住居）
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位置 C5北側

重複西側を未命名十．坑が壊す 北東側でピット

群066迫構が近接

埋土 1 暗椙色砂質土 B 軽石混じる 2 椙色枯

質．―t ローム粒含む 3 暗褐色枯質」.. FP 軽石

合む 4 黒褐色粘質土 炭化粒混じる 5 質褐

色粘質上 ローム粒混じる

床面積 6m, 全体に軟らかく周辺は特に脆弱で幅

広い周溝状になる

竃東照南側焼—L：炭化粒散る

柱穴など 深さ 20cmのピットが南西角に見られる

のみ

遺物 瑚内に」消Ili器甕（761) 杯 (763) 竃右に同小形甕（759,764) 北東角で同壺

759 

`
g
?
'
 

763 

C6 ｰ 

竺ど。
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網62
0 10cm 
I I 

760 

(760) 小形甑（762) が出土 762は内面に有機物残る その他多くか内外面に炭化

1-i機物とスス付着

破片総数土師器猥132 杯14

備考 この竪穴は古墳時代のものでは、最も規校が小さい。

遺構写真（前頁） A 束西土層 B~D 遺物検廿·',状態 EHG 溜 F 掘り上がり

IJ掘リ方

134 



2 古墳時代 049迅i札［（竪穴住居）
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0 10cm 
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位置 B7中央 重複なし東に竪穴1中居037遺構西にt坑121,122逍構が近接

埋土 1 軟らかい貼り床 2 褐色枯質十 ローム塊混じる 3 暗褐色粘質上 炭化物

混じる 4 黄褐色粘質上炭化物混じる 5 黄褐色粘質十 6 4層に黒色土塊混在 7 黒

色粘質上硬い 8 黄褐色粘質上炭化物合む 床面積 16而南東角に10cm以上

の床より高く傾斜する細長いテラスがある 窺なし 柱穴など深さ 70cmの柱

穴か中央長軸線の両側にあリ その中間に20cmのものがある 南の柱穴の脇には30cm

のピットか見られる その他のピットは浅い

遺物 南東角で土師器大形甑（766) か出土 内面に臼色の有機物か残る 外面は炭化

有機物付着 破片総数土師器杯18 備考 瑚かなく炉状の焼上か残る竪穴は他

に031逍構があるが、この遺構は何の孜炊施設の痕跳も残さす、また遺物屈は極めて少

ない。集会場所としての性格か考えられる。甑のみか見

られるのは、典味深い。

遺構写真 A 東西士層 B 南北土層 C 遺物検出状態

D 掘り土かり E 拙り方



2 古墳時代 050述H溝（竪穴住居）
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竺
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芝

位置 C7中央西側

重複溝073逍構に切られる

埋土 1 褐色粘質土 ローム塊

混じる 2 1 層よりローム塊多い

2m 3 2層に黒色土塊も合まれる

4 暗オリーブ褐色粘質土 5 暗

褐色粘質土 炭化物多い 6 黄

褐色枯質土 ローム黒色土塊混

在 7 硬い貼り床 床面積 16m' 中央硬い

|
。
g

L=77.ZO ■ 
゜

□72 
0 10cm 
I I 

鼈東壁南より 焼土炭化粒散る

柱穴など 衿問隔位置で 4 個深さ 60cmの柱穴 南東角に60cmの貯蔵穴

遺物 南壁際で土帥器杯（769) 円筒形自然石（772) か出土 共に外

面にスス付祈 772は両端に摩耗痕

破片総数記録漏れるが少ない

遺構写真 A 東西上層 B 南北土層 CD 鼈 E 揺り上かり F 掘り

方

772 



2 古墳時代 052遥H栂（竪穴住居）
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O 10cm 
I I 

皇一

位置 C7中央西側

重複なし北に

竪穴1甘吾033遺構か

同方向に位置

埋土 1 硬い貼床

2 黒色土と灰色粘

土の混在層 3 暗

褐色枯質土 C 軽

石多い 4 褐色粘質土 ローム炭化粒混じる

5 明褐色粘質土 6 5層にローム塊混在 7 黄褐色

粘質土 炭化物ローム粒混じる 8 褐色粘質土

ローム粒黒色土粒混じる 9 炭化物 10 褐色枯質

土 黒色土ローム塊含み硬い 11 暗褐色粘質土

粘土含む 床面積 12m' 中央硬い南壁際に

粘上塊 竃東壁南より焼土散る 柱穴な

と等間隔位囲で 4 個の深さ 60cmの柱穴南東角

に60cmの貯蔵穴 掘り方で中央に70cmの深さの円

形土坑と南壁際鼈前に30~60cmのピット 4 個

遺物 鼈左で土師器小形甕（781) 貯蔵穴側で円

筒形自然石（782) と方形加工石（784) 南壁近

くで土師器杯（776) 中央でやや散って同杯（774)

か出土 781の内面炭化有機物 外面と 784 にスス

付着 782は図の位置に摩耗痕 破片総数上師

器甕50 杯57 須恵器杯3 遺構写真 A 東西土層

B 掘り上がり C 掘り方

782 

784 

782 



2 古墳時代 054漣i杜『（竪穴住居）
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位置 C7南側

重複溝073遺構と土坑138遺構に壊される 東で竪穴住居

030遺構と重複（関係不明）

埋土 1 暗褐色粘質土 2 1層にローム塊と炭化物混在 3 1 層に粘上と焼t.

混在 4 褐色粘質土 5 硬い貼り床

床面積 8而中央硬い 竃東壁中央焼土散る

柱穴など 等間隔の位置で 4 個の深さ 50~70cmの柱穴

南東角に60cmの貯蔵穴

遺物 鼈周辺に散って内外面炭化した土師器杯 (795)

が出土

破片総数 土師器甕37 杯 16 粘土塊一括

遺構写真 A 東西土層 B 南北土層 C 揺り方 D 掘

り上がり

2 古墳時代 056逍t札『（竪穴住居）



2 古墳時代 056逍H栂（竪穴住居）
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位置 D3北側

疇t·坑14 1皐

よ') ||l 

埋土 1 耕作J·

2 児褐色枯質」ム

3 荼褐色粘質」：

ローム粒＋：体

と
シ

A• 

L=7570in 
゜ 2m 

床面積 6m2 

鼈 141追構坪上に

焼上散るため東辟

南よリに推定

柱穴など不明

遺物北陪近くで約玉製管じ (970) か 11111 」••

破片総数土師器甕8 杯 l 遺構写真 A 掘り 1：がリ

BC 追物検出状態 （以日前頁） D 掘り方

2 古墳時代 057 退t札［（竪穴住居）



2 古墳時代 057逍H栂（竪穴住居）
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竃東峡南よリ

位置 D3中央

重複溝141逍構に北西側を埃される

南東に井戸081遺構が近桜

埋土 1 暗褐色粘質 I: ローム粒含む

2 1 培にローム塊含む 3 2層よリロー·

ム塊多い 床面積 12m'

柱穴など 等間隔の位凶に 4 個見られる

か北西側のもののみ大きくて深さ 70cmあるのに対し他の 3 個

は小さく 20~30cm と浅い 南東角には25cmの深さの貯蔵穴か

ある

遺物 鼈内で上師器裂(1000紛失） 北西柱穴内に同小形甕

(797) 中央西側で同壺 (798) 甕（799) が出上 798の内

面には有機物付着 また799の内面には炭化有機物外面にはス

スが付いている 破片総数十．師器甕72

遺構写真 A 南北十．層 B 東西土層 C~E 迫物検出状態

F 掘り上がリ（以上前頁） G 掘り方 H 窟 H の上は炭化材
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溝072遺構（古墳時代）
位置 D5D6 重複

074遺構との関係イく 11月

土坑089迫構よリ古く

埋土 1 黒褐色粘質上

t坑090遺構よi)新しい

褐色士塊含む

溝 ‘｀・年、

2 暗褐色粘

質 FP 軽石含む 3 褐色粘質：I•• ローム粒含む 4 にぶい黄褐色粘質―-I••

5 黄褐色粘質」•→

としている 内部の空間は南北28 m 東西18 m 程度の広か＇）かある

断面形 U 字形

走向

遺物

全体か五角形を示すような多角形状に一周しよう

北側で須恵器高杯 (812) 土師器甕 (813) が出士

812 

~13 

破片総数

遺構写真

土師器甕23 杯33

AG 断面 G

面 E H 南から

B 断而 H

I 西から JK 遺物検出状態

L 溝074辿構

C 断面 c

溝074遺構（時期不明）
位置

重複

埋土

走向

遺物

D5D6 

溝072遺構との関係イヽ明

溝072造構の2,3層

D 断面 A E 断而 F F 断

東西に直線状

なし

断面形 U 字形
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3 古代・古墳時代土坑 082~085退i札『
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04/ 
位置 D4南東側

重複なし

埋土 1 黒色砂質上 21l-ii褐色砂

質 I: ロームJ鬼合む 3 果色砂質

上 ローム粒含む 4 II介褐色枯質

上 ローム粒多い 5 黒色砂質土

゜
し＝ 7590111

(819) 

七師器杯2

2m 遺物 084迪構坪．じよリ須恵器杯

破片総数 082遺構 I帥器杯2 083遺構土師器甕11 杯3 須恵器菟 1 084遺構

遺構写真 AB 082迫構 CD 083遺構 EF 084遺構 GH 085迫構

• 819 



3 古代・古墳時代土坑
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086~088遺構

こ

L=76.20m 
Ao--. --0A' 
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D4 

冗ミロ＞
088 0 
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i
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位置 D4中央 重複なし溝068,069遥構・道路071遺構と近接

埋土 1 暗褐色砂質土 ローム塊混在 2 !.月褐色砂質土 ローム塊

合む 3 1l{1 黄褐色砂質．．t. ローム粒含む

破片総数 088迫構土師器甕l 杯］

備考 086,087追構及び088追構西側は木根痕か

遺構写真 AB 086追構 CD 087迫構 EF 088追構

144 



3 古代・古墳時代土坑 089,090,132~134漣i札『
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位置 D5D6 

重複溝072遺構よ

I) 090遺構は古く

089迫構は新しい

埋土 1 黙褐色砂

質t B 軽石混じ

る 2 にぶい黄褐

色粘質土 3 黒褐

色粘質士炭化粒

ローム粒含む

4 褐色砂質土 B 

軽石混じる 5 暗

褐色砂質土 B 軽

石混じる 6 黒色

粘質土炭化粒混

じる 7 褐色粘質

土 FP 軽石ローム

L=76.90m 
A<r- _.,A' 

+ 
675.C 

ヽ゜
2m 

ニ。｀~
ふべ‘マ崖，
らへ言

粒含む 8 黒褐色粘質

土 ローム粒含む

9 褐色砂質土 B 軽石

混じる 10 9層にロー

ム粒含む 11 暗褐色粘

質土

遺物 090遺構より須恵

器蓋（820) 出土するか

072遺構の可能性もある

• 
674-'r5E知〖□□》•A

L= 76.70111 

A~. -<>A' 
4 

六

゜ 2m 

破片総数 090遺構土師器杯4 備考 133遺構は形

状やや風倒木痕に似る

遺構写真 A 089遺構 BC 132遺構 DEF 133遺構

G 090遺構 HI 134遺構



3 古代・古墳時代土坑 091~093,137,140,144遺構
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0 2m 

位置 C6 (093,137,140) D4 (091,092) E4 (144) 重複 092追構と溝070追構

及び140追構と竪穴1 i:},i,'028追構との関係小明 埋土 1 II•打褐色砂質十． B 軽石混じ

る 2 賠糾色粘質!·. ローム塊褐色t塊混{I: 3 I培褐色枯質.I. FP 軽石混じる 4 !.I:'. 

褐色粘質十． FP 軽石混じる 5 暗掲色粘質十． ローム粒含む
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備考 093遥構の2層は人為的な埋土。

遺構写真 A 091追構 B 092遺構 C 144遺

構 D 093迫構 E 137逍構 FG 140遺構
し＝ 76.60111
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3 古代・古墳時代土坑 094,095,100,130,131遺構
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位置 C5 (094,095,130,131) C7 (100) 

重複 095迫構は掘立061追構より新しい 094遺構

の北東に竪穴住居048遺構が近接 埋土 1 黒褐

色砂質土 B 軽石混じる 2 1層にローム粒混じる

3 暗褐色粘質土 4 暗褐色粘質土 FP 軽石混じる

5 暗褐色粘質土 ローム粒含む
826 

種子

130 
屯> X 

屯
゜

o 0 

□□--<>A 

.. 芦：三
-ocmi/ 

メ

678.C 

' A<>- --0A 
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L= 76.90111 
O 2m 

遺物 094遺構埋土より土師器杯 (826) と炭

化種子 095遺構埋土より炭化有機物付着の同

杯 (831) 出土 破片総数 094遺構土師器

甕125 杯12 095遺構土師器甕25 杯5

備考 094遺構の遺物は048迫構と関係あるか。

遺構写真 AB 094遺構 C 095遺構 D 130ill 

構 E 100追構 F 131遺構
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3 古代・古墳時代土坑 097,098,101,138遺構
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D¥  

031 

87 C7 

ち； i 

位置 C 6 (097) C 7 (098, 101,138) 

重複 097, 138追構と竪穴住居030迫構は

関係不明 138迫構は竪穴住居054迫構よ

り新しい 098追構は竪穴住居032迫構よ

り新しい 101遺構の束に竪穴住居031遺

構が近接 埋土 1 黄褐色粘質土

2 暗褐色粘質土 3 硬質黒色土塊 4 暗

褐色粘質土 炭化物含む 5 暗褐色粘質

土 黒褐色土ローム粒含む 6 暗褐色砂

質土 7 6層に炭化物含む 8 6層より明

色 9 8層に炭化物焼土含む 遺物 097

J=l~, こ
0 10cm 
I I 

454 

` ¥ C6 

`
8
f
 

し＝7710111

0 2m 

032 I , 
、

‘" ヽ
、

ヽ

` ̀̀  ̀  ̀  J—` ` ̀ Ci5 ----

遺構埋土より炭化有機物の付着する

土師器杯（832) と須恵器高杯（454)

出土 破片総数 097遺構土師器甕

20杯2 101遺構土師器甕2 138遺構

土師器甕3 杯1 備考 いずれも短

期間の人為的な埋没。 遺構写真 A 097, 138遺

構 B 138遺構 C 097迫構 DF 101遺構 E 098 

迫構



3 古代・古墳時代土坑 102~104,106,107,123遺構

C71 
833 三('\A←〖□》→AC61 ~I~! し含

i ー  ]803c3 m 

: 攻◎ \ ダ）） Jl し＝ 76.90111 

A• —oA' 

＼勺 ¥ 一
ぷノ, 0 

ら
2m 

゜
L= 7690111 ご／2m ざし

浴 x
J 
C‘ 0104 

C)103 

位置 B6 (103,104,106,107,123) C6 (102) 重複 107遺

構は縄文土坑108遺構と盾複 埋土 1 暗褐色枯質上焼土含

む 2 暗褐色粘質土 炭化物含む 3 暗褐色粘質土黒色土塊

混じる 4 黄褐色粘質土粘土含む 5 暗褐色粘質土 ローム 三4
0 10cm 
I I 

• 

合
枯
り
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L=77.00m 

゜

• 835 三」
8`35 

學種子！ 」0cm

杯8 103遺構土師器甕8 杯27 須恵器杯1 106遺

構土師器杯1 107遺構土師器小片21 遺構写真

A 104遺構 B 102 

遺構 C 103遺構

D 107~109遺構

E 123追構

F 106遺構

G 107遺構
．．、と・＂

し 9‘•• 



3 古代・古墳時代土坑 110,111,119,120,122遺構
メ

68LF 

｀ここト
゜ 2m 

c
c
ノ
／

ロ
ぶ
／
＞

¥
 

ぐ

i
o
l
l
O
 

。
D
5
ぐ
0
1
2
0
0
1
1
1
 

。

7

Q>

B
 

OD  
e 

B軽石含む 5 暗褐色粘質土 ロー

ム塊混在 6 ローム塊 7 黒褐色

士とローム塊混在土 8 4層より暗

色 9 黒褐色粘質土

備考 122遺構はほとんど掘り込み

確認、できず。

位置 B7 

重複なし 122遺構は

竪穴住居042遺構に近接

埋土 1 黒色粘質土

c軽石含む 2 暗褐色粘

質土 3 1層にローム塊

含む 4 暗褐色砂質土

/ 
--/-
680.5.f 

\ • A' 
A-1-

122 遺 A 11凋隅

\A←：口A
遺構 C 119遺構8 111 

D 120遺構

—oA' 
L=77.80m 

A• L=7700111 • A' 

2m A• —` 

゜
2m 

゜

150 



3 古代・古墳時代土坑 114,116~118,127,136遺構

B7 

唸 X

゜0 
i
0
 ゜
0114 0136 

O
項

。

位置

重複

87 (114,116,118,136) 

118遺構と竪穴住居039遺構及び127遺構と溝073迫構

との関係不明

A
↑
'
|
。

A
'

(
 

ー
A

•[]•

A 

）＼口839
9 1IOCIn 

埋土 1 黒色粘質土 2 黒褐色粘質土

粒含む 3 暗褐色粘質土

\ 

B8 (117) 

C 軽石含む

C 7 (127) 

し＝77.20111
A0-- • A' 

—\~--/— 

4 1層にローム塊含む

ローム

5 暗褐

色砂質土

ム粒含む

遺物

上

B←。→B

B• -B 
1 

て文三ク3
4 

B軽石含む

3口
↓3

`
3↑
↓
い
）

し＝ 7730111

゜
2m 

136遺構埋上より上師器病杯 (839) 出

` 

破片総数

6 5層より暗色でロー

117遺構土師器甕2

136遺構土師器杯1

備考 118追構は竪穴住居と共に掘ったがかな

゜ 2m り深し‘°
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L=7730111 
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シロ：：ロ— 2m 

遺

構

A 114迫構

E 118迫構

B 116遺構 CD 117迫

\ 
039 

----oA' 

L口゜ 2m 

151 
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3 古代・古墳詩代土坑 128,135,139,142遺構

c` >

0142 

唸X

c\、C
、C

L= 7G.90m 
゜ 2m 

位置 B 7 (128,139,142) 

C 6 (135) 

重複 135追構と竪穴住居020迫構

142迫構と竪穴住居034遺構及び

128,139迫構と掘立065遺構が近接

埋土 1 II行黄褐色枯質土 ローム

黒色土粒含む 2 黒褐色粘質土

ローム粒含む 3 黒褐色粘質土

三0 10cm 
1 ,  

•• , 
840 

/
8
 

ヘ

脅
人
口l8
 

:6  

~l =J 
837 

9 lIOcm 

□cm＼ロロ[]--0A
C6 

ー
、
一

C5 

A• 8 --0A' 
こ

() 01 し＝ 76.BOm
0 2m 

褐色土ローム粒含む 4 3層にローム塊含む 5 黒褐色粘質土 ロー

ム粒含む 6 黒褐色砂質土 7 褐色粘質土 8 褐色砂質土 B 軽石

含む 9 暗褐色粘質十． 10 黒色粘質土炭化粒含む 遺物 128

遺構より土師器杯（836,837) 135遺構より須恵器瓶（838) 139 

遺構より土師器杯（840) 142遺構より凝灰岩管玉 (973) 出土 836 

と 840にはスス付着 破片総数 128遺構土師器甕20 杯2 135遺構

土師器甕4 杯3 139遺構土師器甕2 遺構写真 AB 139遺構

CD 128遺構 EFG 135遺構

838 



3 古代・古墳詩代土坑 141,143,145,146遺構
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位置 B8 (145) D3 (141,143) D 

5 (146) 重複 141追構は竪穴住

居056遺構を壊し 143迫構は溝076遺

構と近接 埋土 1 暗褐色粘質土

ローム塊多く焼土粘土粒含む

2 黒褐色粘質土 3 褐色粘質土

一ロ
676.I 

A• • A' 

一

゜

D4 

x

/

 

8
0
 

3
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D
\
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、

、
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\ 

2m 

L=75.2011, 
゜ 2m 

遺物 146遺構より炭化有機物の付着した土師器杯 (848) 出土

破片総数 141遺構土師器甕2 143遺構土師器甕4 杯1

備考 141退構は竪穴住居056遺構の鼈を壊す。 145迫構は当初竪穴住居を想

A8 

を
i

B
 

x
>で

゜

B8 

—oA' 

L= 75.90111 
A0--- —oA' 

定して掘ったが、それを証明する特徴がない。

遺構写真 A 141迫構 B 143迫構 C 145追構
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4 時期不明 047退t札［（竪穴住居）

‘\ 

ずrec
心こ I ぶ＞
炉ヤ，：氾，）
、一ーシごジ
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A • 

g
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ー
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A
 

一

B7 9 II¥ 位置 B7東側
¥ 

重複なし\ 

\ 
埋土 1 暗褐色粘質I:

2 黒褐色粘質t 3 2層

にローム塊多く含む

4 暗褐色粘質土 ロー

ム塊多い 5 黒掲色粘

゜
質上 ローム塊多い

6 黄褐色枯質土 炭化

L=77.30III 
2m 

□] 

物多く含む 7 褐色粘質土 炭化物混じる 8 黄褐色

枯質土炭化物と焼土含む 床面積 9m2 中央やや

南東に粘土塊 鼈南東角 柱穴中央に掘り方

調資時に深さ 50cmの柱穴検出 破片総数土師器甕

9 杯5 備考 形状は竪穴住居045遺構に極めて類似

している。古墳時代後期の可能性が大きい。 遺構

写真 A 東西土層

B 南北土層 c 掘

り方 D 掘り上か

り E 硝 F 床面

粘上塊断面

051 遺構

位置 B7東側

重複なし東に050遥構西に033迫構の両竪穴住居か

近接 埋土 1 黄褐色粘質土 2 にぶい暗褐色粘質土

炭化物ローム粒混じる 3 暗褐色粘質土 ローム塊合む

4 にぶい黄褐色粘質土 ローム塊多い 5 黒褐色枯質土

炭化物多量に含む 6 炭化物焼土混在上 7 軟らかい

、、］



時期不明 051,055迅H栂（竪穴住居）

貼リ休

床面積 5m' 

竃なし

柱穴 中央に掘り方調森時に

B7 0 

゜
深さ 30cmの杜穴検出 また

東西の収際に25cm ピット 3

個見られる

破片総数 ＿I帥悩甕l(i杯3

備考 規校は最小で、形状は竪穴住居045遺構

[3 
4へ、

に類似してしヽる。古墳時代後期の可能付か

大きしヽ。

遺構写真（ Iiij頁） A 東西 1．層 B :t)か） 1•かり

c 掘り方 D 南北I層

/
g
 

\ 

一乙

`
H
?
_
 

055遺構

位置 D4南東側

重複西側で竪穴住居003

追構を壊し 東側で未命

名溝と溝077遥構に壊され

る 埋土 1 暗褐色粘

質土 FP 軒石多い

6 

□
覧

\ //, 

•g 

L= 7 720m 
゜ 2m 

/ 

003 
／ぎ

L=  75.60111 

2 灰色粘L 3 1層にローム焼土粘1ー．粒合む 4 軟らかい

貼 l) 床 床面積約8而中央北側に焼土含む粘土塊残

る 鼈不明 柱穴中央に掘り方調森時に深さ40cm

の柱穴検出 破片総数土師器甕34 杯10 須恵器杯l

2m 備考 形状は竪穴住居045逍構に類似している。古墳時代
ゴ

後期の可能性が大きい。 遺構写真 A掘り上かリ BC 

粘t}鬼検出状態 D 掘 1) }j EF粘土塊断面
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062遺構

時期不明 062~064遺構 （掘立柱建物）
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V 
位置

埋土

C6西側 重複

1 暗褐色枯質 1·.

宝
0-o-o 

§ャ｝
0-0-0 

ム粒含む

• H 

一0J, 

言
し＝76.70 m 

L ←ーL'

冑
゜ 2m 

竪穴住居028,029遺構との関係イ澗l

FP 軽石含む

庇

備考

4 1 層よリローム粒多い

柱穴問隔 東西1. 8 m 

2 患褐色粘質―-I••

規模

南北1. 1 m 

18m' 

3 褐色枯質土 ロー

東西 3 間南北 2 間南側

破片総数 土師器杯2

束辺と西辺の中央に深い柱穴があり、庇部分が建て杯えられたもの

か。古代の可能性があ

る。

遺構写真 ABC 柱穴

D 1k111) -|-.かり
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063遺構
C6南西側位置

重複 なし 掘立杜建物062迫構か北西側
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にやや近し、

埋土 1 |l{i褐色粘質!·. FP 軽石ローム粒

含む

破片総数

遺構写真

t •. n巾悩甕7 杯3 備考 的車風の建

物で方向から考えると古討し1l,f代の可能1牛あり。

C6 

n
 

質I-. 

規模

2 児褐色粘

8m2 東西 2

廿廿i付』t 2 1ー：廿紐怠ji.

柱穴間隔 1.4 m 

屯X

亨

0-0-o 
I I I o o 。
I I I 
0-0-0 

掘 I J Lがリ 00 

\~ 

竺 X

完）

゜

C6 

゜

゜

ー
、
一

` 

l
1
0

』

!
]
百0
I
O

ー
。

0

[

 

/

0

0

 

D
I
O
/
Q
 /°も＼

。。

I I 
。。

＼文。

マ、ミ~

ー
、
―
’

゜
゜0° 〇

゜

0
ー
。
＇O

o

o

 

064遺構
位置 C6中央 重複竪

穴住居026追構との関係不明

掘立柱建物061逍構が北東側

に近接 埋土 1 暗褐色

枯質-I". FP 腎石ローム粒含

む 2 黙褐色粘質t 規模

24m' 東西 2 間南北 2 間

柱穴間隔 東西2.4m 南北

2.6m 内部のピソト関係不

明 備考 061迫構と似た

軸方向で古代の可能性あり。

遺構写真掘り上かり
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4 時期不明 065,066遺構（掘立柱建物）
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C5／三1；/Q尋◎◎言（
027 

066遺構（ピット群）
唸穴住居

020,027,048遺構と近接 柱穴図の太線か

（な采：、口こカ卜‘、 図i::1 :]ーロニ］勿t＇□ 。4〉◎ \~')~ -l(P,----= ⑨ 
呵複であろう。 <Q \_~•:::: 

ｮ 
揺リ上かり

----、込〇＼＼◎◎）。

C6 

゜

• 

位置 C 5 C 6 境昇

くつかの建物び

遺構写真

重複悲

—ov 

B7 

口 IB6
『

Q今
o 0 0 

\ \ \ 

n 
。翌o→

i゚。
065遺構
位置 B6B7撹

芥 重複縄

文比石157追構と

屯複 規模

13m' 東西 2 |Hl 

怜i」じ 3 | h] 糸怠tiー・

＼
ぃ

\\ 
、
\
‘

、
＼
い

屯 x

ぢ

柱穴問隔 南北l.Gm 東西1. 4 m 

数 1．．師悩甕l 杯 l

的¥風の建物。

遺構写真掘り「かり

備考縄文面で検出。

破片総

+ 
67EiS:F 

こ） ゜ 4m 



4 時期不明 073 漣i札［（溝） ー
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L=7740m 

Ao— 

巳）
L=7720m 

C• 

—eC' 

+ 
679E 

+ 
67aD 

L=77.20m 

B• • B' 

-\----/— 

断而図
゜ 2m 

052 

位置 B7C7 

重複竪穴住居032,050,055:迫

構より新しい 土坑127迫構と

関係不明

走向 南北方向直線状

断面形 U 字形

埋土 1 黒褐色砂質土 2 黒

褐色粘質土

031 備考竪穴住居との関係から

見れば古代の可能性がある。

遺構写真 At層 8050追構

との重複 C032遺構との重複

030 

平面図
159 

゜ 4m 



4 時期不明 079漣i札§ （畠）
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゜
し＝ 7660111

0 2m 

f―戸）

位置 C6中央

重複竪穴住居026,027遺構・：I：坑 131迫構と近接

走向 南北方向 11 条東西）j向 1 条のサク 間隔0.9m

埋土暗褐色粘質土 FP 軽石ローム粒含む

備考 本米の畝は無くなっている。竪穴住居との関

係から見れば古墳時代の可能性がある。低地で水田

は確認されず、作物は不明だかこのような畠が検出

されたことは、示唆的である。

遺構写真 A掘り上かリ（南から） BC掘り上か

リ（南西から）



5 遺構に伴わない遺物竪穴住居投棄遺物002~011遺構

て竺

002 008 

' ' ,
01 

1

0

1

1

 

019 

021 

003 

`023  

025 

004 

035 

006 

こ

036 I ~,。

0671口／

て

005 

0 91 

007 
008 

¥==086  e,090  

047 

` 
089 091 

009 

ー＝＝ェ＝＝＝

ら 0 こ
11D 112 111 

ロ

094 

/|己
103 

10cm 
I I 

二6.層()()
105 

010 

114 

011 

115 

118 

.110  

103 _.. Ill 

11111  . 
123 

120 
113 125 

002遺構

形自然石

004遺構

006遺構

007遺構

(005) 土師器小形甕 (008) 小形粗製土器 (009,011,012,016~019) 円筒

003遺構 （021) 土師器甕 (023) 同小形甕 (025) 同杯

(035, 036) 土師器杯 005遺構 (043) 土師器杯

(045~047) 須恵器杯046は内外面スス付着

(060) 土師器杯 (067) 須恵器杯

008遺構 (086,089) 土師器杯 (090) 小形粗製土器 口縁内面にベンガラ付着孔あり

(091) 須恵器甕 009遺構 (093,094) 上師器甕 （096) 同壺

010遺構 (l oo) 土師器杯 (1 02) 須恵器杯 (1 03) 同蓋内面スス付着

011遺構 （ 110,111,112,116) 土師器杯黒書116内面は炭化 (1 13) 須恵器杯 (118,120) 

須恵器蓋 (1 23) 円筒形自然石 (1 25) 土師器杯



5 遺構に伴わない遺物竪穴住居投棄遺物012~017遺構

下竺主三ぞ
—- -吠~ 139 ヽ

\ 吋ープ ＼立

~149 Qz},so 
..---ム＝＝＝エ

3 立
151 

す ーエ
＝ュ，ェ

t ©竺
I 53 154 

で零ニマ
138 

149 152 154 155 

0 10cm 
9,  

~129 

99 

138 143 ...,134  

こ
135 139 . ..  145 131 

126 

—` 

127 132 136 140 146 

" ッ156 128 
137 141 157 

012 

012遺構 (1 26~128)土帥器甕 （129) 同盤スス付着 (131,132) 同杯 '(134~137,140,142, 143) 

須恵器杯 （ 138,139) 同皿共に炭化有機物付着 (1 45,146) 同茄 (149,150) lnl黒

書杯 (1 51~155) 土師器果書杯 (1 56)|]節形自然石 (1 57) 須恵悩壺

この竪穴の投棄遺物には県青杯か多い

” 汀〇158 . I --0、\169
014 

1 60 

163 □~-j 
| 

□ 440 

175 

015 

013 

` 
013遺構 (1 58) 土師器甕 (1 60) 須恵器蓋

014遺構 (1 63) 土師器杯 (1 69) 角柱状土製品 酸化焼成小石多く

含む

015遺構 (1 75) 須恵器杯 (440) 砥石 スス付着

1831 
19~ 196 

016遺構 (182,183) 土師器杯
016 017 

017遺構 (1 95,196) 円筒形自然石
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5 遺構に伴わない遺物竪穴住居投棄遺物018~020遺構

雫
220 ( 221 で，9- 123 

ヽ一103 220 221 198 115 

い璽ー 216 

117 

018 

\ 
255 

ロ喝砥~ 256 
246 

241 242 
ミ下

259 243 

019 
疇

247 

245 

0 10cm 
I l 

274 
274 254 248 

150 253 153 257 020 

018遺構 （ 198,199) 土師器小形甑 (201,220) 同小形壺 220は内外面炭化有機物付着

(203,206,212,213,215;216) 同杯 203は内外面炭化 (221) 土錘 酸化焼成

(223,225,227,229) 円筒形自然石

019遺構 （241,242) 円筒形自然石

020遺構 （243,245,274) 土師器壺 274外面炭化有機物内面スス付着 （246) 同甕 (247,248) 

同小形甕 （250,252~254) 同杯 (255) 同高杯 (256,259) 須恵器高杯 (257,273) 

同杯 273外面炭化有機物付着 (258) 同椀 （ 263,264) 円筒形自然石

この竪穴には他に砥石 (261) を含めた玉顆チップの大贔投棄かある
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5 遺構に伴わない遺物竪穴住居投棄遺物022~024遺構

ー
巳

-0 9 ̀
.181  

284 

293 

022 

293 . 282 

304 

185 ....,288  

` 
292 

306 
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こ
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346 

三エ虞5: 
下：
ロ

、
ー
,
Cふ
a
-

、口、ロニご 347 

0 10cm 

’’ 

022遺構 （281,282) 士師器小甕 (284~292) 同杯

炭化有機物の付着する三角形状土製品 軟質酸化焼成

円盤形自然石 厘最66g 他に滑石チップ投棄あり

023遺構 （306)土師器小形甕 内外面炭化有機物付着

同杯

024遺構 （315) 土師器杯 口縁に炭化有機物付着 （317) 同甑 (320) 同

黒書杯 「田」だろう (321~323,325,326,328,329) 同杯 (330) 須恵器

杯 (331) 同皿 (333) 同高杯 外面に炭化有機物付着 (334) 同椀 (335) 

同瓶 内外面自然釉 （336) 円筒形自然石 (338,343) 土師器壺 (339,341) 

同甕 （340) 同小形甕 (345~348) 平瓦 345,346には炭化有機物付着他

に粘土を含めた玉類チップの大量投棄がある

(293) 

(304) 

(307,309) 

333 

335 

323 

雪言冒冒露 334

024 

~331 

賣343

315 

326 

328 

330 

339 

341 

ー . 



,,,ふシ 謬心9, 99へ9'灰恣9 9,: ;,9,99妥9,9,'Y' 9災9芯心9,9'べ；，

い遺物略穴伴居投棄遺物025~0

／邑
356 

356 

頂凶ふ
370 

] 
こ

359 025 

373 

゜
10cm 

~ 
373 387 

026 

381 377 

ーなへ9-

一 今 疇·
028 417 419 410 

鬱 444

443 

399 

358 

` 350 

` 
363 361 362 

351 

宣 古 ヽ 曹
410 411 410 411 

404 

400 

.“ 亀
"
·
も

●
患
パ
・

亀
ヽ
夢
・ 413 

401 027 

413 

029 
424 438 

448 446 

025遺構 (349,350) 上師器甕 (351, 

352) 同杯 (354) 須恵器杯 (356) 同

刻書杯 (358~363) 平瓦 (370) 土師

器墨書杯「田」か

026遺構 （373) 土師器壺 内外面炭化有機物付着 （377) 伺

大形甑 (381) 須恵器高杯 (386,387) 土師器杯

027遺構 （395) 土師器小形甑？ (397,399~401,403,404) 

同杯 （410,411)粗製小形土器 (413)粘土塊一括

028遺構 （415,417) 土師器甕 （419,420) 同杯

029遺構 （423,424) 土師器甕 (438) 同杯

030遺構 （443) 土帥器椀 （444~446) 同甕 (447,448,450,452) 同杯 (454) 

小形粗製土器 (455) 円筒形自然石

` 
452 

455 450 

` 
453 噸
030 

165 



5 遺構に伴わない遺物竪穴住居投棄遺物031~033遺構

' =-———— 

。

0 10cm 
I I 

て冒4こ／6

/ 
463 

` 
466 

459 470 

ど

475 458 476 

` 
460 

468 

墨
492 

494 

478 

, 
4
 i032 
9

3

 

, 

4

4

 

パ‘505 
鴫► 505 

031 
ヽ—

031遺構 （456,459) 上師器壺 （458) 同甕 （460,476) 同小形甕

(461)同腺外面全体と内面上1切炭化 (463~465)同杯 463,464 

外面スス内面炭化有機物付着 （466~472) 同杯 466内外面炭

化有機物付着 467外面下位炭化 (474) 須恵器蓋 （475) 同腺

この竪穴へは土器が大量に投棄された 腺形など特徴的である

(478~480) 同甕 （485,487,492,493) 同杯 (494) 須恵器高杯032遺構 （477) 上師器丸甕

(497) 円筒形自然石

033遺構 （ 502) 土師器杯 (505) 小形粗製土器
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5 遺構に伴わない遺物竪穴住居投棄遺物034~035遺構

51)'`55  

5Ob,  

f53リ929034
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5 遺構に伴わない遺物竪穴住居投棄遺物034~040遺構

034遺構（前頁） （506) 土師器丸甕 内外面炭化有機物付着 (507) 同甕 (514,515,517~520,523) 

同杯 517内外面に炭化有機物付着 (528) 士製鞠羽口か 酸化焼成外面スス付着 (529) 鉄滓

(535) 円筒形自然石 (538) t師器高杯

この竪穴へは他に上製玉 (539) が投棄された

035遺構（前頁） （540) 土師器小形甕 （541) 同壺 （542,559,560,561,563,564,566~570) 同甕（542)

外面スス内面炭化打機物付着 (543) 同小形甑 （ 544) 同椀 内外面炭化有機物付着

(545,546,549,550,553~555,557,558) 同杯 （551,552) 須恵器杯 （ 551) 外面炭化有機物付着

(571) 同大形甑使用痕不明 (573,574,575) 同高杯 （577,578) 円筒形自然石 （579) 石板

この竪穴への土器の投棄も甕顆を中心に大鼠であるもちろん579は古墳時代のものではなく近

代のものであるなお034遺構の出士遺物土師器小形甕 (562) はこの竪穴への投棄破片と接合し

たため同遺構に伴わない可能性かある

冑

ととー583“ •• 
623 038 

039 

601 

037 

ロ｀643l`  6二—-0cm

、 670
"11111全壽ワ , 

667 

616 

665 

672 

040 
168 ~

 

036遺構 （580) 土師器杯 (582) 小形粗製土器

(583,584) 円筒形自然石

037遺構 （601) 土師器杯 (603) 円筒形自然石

(606) 円盤形自然石 重最23.8 kg 

038遺構 (609,616) 土師器壺 (619,623) 同杯

(625) 偏平自然石重贔1.9 kg 

039遺構 (639,641,643) 円筒形自然石 (657) 

土師器杯 (658) 同椀

040遺構 (664,665,667) 土師器甕 （666) 同長

頸壺 (670,672) 同杯 (673) 平瓦
613 



5 遺構に伴わない遺物竪穴住居投棄遺物041~045遺構
`

]

6

9
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695 
i ¥ 

患
》ー

ー
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041 

` 
043 

□[--------

77 、f
718-723 ー·727

` 
716 

-,  732 

戸
706 

044 

I 

ーーこ い《こ疇□囀
045 

708 

“載、一

708 

702 

042 

¥n--9 

744 

705 

743 

707 

041遺構 (692) 土師器小形甕 (695) 同甕 (697) 須恵器墨書菌「成」字焼成やや酸化ぎみ

で軟質 内面スス炭化有機物付着 (699) 土師器杯

042遺構 （702) 土師器杯 内外面炭化有機物付着 (703) 同甕 (705) 須恵器杯 (706, 707) 

平瓦 （708) 土師器小形甕 外面炭化有機物付着

043遺構 （712,713) 土師器甕 （716~718) 同杯 （722) 須恵器杯転用硯見込み摩耗痕 内

外面スス付着 （723) 須恵器杯 （725) 平瓦 （726) 丸瓦 内面スス付着 (727) 須恵器甕

044遺構 （731,732) 土師器杯

045遺構 （743) 土師器壺 外面スス付着 内面研磨痕（744) 小判形自然石 重羅0.8 kg 
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5 遺構に伴わない遺物竪穴住居投棄遺物046~056遺構

753 

尺
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疇｀．
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788 

773 口

>'m`

052 

9ぉ．り·慇~：冑 . 
ヽ

789 ヽ● ..  -9・・→ー・ 9

794 
790 

一
046遺構 (748) 土師器小形甑 （749) 同杯

790 マぶ吻
(751,754,757) 同壺 (752,755,756, 

792 

758) 同甕 (753) 長胴壺 753は珍しい

793 
器形である

053 
048遺構 (765) 砥石 炭化有機物付着

• 
049遺構 (767) 土師器杯 (768) 土師器高

杯

796 050遺構 (770) 土師器小形甕 (771) 同小

79/ 
056 

形甑？

051 遺構 (773) 土師器甕？ 器形不明

052遺構 （775,777,779,780) 土師器杯 （778) 同椀 内外面スス付着

053遺構 （788~793) 平瓦 790は裏側に炭化有機物付着 (794) 土製闘羽口 鉄滓(318)

鉄小片 (319) も投乗遺物に見られる （掲載せず）

056遺構 （796) 土師器杯
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5 遺構に伴わない遺物竪穴住居投棄遺物058遺構

冒〗り
= ＇一—\ 

` 
058遺構 (803) 須恵監杯 酸化焼成 (805,806) 

゜
03 

土師岱杯 (807)同暗文杯 螺旋花文状

(808) 砥石 スス付着
I ,, 807 

口 808 

' 
ヽ 璽いプ i i 

6遺構外遺物
803 

807~6 

調森時に用地路線区で取り 1：げたため、その
808 058 順に南東側から記す。（ ）内は座標区画

`f)j)/11f!/ 
842 

670.5 

□4-、
671.5 

ロ／□
673 '

851 

676 

゜
-Q- 芯. 

998 854 . 998 
676.5 854 

0 10cm 
I I 

X 

106 

ｷ852  

疇|
678.5 

塁〇

ロミ［ご
ロ
戸曹

859 

861 

: ¥ | 

:l3] 
679.5 

666(F3) (1 65) 瓦質上器火鉢？

一-847 

678 

. 
846 

710 

679 

856 857 

858 855 

670.5(D 4) (842) 土師器杯

861 

862 

(843) 円筒形自然石 671 (E 5) (845) 須恵器甕 削り調整 (846) 

鉄滓 671. 5(E 5) (844) 土師器杯 672(D 5) (847) 須恵器椀

(849) 円筒形自然石 673(D 5) (1 06) 瓦質士器鉢 (850) 土師器

杯 675(D 6) (997)銅銭 煕寧元宝 676(C 6) (851) 土師器

小形甑 676. 5(C 6) (998)紡錘車形鉄製品 678(B 6) (710) 

瓦質土器火鉢？ 外面スス付着 678. 5(B 6 B 7) (852) 土師器杯

(854) 小形柑製土器 内外面炭化有機物付着 679(B 7) (859) 

土師器壺 679. 5(B 7) (855~858) 土師器杯 856,858にはスス付

着 (860) 小形相製土器 スス付着 (861,862) 須恵器高杯 (863) 須恵器提瓶原く自然釉

かかる 861,862,863の須恵器は 065遺構と 041遺構の中間から出土
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683 872 

` \ 祖笞乞全玉苓こ―,877

諷：
0 10cm 
I I 

877 

874 875 . 
不明

、、·-べ心",応<泣`ヅ心ふ心=>✓,,, 

873 

871 

683.5 

こ
日4

878 I 覧314
北西側低地試掘

841 

680. 5 (B 7) (864) 須恵器椀 (865) 円筒形自然石

681 (B 7 B 8) (866) 上帥器壺 コバメ調整 （867) 土師器椀 （868) 土師器小形壺 コバメ

調整 (974) 鉛鉄砲玉 (999)銅銭 文久永宝

681. 5(A 7) (869) 須恵器甕

682(88) (244) 瀬戸美濃灰釉甕 （870) 須恵器杯

683(B 8) (872) _t-.師器甕 コバメ調整

683.5(A8B8) (871) 上師器壺 コバメ調整 (873) 土師質土器杯

出土位置不明 (841,874,875,878) 土師器杯 841 は暗文 （877) 須恵器杯転用硯 見込み摩

耗スス付着

北西側低地試掘 （314) 磁器五彩上絵椀

破片総数（路線区669欄には669 と 669.5 を含めた数を記す）

路線区 669 670 671 672 673 674 675 676 677 678 679 680 681 682 683 

土師器甕 4 114 297 83 30 22 218 129 170 578 573 130 252 101 91 

土師器杯 6 105 79 60 19 17 76 151 90 324 440 72 30 18 4 

須恵器甕 5 1 1 6 6 1 2 1 

須恵器杯 20 63 28 7 1 4 16 45 1 1 2 

中世以降 2 2 



6 遺構外遺物（周辺表採資料）

←疇 884 

880 
I I ¥__J 鳳＼｀

879 
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~I豆 I¥ 

蕊885 [ I I 888 
原之城居館
西側畠 ——-] ' 

• 
墨鬱 ：二二］ ーーニーー；8] 霞Iに1l 1 欝

/ I 889 

882 0 10cm 
原之城居館北側ハウス前

881 

一 884 • 885.883  

噂· O ℃ 
886 

887 888 889 

：・じよ口［ロ
天野沼下 ／ェニコこ 892 

原之城居館西側畠 （879) 石鉢

原之城居館北側ハウス前 （880) 土師器杯 炭化有機物付着 (881) 土師質上器杯

炭化有機物付着 (882) 士師器高杯 （883) 須恵器高杯 (884)瀬戸美濃柿釉鍋

スス付着 （885) 須恵器椀 （886,888,889) 円筒埴輪 (887) 形象？埴輪

破片総数土師器甕72 杯24 須恵器甕1 杯5 埴輪3

天野沼下 (890) 須恵器甕 （891) 須恵器椀 炭化有機物付着 （892) 丸瓦

破片総数土師器甕7 杯4

-9l  

卵·殴
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資料編

縄文時代の遺構と遺物

ここに示す資料は、八寸大道上遺跡調査によって得られだ

多数の遺構・遺物を網羅的に掲載している。

遺構については、縄文時代に使用されだガ、もしくはその

可能性が高いもの全て1こついて報告している。

遺物については、各時期、各種類の土器・石器類を図示して

いる。

ここに、資料報告しだ諸資料は、群馬嗅埋蔵文化財センタ一

に保管してある。
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集石遺構
被熱硬が集積された状態で検出された一群の遺構を集石遺構としてあっかった。縄文時代の遺物己含層を

調査する過程で検出され、計14払存府する。各集石下には土坑は認められていないか、いすれの礫もローム

層をやや削り込んで検出されていることからみて、浅い土坑を伴う可能性か高い。喫は、火熱によリ亦化も

しくは破砕したものか多い。赤化状態をみると、全面におよぶものもみられるか、部分的に亦化したものか

多い。このことは、喫か置かれた状態て火熱を受けた結果とみられ、比石逍構の使用方法を考える土で参考

となろう。
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礫ははとんどか赤化している。中に

はスス状の付培物も認められる。亦

化のしかたは、硬の一部のみのもの

もみられ、置かれた状態で加熱され

たことを示している。

U 50cm 竺唸唸屈臼

礫ははとんどか赤化している。使用

礫の総重量はおよそ50kgと今回調査

された艇石逍構の中では大刑の部類

である。硬は祖粒安山岩およひ浴結

凝灰岩か主体を占める。

9 1 
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今回検出された集石遺構の中で最

も規模の大きなもので、使用礫の総

重量は約70kgにおよぶ。礫も広く分

布し、集中部分には石組み状の構造

ともみられる部分もあり、注目され

る。また、この遺構からは、鵜ヶ烏

台式土器の底部欠存する深鉢形土器

か出土している。

150遺構

---OB' 

③も③

□
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10個程度の喫で構成される比較的

小規模の集石遺構である。礫材は、

粗粒安山岩、溶結凝灰岩、ホルンフェ

ルス、砂岩か用いられている。

150遺構出土土器 (1001)

撚糸文系土器の口縁部片。単軸絡

条体 I 穎で R か粗く巻かれる。
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152遺構出土土器 (1003)

撚糸文系土器の口縁部片。単軸絡

条体 I 類で、 R か巻かれる。
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使用礫の総重凪約30kgと中程度の

規校の集石逍構である。焼硬の集梢

部周辺にも焼礫か散布している。

151遺構出土土器 (1002)

細隆線による区画文内に沈線文か

加えられる。また、文様の交点には

円形竹管による刺突文か付される。

胎土には繊維か混入する。鵜ヶ島台

式土器の胴部片。

使用礫の総重量約30kgと 151遺構と

同程度の規校をもっているか、用碑

の集中度は本遺構の方か高い。硬は

かなり赤化、破砕しておリ、火熱を

受けた痕跡か明瞭に残っている。
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153遺構
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使用礫の総重幡は20kg程度で、中

規松の果石逍構である。1i繋材は、 l容

結凝灰岩と机粒安山岩によリ構成さ

れ、他の石材を含まない。

154遺構

153遺構出土土器 (1004 、 1005)

/ ］イロ材心文様帯 I
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゜ロ縁部に沿って平行線文か巡リ、

-
9
8
 

］側に面を
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使用礫の総重量は約20kgで中程度の規模をもつ集石遺構で

ある。集柏状態をみるとやや分散的て、広かりをもっている。

礫はいすれも赤化しており、 火熟を受けている。
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155遺構
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使用差の総重量は30kg程度と

中規模の集石逍構である。集柏

状態をみると、中央に礫の欠除

する部分かあリ、石組炉状の構

成か認められる。
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155遺構出土土器 (1006)

条痕文系土器の胴部片。明瞭な

文様はみられないか、柑い条痕文

か加えられている。

156遺構
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喫の集梢状態をみると、やや分散

的で、集中度は低い。硬はいすれも

赤化、破砕しており、火熱か加えら

れた痕跡か残る。
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156遺構出土土器

(1007) 

細隆線による区

画文内に棒状施文

具による沈線が施

される。文様の交

点には円形文か付

される。
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157遺構
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使用涅の総重量は約 8 kg程度と小

規模な集石遺構である。礫材は、浴

結凝灰岩、祖粒安山岩、黒色頁岩、

ホルンフェルスか用いられている。

159遺構
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10cm 

158遺構同様に小規校な遺構である

か、集中度はやや高い。喫材はチャー

ト、溶結凝灰岩により構成される。

\ 158遺構
ヽ

①
 

構成礫は 10個程度で極めて小規模

な集石遺構である。周辺にも焼硬の

散布か認められていることから、本

来の集栢状態は失なわれているもの

とみられる。
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159遺構出土土器 (1008)

重量グラフ
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使用硬の総重量は 10kg

程度と中規模の集石遺

構である。硬材はグラ

加曽利 E4 フに示す通りである。

式土器の胴部

片。縄文は R

L である。

io、怜
弩．筐

0 10cm 
9 l 

二粗粒安山岩

一黒色安山岩

緊
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口
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1009 

160遺構出土土器 (1009)

凡例 各集石遺構の用礫石材グラフのスクリーン

トーンは次の石材を表示している。

石英斑岩

撚糸文系土器

の胴部片。 R

か巻かれる。

一ホルンフェルス□ 
砂 岩 その他
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土坑
土坑については、所屈時期を決定する情報に乏しく、用途を含め不明な逍構か多い。ここに示す土坑も、

縄文時代の土坑と確定する梢極的な資料に乏しいかもしれないか、逍構内から土器もしくは石器等か出土し

たものをまとめている。これらの分布状況をみると台地縁辺部に比中する傾向かうかかわれ、集石遺構の分

布と類似している。集石遺構との関連を示すような調査所見は得られていないものの、この分布状況からも、

縄文時代に存在した可能性か高いようにみられよう。

099遺構
平面形は円形をなし、径は50cm 、深さ 10cm

である。埋没土は 2 層に分層された。この

埋没土中から縄文土器小片か出土している。

庭面に小穴かみられるか、この遺構とは関

連しないものであろう。

108遺構
109遺構に東接するか、重複関係はない。平面形は円形て径80cm 、深

-1 ／た

！＼o-三→
L= 76 90m 
A0  -— oA' 

こ
0 1 m 
I I 

さ 40cm程度である。埋没土は 3 層に分層され、埋没土中より加曽利 E

4 式土器の口縁部片 (1010) か出土している。

109遺構
108遺構に近接する円形の土坑である。径70cm 、深さ 60cm て、埋没土

中より縄文土器片か出土している。
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ロ108遺構出土土器 (1010)

隆起線文による区画文が加えら

れ、整形は良好である。

105遺構
平面形はほぱ円形で、径60cm 、

深さ 30cmである。埋没土中より縄

文片(1011) が出土している。
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105遺構出土土器（1011)

LR縦位の縄文を施し

た胴部片で、加曽利 E

式土器に相当しよう。

I 011 
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113遺構
径1. 8m のはぱ円形をなし、深さは

40cm程度をはかる。 \. 

115遺構
径1. 4m のはぱ円形をなし、深さは

約30cm である。
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115遺構出土土器(1012)

縄文は RL縦位て施

文は浅い。加曽利 E 式

土器に相当しよう。
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125遺構

] 
位,\C: 

i 
平面形は円形で、径2.2m 、

深さ 40cmで、すり本状の断面

/ 形をなす。 1014 

1013 
.い-(( I l 乙 3 I I/ —\' 

125遺構出土土器（1013 、 1014)

撚糸文系土器u縁部片である。いすれも単軸絡条体 I 類て R

かやや柑く巻かれる。
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096遺構
平面形は2.4mXl.6m の長方形

をなし、深さは20cm である。埋没

土中から縄文土器片（中期）か出

土している。
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096遺構出土土器 (1015)

LR縦位の縄文か施され

る胴部片。加曽利 E 式土器

に相当しよう。
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129遺構
長軸2.Sm 、知軸 2 m と大邸の長方形土坑て、深さ

は80cmてある。埋没上中に縄文土器片か含まれる。
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121遺構
長軸2.4m 、知軸

l.8m の不整円形土

坑である。深さは

20cm と浅し‘。

口
ー
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ロ

124遺構
平面形は不整形をなし、深さも浅〈不明瞭てあるか、形状

からみると、 2 枯か重複している可能性がある。

126遺構
124逍構に近接する。l. 6rnX 1 rn の不整円形をなし、深さ

は 20cm程度である。
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124遺構出土土器 (1018)

LR縦位の縄文の加えられた胴

部片てある。加曽利 E 式土器に相

当しよう。

し＝ 7’/ 4 0 l l l 
A• —•A' 

l)___J 

121遺構出土土器（1016、 101 7)

いすれも加曽利 E 4 式士．器の口縁部片てあ

る。隆起線文による区画文内に RL縦位の縄

文か加えられる。
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126遺構出土土器 (1019)

RL縄文ヵ麓される胴部片。

加曽利 E 式土器に相当しよう。



口包含層の遺物

〇 縄文土器
調在によって得られた縄文土器は総数 6.299点におよひ、早期、前期、中期、後期の各期にわたる。時期ごとの出土屈は多くないか、比較的まとまりのある宜

料か得られている。以下、分穎しその概要をみるものとしたい。分煩にあたり、各群ははぱ時期紐とし、さらに部位、器形、文様、縄文などの特徴によりt[1 、 Ki

とした。各群の時期は次のとおりとした。第 I 群 早期前半松糸文土器群、第 l]群 早期中葉1尤線文土器群、第 III群 早期後半粂痕文系土器群、第N群 前期、

第 V群中期、第 VI群後期に相当する。

0 第 1 群土器（第 1 • 2 函）
早期前半撚糸文土器群を一括する。小片かはとんどてあり、完形もしくは器形復几てきる森料は得られていない。部位形態、縄文などによってタ:ti、 1市別する。

l 類（ 1020~1093) 口縁部片を I 類とする。口唇部形態から次の a 柿から h 種に分類する。

a 種（］020~1022) 口唇部か外反し、口唇上部に 2 帯の縄文帯および口縁部下より、横位の絡条体回転か施される。

b 種（］023~1026) 外反する口唇部下に縄文帯か 3 帯にわたリ施される。口唇部下は縄文施文される。

c 種（ 239~242) 口唇部は肥厚し、上部、外側および口唇下と各々絡条体が回転施文される。

d 種（ 235 、 238 、 243) 口唇部およひ外側に面をもち、各々縄文か／JIl えられる。口唇下も縄文帯となり.1-J-Jの組み合わせをもつ。

e 種 (244~277) 形態的には直口するものと肥厚する 2 形態かみられる。いずれも口唇下に絡条体帯が施文され、口唇上には加えられない。

f種（］072~1090) 縄文、撚糸文とも認められない、無文の口縁部てある。

g種（ 1091 、 1092) 口唇下に撚糸庄痕文か一条加えられる。

h 師（ 1093) 口悴下に沈線もしくは凹面か加えられるものてある。縄文、撚糸文ともみられない。

2 度月(1 094~1172) 胴部片を本顆とする。単軸絡条体 I 穎を縦位回転するものて、巻かれる条は R か圧倒的に多い。

a 柿(1094~1171) 単軸終条体］穎を縦位回転する。巻きつける縄は R が用いられる。

b 種（ 1172) 11 11 L 11 

c 種（ 1158)

d 種 無文もしくは擦痕をもつもの。

e 種 縄文の施されるもの。

r II 

3 類（ 1173~1175) 底部を一括する。 3 点出土しているか、いすれも尖底てある。

0 第 II群土器（第3 図1176~1185)
早期中葉沈線縄文土器を本群とする。 29点出土している。田戸下層式土器に位置づけられる。

0 第 Ill群土器（第 3 図1186～第 4図、第 5 図）
早期後半条痕文土器群を本群とする。文様などにより次の 7 類に分顆する。

］顆（ 1186~1230) 細隆起線による区画文内に外側竹管による沈線を充埴し、交点に刺突文を加える。

2 類（ 1250~1261) i尤線（外側竹管）による区画文内に同一の 1:t線を充堺し、交点に剌突文を加える。

3 類（ 1231~1249) 細沈線（ヘラオ人工具）による区画文内に 1:t線（外側竹管）を充埴し、刺突文を加える。

4 類（ 1269~1276) i尤線（外側竹管）による区画文内に刺突文を充埴する。

5 類（ 1262~1268 、 1575) i:t線（外側竹管）による格子状文を施し、交点に刺突文を加える。

6 類（ 1282~1284) 条痕文をもつ口縁部片を一括する。

7 魏（ 1285~1337) 条痕文をもつ胴部片を一括する n

0 第 N群土器（第 6 図）
前期に属する土器を本群とし、次の 3 類か含まれる。

l 類（ 1338~1397) 繊維土器を本類とする。菱形状文およひ縄文を施す。

2 類（ 1398~1406) 胎土に繊維を含まない、集合条線文をもつ土器てある。諸磯 C 式土器に概当する。

3 顆 胎土に繊維を含まない、縄文片を一括する。諸磯式土器の胴部片であろう。

0 第 V群土器（第 7 図～第11 図）
中期に属すものを本群とする。この中には］I領ケ台式土器 (1 顆）、加曽利 E 式土器 (2 類）か含まれる。

1 傾（ 1407~1456 、 1576) 中期前半五領ヶ台式土器を本傾とする。

2 災l((1 457~1560 、 1577~1597) 中期後半加曽利 E 式土器を本類とする。出土した縄文土器中、最も罷か多く、全体の70％を占める。文様の特徴から次の 9 種

に分顆する。

a 種（ 1457~1495) 沈線により文様を構成する。

b 種（ 1496~1509) 隆起線により文様を構成する。

c 種（ 1510~1514) 条線文を施すもの。

d 種 (1515~1541) 縄文片を一括する。

e 種（ 1543) 撚糸文片を一括する。

f種（ 1544~1546) 無文の口縁部を一括する。

g種 無文の胴部を一括する。

h 種 (1548~1560) 刺突文の加えられる破片を一括する。主として口緑部片か含まれる。

l 秤（ 1561~1565) 底部を一括する。いすれも無文てあるか、 2 顆に伴うものとみられる。網代底となる例か目立つ。

0 第 VI群土器（第7 図1566~1574、 1598~1604)
後期の土器を本群とする。械的には少なく、約50点出士している。いずれも加曾利 B 2 式土器に相当しよう。
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石器計測表

番号 出上位沼 器 種 長さ(m 幅cm 序さ(m 頂号g イ 1 材 番号 出土位沼 器 種 tとさ(m 輻直 げさcm 重星g 石材

1605 IIIC680FC 石 践 l 45 I 05 0 25 0 19 チャート 1687 IIIC682CG 削器（横長剥片） 7 20 8 30 2 10 116 30 、9,'ヽ＇色貞岩

1606 Ill C 681 D G 石 錢 1 80 1 00 0 25 0 25 ',''·耀 h 1688 III C 678 C G 削器（横長剃／',) 5 55 7 70 I 70 81 93 煤色頁岩

1607 Ill C 681 E G 矛 錢 I 80 l 50 0 35 0 53 史園石 1689 III B 677 D G 削器（横長．附11:) 5 00 8 90 I 40 67 30 黒色頁岩

1608 Ill B 29号住居 石 銭 I 75 l 60 0 30 0 51 J.,. Hは石 1690 IIIA671 5CG 削器（横長依1J片） 7 50 11 60 I 90 142 10 児色貞岩

1609 Ill 区 c 石 蝶 2 10 2 20 0 30 0 72 黒紺 h 1691 III C 681 H G 削器（横長,'/ill',) 10 35 7 80 1 00 122 49 ホルンフェルス

1610 Ill B 28号住居 石 鉄 2 25 1 60 0 30 0 95 チャート 1692 IIIC682 5BG 削器（横扶保lj l し） 4 50 7 40 1 90 84 30 占紋頁岩

1611 III 区 c 石 践 I 65 I 90 0 35 0 72 ＇し＇色安山；；； 1693 III C 678 F G 削器（横K.,t,J片） 5 90 10 40 2 30 144 30 印色頁岩

1612 Ill C 682 C G 石 錢 2 80 I 60 0 30 l 22 チキート 1694 III C 681 G G 三角錐形石器 I a 11 30 5 60 5 70 248 40 ],'・＇色貞岩

1613 IIIC681 50 G 石 蝶 3 00 1 80 0 40 1 45 出色安山岩 1695 IIIC681 5CG 三角錐形石器 I a 6 30 4 ()() 2 80 89 40 黒色頁岩

1614 Ill C 679 F G h 践 2 60 I 20 0 45 0 80 チャート 1 696 III B 17号住居 三角錐形石器 I a 11 50 5 60 5 70 415 20 黒色頁岩

1615 Ill 区 c 石 §族 2 00 I 40 0 40 0 83 チャート 1697 III AI2号住居 三角錐形h器 I a 10 90 4 90 5 60 324 80 ],'ヽ＇色貞岩

1616 IIlC 8 号北石 石 i族 2 15 I 60 0 40 1 10 チャート 1698 IIIC683 5B G 三角錐形h器 I a 9 30 4 70 9 40 233 80 集色貝岩

1617 Ill C 678 F G わ 践 3 30 2 30 0 40 2 20 ］I,＇色負岩 1699 III C 675 C C 三角錐形石器 I a 8 20 4 20 :l 40 163 60 黒色頁岩

1618 Ill C 681 B C 石 践 2 90 I 80 0 40 l 80 ，＇’.色頁岩 1700 IIIC683BG 三角錐形h器 I a 6 20 4 30 3 40 93 90 烈色頁岩

1619 IIIC678 5A G 石 錢 4 10 2 10 0 50 3 00 チャート 1701 IIIC682BG 三角錐形石器 II a JO 40 4 40 5 00 360 20 焦色頁岩·

1620 lllC678 5G G 石 錢 4 50 1 60 0 60 3 40 'い色頁岩 1702 IIIC682CG 三角錐形石器 II a 9 00 5 35 4 40 307 40 黒色頁岩

1621 lllAIO号仕居 石 匙 3 30 6 60 0 60 14 90 '·'·'色頁岩 1703 IIIC682CG 三角錐形ゎ器 II a 7 60 7 10 3 70 276 50 隼色頁岩

1622 lllC678 5B G 石 錐 5 60 I 60 0 60 3 80 黒色頁岩 1704 IIIC68:lBC 三角錐形石器 II a 7 30 6 20 4 20 268 00 限色貝岩

1623 Ill C G82 D G 石 匙 6 I){) 2 30 I IO 16 00 知．色頁岩 1705 Ill C 681 CG  三角錐形石器 [l a 8 60 6 80 4 80 427 50 里色頁岩

1624 IIIC681 58 G れ 錐 7 10 6 20 I 60 61 40 ·'·'·'色頁岩 1706 Ill A672 X G 三角錐形石器 II a 10 60 7 75 4 00 529 40 里色頁岩

1625 III C 682 C G ピエスエスキーユ 4 IO 4 60 I 50 34 21 _,_,'.色 l：し岩 1707 IIIC681 5BG 三角錐形ゎ器 Ila 8 60 6 80 4 70 324 10 甲色頁岩

1626 III C 679 E G ピエスエスキーユ 3 70 3 00 l ()(l 12 20 チャート 1708 III C44号住1，叶 三角錐形石器 II a 8 80 3 95 3 80 156 95 リ！色且岩

1627 lllC680 5C G ピエスエスキーユ 5 50 3 60 I 80 35 20 チャート 1709 IIIC679 5FG 三角錐形石器 II b 8 60 7 70 3 80 351 10 里色頁岩

1628 1118677 58 G 打製石斧('/i'J冊形） 13 00 3 90 I 70 l03 30'.1，·色il 岩 1710 111 C 679 H G 三角錐形h器 I b (5 90) 3 70 2 50 58 87 印色頁岩

1629 Ill C 39号住居 打製石斧（た1 冊形） 11 70 4 50 I 20 82 90 卑色［［岩 171 I IIIC682BG 三角錐形石器 II b 15 30 6 00 4 80 528 00 出色貞岩

1630 Ill 区 A 溝 打製1―1 芹（知冊形） 11 60 4 70 I 20 95 98 灰色安 LU 岩 1712 l!I CI!号駁石 三角錐形石器 II b 7 70 5 50 4 90 279 40 黒色頁岩

1631 III C 679 H G 打製石斧（知冊形） 11 10 5 75 2 80 242 50 其色頁岩 1713 Ill C32号住居 三角錐形ゎ器 I b 9 40 4 70 2 70 136 60 ],'，＼色良岩

1632 IIIC682BG 打製石斧（知冊形） 7 50 3 70 I 50 60 51 黒色頁岩 1714 III C 681 G G 二角錐形石器 II b II 40 6 20 4 20 288 70 黒色頁岩

1633 III C 681 B G 打製石芹（知冊形） 8 00 3 90 1 20 46 81 関色頁岩 1715 lllC678 5EG スタンプ形石器 A 10 10 6 10 5 90 606 JO 田色頁岩

1634 IIIC678 5D G 打製石斧（知冊形） 13 45 6 05 1 75 183 59 黙色頁岩 1716 IIIC681 5C G スタ／プ形石器 A 8 70 5 00 2 55 196 70 坤粒岩

1635 IIICll 号梨右 打製｛ I 芹（知冊形） (6 60) 7 10 I 60 126 60 ］·,'色貞岩 1717 III C 14号北石 スタンプ形石器 A (6 50) 7 75 5 30 329 40 ひん岩

1636 ］区 666 BG 打製石芹（知冊形） 14 90 7 10 3 80 501 70 変質夕、武岩 1718 III C 679 E G スタンプ形石器 A 13 30 7 00 5 00 641 00 音ll 粒安山岩

1637 IIIC5 号垢石 オ］製石斧（伎1 冊形） 18 90 9 90 4 00 923 70 黒色頁岩 1719 IIIB675 5FG スタ／プ形石器 A 13 90 7 10 5 20 948 40 輝緑岩

1638 IIIC679 SF G 打製石斧（知冊形） 11 20 4 90 1 35 92 17 頁 岩 1720 lll C 12号出石 スタンプ形石器 A 9 55 6 70 4 00 503 10 黒色頁岩

1639 IIIC683BG 打製石斧（知冊形） 11 70 5 25 I 90 106 94 ]1し色且岩 1721 Ill C 678 E G スタンプ形石器 A 10 80 6 70 4 30 678 10 神粒岩

1640 IIIC679 5F G 打製石芹（撥形） 10 90 6 10 2 35 136 57 ホルンフェルス 1722 IIICI4号媒石 スタンプ形石器 A 9 80 7 70 4 50 377 60 砂 岩

1641 Ill C 679 F G 打製石斧（撥形） (8 40) 5 20 I 30 57 90 t色且岩 ]723 IIIC68:JBG  石 核 8 40 7 85 5 20 494 50 黒色f~l 岩

1642 lllC678 5DC 打製石斧（拐形） 10 60 5 90 I 10 92 12 ホルンフェルス 1724 Ill C 679 G G 1:I 核 6 80 6 80 2 40 102 74 黒色頁岩

1643 lllC678 SF G オ」製石芹（撥形） 11 20 6 70 I 60 120 75 細粒安山岩 1725 111 C 681 D G 石 核 6 20 3 80 4 30 104 17 黒色頁岩

1644 111C681 58G 打製石芹1 分脹1 形） 12 50 8 80 3 30 404 50 出色頁岩 1726 IIIC678 5D G 石 核 1090 6 40 3 90 277 80 れ色頁岩

1645 Ill A 672 X G 打製石斧（分月l•l 形） 12 IO 8 30 2 50 238 10 砂 岩 1727 IIIC681 5C G 加工痕ある俵ll)0, 7 20 4 70 I 60 58 23 里色安山岩

1646 IIIC680GG 打製石芹~ぼI冊形） 19 70 8 60 4 50 856 60 Jし色頁岩 1728 lllC680FG 加工痕ある、長11 9: 7 70 5 70 1 00 57 25 焦色貝岩

1647 IJI C 681 H G 打製石斧（分i1引形） 21 30 9 70 5 00 982 OO ホルン 7 .Lルス 1729 IIIC682 5C G 加上痕ある荻1]1', 5 50 6 20 1 50 50 74 里色頁岩

1648 Ill C39号住居 打製石斧（分胴形） 15 50 6 30 3 20 337 00 ］I,＇色頁岩 1730 III C 681 B C 加工痕ある判 1', 4 70 6 50 0 80 26 78 児色頁岩

1649 lll C 679 D G 打製石斧（ケHIo1 形） 15 00 8 JO l 80 183 20 妙 岩 1731 IIIC680 5CG /JIIL 痕ある 1rlJ I', JO 25 10 40 2 00 187 66 引色頁岩

1650 IIIA671 SFG 打製石斧（分胴形） 9 70 6 10 2 00 123 86 黙色頁岩 1732 III C 678 C G 加 T 痕ある判,: 6 60 9 70 2 60 167 28 黒色頁岩

1651 IIIC68!CG 片刃わ器 8 70 4 80 2 10 103 10 'し＇色fl 岩

1652 III C 678 G G 片刃ゎ器 6 30 5 60 l 70 74 85 ］9[ 色fl 岩

1653 Ill C 678 G G 片刃石器 9 40 5 30 2 00 121 20 乳色貝岩

1654 111 C 683 B G 片J)石器 5 85 4 50 I 25 40 64 黙色頁岩

!655 Ill C 681 C G 片刃石器 9 80 5 80 I 90 99 90 細粒安 111 岩

1656 IIIC680BG 片刃ゎ器 12 25 6 10 2 40 219 70 ホルン 7 ェルス

1657 Ill C 678 G G 片刃石器 8 40 5 80 1 80 91 44 焦色頁岩

1658 Ill C 679 H G 1代製石芹 (5 80) 3 60 1 60 43 86 紐t：，安山岩

1659 Ill C 682 B G 磨製 h 芹 (4 80) 3 60 I IO 34 10 ホルン 7 ェルス

1660 Ill C 679 H G 磨製石芹 10 80 3 70 l 80 150 00 ！．＇色頁岩

1661 IIIC680BG 片刃石器 11 15 4 15 3 20 157 90 黒色頁岩
1662 IIIC680 5C G 削器（縦長長ll/',) 10 90 8 95 2 30 234 60 り＇色良岩·

1663 1 区表採 片刃石器 10 80 5 60 2 60 191 60 忠色 9［岩

1664 IIIC678 SE G 削器（縦長判片） 9 80 5 40 2 50 159 60 出色頁岩

1665 Ill C 681 E G 削器（縦長泉ljt\) IO 20 7 60 2 30 245 90 出色頁岩

1666 IIIC678 5D G 削器（縦長泉IJI',) 9 80 5 JO I 80 99 70 _,_,'.色且岩

1667 111 C 678 G G 削器（縦長判片） 10 00 5 50 2 30 157 90 黒色頁岩

1733 IIIC681 5B G /J[I工痕ある'fr111: IO 60 5 40 1 50 105 87 ホルンフェルス

1734 IIIC680DG 加工痕ある判 1', 3 70 4 65 0 75 12 84 出色頁岩

1735 III C 679 G G りII 工痕ある剥 1,' 2 70 3 30 0 50 4 54 :.,.'色頁岩

1736 IIIC681 5E G 加工痕ある判片 4 10 3 15 0 95 !4 97 里色頁岩

1737 III C 6791-1 G 加工痕ある俵IJ/,' 5 00 4 10 1 70 36 60 児色頁岩

1738 IIIC680 5H G /Ji]工痕ある判片 5 80 6 10 I 90 57 23 黒色頁岩

1739 IIIC680FG /JI[工痕ある役[I I', 6 80 4 60 1 30 30 17 川色安山岩

1740 IIIC680GG 使用痕ある剥片 6 80 6 90 I 40 74 81 黒色頁岩

1741 IIIC678 5EG 使用痕ある長lj)', 5 IO 5 80 1 30 32 88 ],'’色安山岩

1742 IIIC680CG 使用痕ある争1I I', 4 40 7 80 1 40 39 OJ 里色頁岩

1743 IIIA4 号住居 使用痕ある．伯」 1: 5 70 5 00 I 05 20 80 共＇色兵岩

1744 IIIC680 5DG 使用痕ある保lj l', 4 IO 6 70 1 10 27 65 里色頁岩

1745 IIIA670 5DG 使用痕ある依lj片 5 80 8 10 I 25 63 24 里色頁岩

1746 l!IC680 5H G 使用痕ある｝lI I', 6 65 3 85 0 80 19 28 黒色頁岩

1747 IIIC49号住居 使用般ある乍lI I', 5 75 10 70 I 65 85 14 出色安山岩

1748 IIIC678HG 使用痕ある•；ll l', 4 JO 3 80 0 60 8 69 黒色頁岩

1749 IIIC678 5GG 使用JJ［ある象IJ片 6 00 3 40 I 20 27 21 黒色頁岩

1750 Ill C 681 E G 使用痕ある剥片 8 30 5 30 l 55 46 10 チャート
1668 lllC681 5E G f'jlj 器（縦長泉II 片 1 10 00 7 20 2 20 189 20 ホルン 7 .r_ルス 1751 IIIC680 5CG 使用痕ある剌片 13 00 5 45 2 70 209 00 卑色只岩
l 669 Ill 区 1 号溝 削器（縦長剥 1',) 8 00 5 50 l 40 69 66 _,_,_,色頁岩 1752 IIIC678 5A G 使用痕ある紺J片 8 30 4 60 I JO 31 77 果色頁岩
1670 lllC678 SE G 削器（縦長剥1:1 6 50 7 40 l 70 60 87 黒色虹岩 1753 IIIC679 5E C 使用痕ある ,}lj I', 4 30 3 15 I 25 18 08 珪質頁岩
1671 1118675 58 G 削器（縦Ii:剥片） 7 10 6 50 3 20 133 51 毘色頁岩 1754 IIIC682BC 敲 石 5 90 4 40 2 40 79 70 焦色貞岩
1672 lllC678 SE G 削器（縦長剥片 1 6 30 4 70 l 20 45 64 黒色頁岩 1755 IIIC68I 5DG 凹 石 1740 15 60 7 40 3040 0 祖粒~安山岩
1673 Ill C 682 C G 削器（縦k判片） 7 50 4 10 l 50 37 94 阻色頁岩 1756 Ill C 681 C C 凹 石 11 70 7 50 6 20 727 40 粗粒安山岩
1674 Ill B 676 F G 削器（縦長泉ljl',1 7 70 6 70 I 20 65 41 fl 岩 1757 Ill C 679 D G 凹 石 9 30 8 50 3 30 492 80 相粒友山岩
Jb75 IIIC679 5DG 削器（縦長求111:) 6 15 6 20 I 40 58 28 黙色頁岩 1758 IIIC4 号北石 凹 石 113651 11 70 5 90 1268 90 粗粒安山岩

1676 IIIC682 5B G 削器（縦長剥片 1 (6 70) (5 90) 1 70 60 80 黒色頁岩 1759 lllC679 5BG 凹 石 8 40 8 40 4 65 452 20 柑粒安山岩

1677 III C 678 A G 削器（横長判片 1 9 65 6 50 1 60 92 49 児色頁岩 1760 IIIC678 50 G 凹 石 II 40 6 80 3 50 345 70 机粒安山岩

1678 IIIC68IEG 削器（横長剥 I',) 12 80 7 30 l 85 136 83 ホルンフェルス 1761 lll8675 5E G 多 孔 わ (980) (7 40) (6 00) 361 00 柑粒安山岩

1679 IIIC680 5B G 削器（横k剥片 1 5 10 4 60 1 00 25 31 阻色安山岩 1762 Ill 821 号北石 磨 I) 石 (1120) 6 85 2 80 258 50 粕IL 粒安山岩

1680 IIIC678 5FG 削器（横長剥片） 8 50 7 50 1 70 お 17 黒色頁岩 1763 lllC679 SH G 多 孔 石 19 20 14 50 11 00 2880 00 机粒安山岩

1681 IIIC678 5G G 削器（横長刺1,') 6 70 5 70 I 50 46 33 児色貝岩 1764 III C 4 号拓石 多 礼 石］880 11 10 10 40 3250 00 柑粒安山岩

1682 III 区 3 号住居 削器（横に剥片） 5 65 7 15 l 20 53 84 黒色頁岩 1765 IIIC68! 5B G 石 皿 (870) (5 90) (2 30) 145 00 粗粒安山岩

1683 IIIC680FC 削器（横長長11 片） 6 50 7 90 1 60 79 86 果色頁岩 1766 Ill B 677 C G 砥 石 (760) (6 60) I I 60) 91 40 砂 岩

1684 IIIC678 5H G 削器（横長刹片） 4 00 6 20 0 90 25 29 ，1\ 色安山岩 1767 Ill B 20号住居 砥 石 (860) (3 30) (1 70) 41 60 砂 岩

1685 IIIC681 5CG 削器（横長剥片） 4 25 5 80 1 20 33 68 且！色頁岩 1768 Ill C 681 D G 砥 石 (650) 2 60 1 40 23 40 砂 岩·

1686 Ill C 679 D G 削器（横長長111',) 5 40 8 80 1 05 46 93 黒色頁岩 1769 lllC680HG 袂状且飾 (2 60) I 30 3 40 ろう石？
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遺構索引

番号 1 種類 1 時代 I 頁 1 位置 番号 1 種類 1 時代 I 頁 1 位置 番号 1 種類 1 時代 1 頁 1 位置

001 竪穴 古墳 71 D4 056 竪穴 古墳 139 D3 111 土坑 不明 150 B8 

002 竪穴 古墳 72 D4 057 竪穴 古墳 139 D3 112 欠 番

003 竪穴 古墳 74 D4 058 竪穴 古代 60 D4 113 土坑 縄文 182 B7 

004 竪穴 古墳 76 D4 059 堀立 古代 61 D5 114 土坑 不明 151 B7 

005 竪穴 古墳 77 D4 060 堀立 古代 63 D5 115 士坑 縄文 182 B7 

006 竪穴 古代 48 D4,5 061 堀立 古代 64 C6 116 土坑 不明 151 B7 

007 竪穴 古墳 78 D4,5 062 堀立 不明 156 C6 117 土坑 不明 151 B8 

008 竪穴 古墳 80 E4,5 063 堀立 不明 157 C6 118 土坑 不明 151 B7 

009 竪穴 古墳 82 D5 064 堀立 不明 157 C6 119 士坑 不明 150 B7 

010 竪穴 古墳 83 D5 065 堀立 不明 158 B6, 7 120 土坑 不明 150 B7 

011 竪穴 古代 49 D4,5 066 堀立 不明 158 C5,6 121 土坑 縄文 183 B7 

012 竪穴 古代 51 D4,5 067 溝 古代 66 C5,E4 122 土坑 不明 150 B7 

013 竪穴 古代 52 D5 068 溝 古代 66 D4,E4 123 土坑 不明 149 B6 

014 竪穴 古墳 84 D5 069 溝 不明 66 D4 124 土坑 縄文 183 B8 

015 竪穴 古代 53 D4 070 溝 不明 66 D4 125 士坑 縄文 182 B8 

016 竪穴 古墳 86 C5 071 道路 不明 66 D4 126 土坑 縄文 183 B8 

017 竪穴 古墳 87 C5 072 溝 古墳 141 D5,6 127 土坑 不明 151 C7 

018 竪穴 古墳 89 C5 073 溝 不明 159 BC7 128 土坑 古墳 152 B7 

019 竪穴 古墳 91 C5 074 溝 不明 141 D5 129 土坑 縄文 183 B8 

020 竪穴 古墳 92 C6 075 溝 不明 69 C6 130 土坑 不明 147 C6 

021 竪穴 古墳 94 C6 076 溝 不明 66 D3,4 131 土坑 不明 147 C6 

022 竪穴 古墳 95 D6 077 溝 不明 66 D4,E4 132 土坑 不明 145 D5 

023 竪穴 古墳 97 D6 078 溝 不明 66 E5 1 33 土坑 不明 145 D5 

024 竪穴 古墳 98 C6 079 畠 不明 160 C6 134 土坑 不明 145 D5 

025 竪穴 古代 54 D4 080 井戸 古代 70 D4 135 士坑 古代 152 C6 

026 竪穴 古墳 100 C6 081 井戸 不明 70 D3 136 士坑 古墳 151 B7 

027 竪穴 古墳 103 C6 082 士坑 不明 143 D4 137 土坑 不明 146 C6 

028 竪穴 古墳 105 C6 083 土坑 不明 143 D4 138 土坑 不明 148 C7 

029 竪穴 古墳 107 B6 084 土坑 古代 143 D4 139 士坑 古墳 152 B7 

030 竪穴 古墳 109 C6, 7 085 土坑 不明 143 D4 140 土坑 不明 146 C6 

031 竪穴 古墳 111 C7 086 土坑 不明 144 D4 141 土坑 不明 153 D3 

032 竪穴 古墳 112 C7 087 土坑 不明 144 D4 142 土坑 古墳 152 B7 

033 竪穴 古墳 114 B7 088 土坑 不明 144 D4 143 土坑 不明 153 D3 

034 竪穴 古墳 115 B6,7 089 士坑 不明 145 D5 144 土坑 不明 146 E4 

035 竪穴 古墳 117 B6 090 土坑 古墳 145 D6 145 土坑 不明 153 B8 

036 竪穴 古墳 1]8 B7 091 土坑 不明 146 D4 146 土坑 古代 153 D5 

037 竪穴 古墳 120 B7 092 土坑 不明 146 D4 147 巣石 縄文 175 B7 

038 竪穴 古墳 122 C7 093 士坑 不明 146 C6 148 集石 縄文 175 B7 

039 竪穴 古墳 124 B7,8 094 土坑 古墳 147 C5 149 集石 縄文 176 B8 

040 竪穴 古墳 127 C7 095 土坑 古代 147 C6 150 集石 縄文 176 B8 

041 竪穴 古墳 128 B7 096 土坑 縄文 182 C6 151 集石 縄文 177 B7 
' 

042 竪穴 古代 56 B7 097 土坑 古墳 148 C6 152 集石 縄文 177 B8 

043 竪穴 古代 57 B7 098 士坑 不明 148 C7 153 集石 縄文 178 B8 

044 竪穴 古代 58 B7 099 土坑 縄文 181 C6 154 集石 縄文 178 B7 

045 竪穴 古墳 131 B7 100 土坑 不明 147 C7 155 集石 縄文 179 B7 

046 竪穴 古墳 132 B6,C6 101 土坑 不明 148 C7 156 集石 縄文 179 B7 

047 竪穴 不明 154 B7 102 土坑 古墳 149 C6 157 集石 縄文 180 B6 

048 竪穴 古墳 134 C5 103 土坑 古墳 149 B6 158 集石 縄文 180 B7 

049 竪穴 古墳 135 B7 104 士坑 不明 149 86 159 集石 縄文 180 B7 

050 竪穴 古墳 136 C7 105 土坑 縄文 181 86 160 集石 縄文 180 B7 

051 竪穴 不明 155 87,C7 106 土坑 不明 149 B6 161 溝 不明 12 EF3 

052 竪穴 古墳 137 C7 107 土坑 古墳 149 B6 162 溝 不明 12 EF3 

053 竪穴 古代 59 C6 108 士坑 縄文 181 B6,7 163 溝 不明 12 F2,3 

054 竪穴 古墳 138 C7 109 土坑 縄文 181 B7 

055 竪穴 不明 155 D4 110 土坑 不明 150 B7 
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